








































EX-PHAZERエクスフェイザー








神代 創





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ




　薄い霧きりが立ちこめ、かすかな風に流されてゆらゆらとうごめく。

　夕暮れ時の薄暗さが、霧のためにさらに強くなっている。

　ふたりの姿が見える。

　一方は黒いスーツ姿。シャツも黒く、ネクタイも真っ黒。葬式に着ていくにも異様な格好だ。

　もうひとりは和装だが、着物より簡素な作さ務む衣え──上下セパレートで、腰の辺りを紐ひもで縛しばるタイプの古風な作業衣だ。

　ふたりとも三〇代半ばというところだろうか。作務衣姿の方が少し若く見える。

「宗そう玄げん、これ以上、血を流すな」

　作務衣の男がスーツ姿の男──雁かり屋や宗玄に言い聞かせるように言う。

「なぜ、邪魔をする、蒼そう空くう？　今のＮＥＭＯがやっていることは世界の破壊にしかすぎないのだぞ。貴様も同意したではないか」

　返ってきた答えに作務衣の男──加か茂も蒼空は一瞬ためらった。ＮＥＭＯとは新エネルギー管理機構という経産省の一部門のことだ。ふたりはそこに所属する。

「……それはそうだ」

　蒼空がかみしめた歯の間から絞り出すようにして返答した。

「しかし、この国のエネルギー状況は悪い。今後好転することはない。他の国にも余裕などない。だからこそエーテルのエネルギー化は必要だ」

「他国の術士を敵に回してもか？」

「説得するしかあるまい」

　宗そう玄げんは蒼そう空くうの答えに吐息を漏もらし、言葉を継ついだ。

「二年前のことを覚えているか？」

　急に話題が変わったことに、蒼空は戸惑ったように眉まゆを寄せる。

「おまえの息子の天てん明めい君が別位相界に飛ばされた事件か？」

「天明は位い相そう術じゆつの才があった。将来的には私をしのいだかもしれん。弟の天てん山ざんは無能だが」

「天山君はまだ幼い。まだこれからだろう」

「そんなことはどうでもよい。あの事故だ。あれは私を黙らせるために仕組まれたのではないかと考えている」

「ＮＥＭＯがそんなことをすると思うのか？」

「ＮＥＭＯはな。しかし、政府はどうだ？」

　問われて蒼空は即座に否定できなかった。ただの官民共同研究組織であった昔ならともかく、政府機関となった今、政府が金を出す以上、慎重派は邪魔な存在でしかない。それはわかっていた。

「だとすれば、なおのこと内部から改革を──」

「無駄だ。もはや動かぬよ」

　組織というものがどういうものか、蒼空にもわかっている。

「だが、それは殺しの正当化にはならん」

　蒼空の言葉に宗玄は小さく首を振り、そして、はっきりと口元に笑みを浮かべた。

「正当化する理由などではない。それにもう遅い」

「なにっ？」

「新エネルギー実験は失敗する。プロジェクトは一〇年は後退するはずだ」

「……なにをやった？」

　蒼空は緊張した面おも持もちで聞き返す。

「実験プログラムに細工をな」

　その返答に蒼空はすうっと視線を宗玄の肩の向こうに向けた。その方向には今実験を行っているエーテル炉施設があった。

「行かさん。貴様は私と共に来るか、ここで消えるか、どちらかだ」

　宗玄は行く手をふさぐようにゆっくりと両手を広げる。

「いや、それ以外の方法もあるさ」

　蒼空はどこかのんびりとした声を返す。

「そうか。残念だな。私と貴様が組めば、我々の世界を変えられるというのに」

「変える必要などない」

「そうか？　息子はどうするつもりだ？」

　宗そう玄げんが発した言葉に蒼そう空くうの表情が変わった。

「貴様の女が何者か、私が知らんと思ったか？」

　とどめとばかりに笑った宗玄。蒼空は息をのみ、指を突きつけた。

「北ほく斗とには構うな！　あの子は何も知る必要はない!!」

　激げき烈れつな叫びに宗玄はニヤリと笑った。

「すべての者には己の出しゆつ自じを知る権利がある。まして、貴様の息子は──」

「言うな！　それ以上、言うなら──」

　蒼空は拳こぶしを握にぎりしめ、宗玄を真正面からにらみつける。その表情に宗玄は哄こう笑しようを放った。

「そうだ！　その顔だ!!　おまえのその顔が見たかったぞ！　やはり、貴様とは戦う運命だったのだ。私と貴様、どちらが最高の位相術士エクスフエイザーか決着をつけようではないか！」

　言い放つや、宗玄は背後の壁に拳を叩たたきつけるように腕うでを振るった。その手には長さ二〇センチほどの杭くい。鋭い切きつ先さきが空間に突き刺さる。杭は宗玄が手を離してもその場に留とどまっている。まるで、目に見えない壁に突き立てられたように。

　杭の末端に向かって宗玄は手のひらを向けた。蒼空も一瞬遅れて杭を打ち込み、同じように手のひらを杭に向ける。

　目には見えない変化がふたりの内側に起こっていた。

「ふんっ」












　宗そう玄げんは気合いを放ったと同時に右みぎ腕うでを蒼そう空くうに向かって突き出す。

　その腕から放たれたのは炎。蒼空に向かって真まっ直すぐに伸びたかと思うと、鞭むちのように翻ひるがえって頭上から蒼空に襲おそいかかった。

　蒼空はそれを予期していたように左腕を掲かかげる。

　静かに空気をかき回すように腕を振るや、炎はまるで突風が吹きつけたかのように宗玄に向けて押し返された。

　宗玄は炎を振り払うと、今度は左腕を地面に向けた。

　ドンッと地に亀き裂れつが走り、蒼空に向かってヘビのように走る。

　蒼空はひょいっと飛び上がった。亀裂はその足元で大きく口を開け、蒼空を飲み込もうと伸び上がった。

　が、蒼空は宙に留とどまっていた。見れば、周囲には風が渦うずを巻き、蒼空を浮かび上がらせている。

「無駄だ。互いに手は知り尽くしているだろう」

　余裕の蒼空をにらみ、宗玄は自分に跳ね返ってきた炎を振り払う。

「ふん、やはりらちがあかんか。見ておれ！」

　宗玄は空間に突き立てていた杭くいをガッと握にぎりしめ、一気に引いた。

「なにを──」

　空間に真一文字の切れ目が走る。それを見て蒼空は宗玄の意図を悟った。

「あれほど召しよう喚かん術じゆつを軽んじていたおまえが!?」

「この激げき烈れつなる宗玄、貴様に勝つためならどのような手も使おう！」

　宗玄は黒々とした空間の切れ目に右腕を突っ込んだ。

「蒼空、覚悟せよ！」

　まさにその瞬間だった。白い光がふたりの間に割り込んだ。まばゆい光が目を射いる。

　自動車のヘッドライトだと気づいた時には目の前にまで接近していた。速いスピードではない。人が走るくらいで、しかも、電動車特有の静かな走りだったために、エンジン音がほとんど聞こえなかったのだ。

「邪魔をするなっ！」

　宗玄が叫び、腕を伸ばす。

「止やめろっ！」

　蒼空は反射的に宗玄に向かって腕を伸ばしていた。まったく意識しないまま、蒼空は風をほとばしらせていた。

　意識していなかったがゆえに宗玄は攻撃に対して対応が遅れた。宗玄のかたわらを音速で吹き過ぎた風が衝撃波を産み出し、わずかなタイムラグの後に襲いかかった。

　宗玄のスーツの袖そでが切り裂かれ、左腕から血しぶきが噴ふき出だす。文字どおりもんどり打って、宗玄は地に叩たたきつけられた。衝撃で左腕がもぎ取られ、ビクンと跳ねる。

　しかし、ほんの一瞬早く宗玄の腕から放たれた炎の塊かたまりはボンネットにぶつかり、車の前半分を瞬時に燃やし尽くした。ヘッドライトが消滅し、代わりに紅ぐ蓮れんの炎が辺りを照らし出す。

　運転席と助手席もろとも車の前半分は消滅し、前輪を失った車は火花を散らしながら突進する。しかし、爆圧がブレーキの代わりになってガクンと押しとどめた。

　そのショックで後部座席に座っていた少女ふたりのうち、年長の娘が前に投げ出された。シートベルトはしていたが、とっさに妹に覆おおい被かぶさろうとしてシートベルトが外れてしまったのだ。運転席のシートにぶつかったが、そこでは止まらなかった。通常ならフロントガラスに当たって大おお怪け我がしたはずだが、すでに車の前部は存在していなかった。代わりに口を開けていたのは黒々とした空間の裂け目。少女はそこに飲み込まれ、そして、消えた。

「しまった……」

　蒼そう空くうは唇をかんだ。無関係な家族を巻まき添ぞえにしてしまったのだ。宗そう玄げんが倒れた辺りに目を向けたが、大量の血けつ痕こんと左ひだり腕うでが残っているだけだった。

「……逃げたか」

　その時、車の奥から物音が聞こえた。

　後部座席の助手席側に六、七歳の女の子が残されていた。シートベルトのせいで放ほうり出されずに残ったのだ。しかし、今はそれがアダになって逃げ出せない。パニックになった少女はベルトを外すことに思いが至らない。

　蒼空は炎が迫るのを見て、燃え残った助手席のシートを倒して身を乗り出した。シートベルトを外し、少女を引っ張り出す。

　その直後、漏もれたガソリンに引火して車は爆発した。

　爆風と破片を食らった蒼空は優に五メートルは吹き飛ばされた。胸に抱えた少女をかばいながら、とっさに放った風で衝撃を緩和する。

　草地を二度三度と転がり、ようやく止まった時、蒼空の額には大きな裂れつ傷しようが走っていた。破片で切り裂かれたのだ。

「大丈夫かい？」

　努めて平静を装った蒼空の問いに少女は言葉を発することなく、コクンとうなずいた。

「名前は？」

「……燎りよう子こ。南みなみ燎子です」

　少女は怯おびえながら、それでもはっきりとした声で答えた。その手には不釣り合いなほど大きなiPodを握にぎりしめている。

　その名を聞いて、蒼空は呻うめきを上げた。隣に住む一家だった。そういえば今朝は出かける準備をしていたと思い出す。楽しい遊びの帰りに、こんな戦いに巻き込まれるとは。

「おじさんは？」

　燎子は隣人だとは気づかないのか、怪け訝げんな顔で尋ねる。顔を合わせたのも数えるほどだし、その時は血も流していなかった。なによりもこの薄うす闇やみが覆い隠してくれる。

「位相術士エクスフエイザーだよ」

「いそうじゅつしって？」

「そうだなぁ、魔法使いみたいなものだよ」

「魔法……使えるの？」

「ああ……。残念だけど、悪い魔法使いだけどね」

　蒼そう空くうは燃え続ける車を振り返った。運転席と助手席にいた両親は一瞬で消滅した。姉は別位相界に飛ばされた。悪い魔法使い以外の何者でもないではないか。

「少し眠ってもらうよ」

　蒼空は口の中で呪じゆ文もんのようなものを唱えると、燎りよう子この額に手のひらを当てた。

「すべて忘れるんだ」

　蒼空は眠らせた燎子の体を草の上に横たえると、ふらつきながら立ち上がった。額から流れ落ちた血が草の上に落ちる。決して浅い傷ではない。顔を上げ、歩き出そうとした時、行く手の空が白く光った。

「む……」

　目を見開いた蒼空は唸うなって一声。

「──《障》」

　同時に両手を前に伸ばして盾のように構える。

　夜空に掛かった雲が一瞬揺れた。まるでなにかに振り払われたように動き、そして、目に見えない力が押し寄せてきた。

　ゴウッと周囲の草や木がなぎ倒される中、蒼空とその背後の燎子だけが微動だにしない。

　遅れてドンッという爆発音が聞こえた。どこかで大きな爆発が起こり、その衝撃波が先に襲おそってきたのだ。

「プラントが爆発したのか!?　そこまでやるか、宗そう玄げん……」

　蒼空はギリッと唇をかみ、空を見上げた。

「嵐あらしが来るか……。北ほく斗と、後はおまえの力次第だな」




　そして、一〇年の時が流れる──。
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「しくじったなぁ……。終電が手前の駅までなんて聞いてねぇって」

　真っ暗な夜道を足早に歩く少年──久く我が北ほく斗とはつぶやいた。手にしたスマホの画面には22時35分とある。

　道路は街灯がぽつりぽつりとしかなく、かえって闇やみが濃い。

「なんか記憶と違うな」

　北斗は短くそろえた毛を指でかき上げ、周囲を見る。

　記憶と違うのも当然だ。武蔵むさし原はら市に来たのは六年ぶりなのだから。

　郊外にある丘きゆう陵りよう地ちを開発した、人口一〇万程度の比較的小さな街だ。緑も豊かでコンパクトながらも一通りの施設は揃そろっており、都心への通勤も一時間以内という便利な街。ただし、ひとつだけ珍しいのは、新エネルギーの実験都市という側面。そのため、居住者は使用した電気・ガスのデータ提供などの協力を求められる。

　街が暗いのは省エネのせいだ。実験都市とはいえ、他の都市よりエネルギーが豊富にあるわけではないのだろう。

　北斗はひとつ手前の駅から線路沿いに畑しかないところを歩き、ようやくビルがある辺りにたどり着いたところだ。ここまで誰の姿も見ていない。ビルの窓にも明かりがない。

　まるでゴーストタウンだが、今や日本中が同じような状態だ。

　と、前方に自販機の明かりが薄明かりを点ともらせているのが見えた。ホッとして駆け寄った北斗はそこがコンビニなのに気づいた。

「コンビニは……当然閉まってるか」

　暗い店内を恨うらめしそうに見ると、北斗は自販機で缶コーヒーを買った。

　コンビニが二四時間営業でなくなったのは何年前だったか。化石燃料の埋まい蔵ぞう量りようが予測よりも大幅に少ないという調査が明らかにされ、産油国は出荷調整に入り、価格が引き上げられた。おかげで電気代は倍になり、東京で二度目のオリンピックがあった年を頂点に日本経済は緊縮していった。夜間営業など論外だと、真っ先に消えたのだ。次には夜のネオン、照明……次々になくなり、日本の夜は色も明かりも失った。

　ただ、自販機は自前の太陽光発電とバッテリーで夜間も動いている。

　缶コーヒーのプルトップを引いて、一口。

　フーッと長い息を吐き出す。

　この一週間、目が回るほど慌ただしかったのが、ようやく一息つけたような気になった。

　元気だった母親が急死し、北斗はひとりになった。父親は一〇年前に失しつ踪そうし、すでに離婚が成立している。まるでこの日があるのを予期していたように、母親は北斗のために新しい環境を準備していた。とはいえ、ひとりで葬儀と引越準備と転校の手続きをするのに手間取り、明日が新学期初日というギリギリのタイミングで引越するハメになってしまったのだ。

　と、自販機の明かりと闇やみの境界でなにかが動いた。中型犬くらいの大きさの影。

　缶に口をつけたまま、北ほく斗とはその影をよく見ようと身を乗り出した。

　野良犬だろうか？　いや、犬ではありえない曲がりくねった長い腕うでと鋭い爪つめ。針金のようにツンツンと立った剛毛。カツンカツンと爪をコンクリートに突き立ててゆっくりと歩いている。

「……なんだ、こいつ？」

　犬にクモのキグルミをかぶせたような不格好な姿だ。誰かのイタズラかと思ったが、自販機の明かりの下に来た時、そうじゃないのがはっきりわかった。もっと不気味な生き物だ。

「ゆっくり、刺激しないように逃げるぞ」

　自分でも意識しないうちにつぶやきが漏もれる。が、足は思うように動かない。それどころか、後退した途端、コンビニの看板に当たってガンッと派手な音を立てた。

　その瞬間、化け物が北斗に向かって突進してきた。長い前脚が顔を狙ねらって伸びてくる。

「……つッ！」

　とっさに顔をかばった左腕に焼けるような痛みが走った。指をふれると、袖そでが切り裂かれ、肘ひじの辺りにぬるっとした感触。

　──血だ。

　北斗は思わず声を上げ、後ろに下がった。

　いつの間にか四本足の化け物は数を増していた。闇の中からじりじりと間を詰めてくる。

　考える余裕もなく、北斗は身を翻ひるがえした。

　が、駆け出した途端、何かに足を取られてつんのめった。顔面から地面に激突する寸前、体をひねって受け身を取る。

　北斗の足にまとわりついていたのは化け物だった。ジーンズの裾すそをつかんだ化け物を蹴けりつけると、群れに向かって吹っ飛んだ。

　後ずさりすると背中がドンとなにかに当たった。コンビニの閉ざされたドアだった。左には柱、右には看板。逃げ場がない。

　強引に正面突破しかないのか。それとも、看板を叩たたきつけてコンビニのドアを破るか。それくらいしか考えられない。

　思い切って看板に手を伸ばした時、いきなり閃せん光こうが飛び込んできた。

　翻ったレザージャケットが自販機の光を反射して光ったのだと、北斗にはわからない。目の前に颯さつ爽そうと立つのは、一七〇センチの北斗より少し低いくらいの少女だった。ジャケットには鋲びようが肩から腕、背中とあちこちに打ってある。まるで鎧よろい。ヘビメタファッションというのだろうか。

　見慣れない服だけに、北斗はまじまじと見つめてしまった。

「おまえがこいつらを召喚したのか!?」

　相手は振り向くと、北ほく斗とをにらんだ。長いポニーテールが背中で揺れる。

　北斗は自分と同世代の少女の顔を見た瞬間、この状況を頭から吹っ飛ばして見み惚ほれてしまった。どう猛な猫科の肉食獣のような寄りつきにくい雰囲気を発散させているが、凛りんとした表情は気高く、美しかった。

　返答のない北斗の呆ほうけた様子に、少女の目が怪け訝げんそうにすがめられる。

「……違うみたいね。フリーの処分屋エクゼキユータ……なワケもないか」

「い、いや、いったい、なんの……」

　ようやく反応した北斗を探るように見る少女の目が北斗の腕うでの傷にとまった。

「襲おそわれたの!?　一般人か？　レベル３なら、マズいんだけど、緊急時だから仕方ないか」

　少女はどこか嬉うれしそうに口元に笑みを浮かべると、レザージャケットを脱いだ。脱いだその下には背中が大きく開いた真紅の服。レオタードのように体にフィットした素材だが、もっと硬そうな印象もある。

「持ってて。大事にね！」

　言葉とは裏腹に無む雑ぞう作さにレザージャケットを北斗に投げつけると、少女は太ふと股ももに固定されたホルスターに手を伸ばした。

　取り出したのは長さ二〇センチほどの鋭い円えん錐すい形けいで、杭くいにしか見えない。大きさが百円硬貨くらいの底にはなにかの紋もん様ようが描かれている。まるでドラキュラ退治に向かうヘルシング教授もかくやという姿。

　少女は右手に逆手に持った杭を、まるで実際に存在する壁に突き刺すように振ると、そのまま両腕を前に突き出した。

　その手に杭は、ない。

　北斗は目を見張った。杭は宙に浮いていた。いや、まるで空間に見えない壁が存在して、そこに突き刺さったように止まっていた。鋭えい利りな先端は見えない。横から見るとサックリ断ち切られたようになっている。確かになにかに突き刺さっているのだ。

　変化はなにもない。

　しかし、北斗の目には杭の端から白い輝きが噴ふき出だすのが見えていた。

　ガスのようだが、気体のように拡散することもなく、包帯のように細い帯状に空気中を漂ただよっている。白い光はまるでホタルのような淡い輝きだ。

　少女が右手を伸ばすと、それに導かれるように鈍にぶく輝く光の帯が意志を持つように宙を舞う。帯は全身を覆おおうように螺ら旋せん状じように少女を取り巻いた。

　まるで天女の舞のような幻想的な光景。しかし、舞ってるのはヘビメタファッションの少女という違和感の塊かたまりのような光景だが、北斗の目はくぎ付けになってしまった。

　と、少女を取り巻いた光の帯が一気に消えた。いや、その体に瞬間的に吸い込まれたのだ。腕や足、そして、大きく開いた背中──素肌をさらしたところに、その残ざん滓しが漂っている。

　しばらく──実際にはほんの数秒だったろう──何も起こらなかった。少女は力を溜ためているように動かず、腕うでをゆっくりと前に伸ばした。その間に赤い目の化け物が接近し、今にも飛びかかろうと後脚を引き絞る。

「発──放──」

　少女は指を組み合わして呪じゆ文もんを唱えるようにつぶやき、唇をすうっと吊つり上あげる。

　その強烈な笑みに北ほく斗とが思わず見み惚ほれた次の瞬間、

「──まとめて燃え尽きろ……《フレイムブロワー》！」

　叫び終えたと同時に少女は左腕を一文字に振るった。黒い服に紅あかい光こう輝きが走り、手のひらから紅ぐ蓮れんの炎が吐き出された。炎は槍やりのように伸び、周囲を薙なぎ払はらう。化け物を炎が包み、焼き殺していく。

　北斗の目には炎の攻撃に一瞬先んじて赤く細い光が伸び出して、それをたどるように炎が出たように見えた。コンサートなどのレーザーがスモークに浮かび上がったような感じだ。

「魔法!?」

　そうとしか呼びようがなかった。手首に発射装置がついているわけでもないのに、火炎放射器なみの炎が噴ふき出だし、化け物を焼き尽くすなんて。

「位い相そう術じゆつって言って」

　炎を吐き出しながら少女が激しく言い返す。

「いそうじゅつ？」

「そう。ちょっと位相のずれた世界から特殊なエネルギーを移して使う技術。わたしは位相術士エクスフエイザーよ！」

　少女はそう言うと、化け物に向かってさらに炎を放った。

　その時、北斗の目の前をまばゆい光がよぎった。虚こ空くうに突き刺さった杭くいから流れ出た光の条すじが漂ただよっていたのだ。

　まだ杭は宙に刺さったまま。少女の方へ向かう流れから漏もれてきたものだ。いや、枝分かれして北斗の方に向かっている。

　北斗はまるで光に魅み入いられた羽虫のように指を近づける。光は指に吸い寄せられたようにするっと入ってしまった。

「なんっ……!?」

　驚きよう愕がくの声は喉のどから出る寸前に凍りついた。北斗の全身にしびれが走る。まるでコンセントを抜く時にヘマしてプラグをつかんだようなショック。

「……なん、だよ、これ……」

　全身が燃えるように熱い。それも表面ではない。体の内部、それも中心部、もっといえば脊せき髄ずいから脳。体が動かない。神経が上う手まくつながっていないように、思ったように動かせない。

　その時、闇やみの中から声が聞こえた。

「ＮＥＭＯの飼い犬め……」

　罵ののしり声だった。

　声の方向から黄色い光が浮かび上がる。光は少女の方に伸びていた。少女は化け物を始末するのに手一杯で、まったく気づいた様子がない。

　少女が炎を放つ前に一瞬見えた赤い光に似ていた。あの時は赤い光の後を追うように炎が出た。とすると──などと、考えるより先に北ほく斗とは動いていた。

　ところが、足はまったく思うように動かない。一歩踏み出した瞬間にガクンと膝ひざが崩れ、踏ん張れずに前のめりに倒れる。それでも意識だけは前に出ようと踏ん張った。前に伸ばした腕うでは少女を突き飛ばすためではなく、溺おぼれる者がワラでもつかもうというぶざまな姿になる。

　北斗が必死で伸ばした手は大きく素肌をさらした少女の背中をドンと押した。その瞬間、北斗はさっきまで体を熱くしていた塊かたまりのようなものがすうっと抜けていくのを感じた。腕を通って少女に向かったような感覚。

「んあぁっ……！」

　炎を放とうと準備していた少女が艶つやっぽいあえぎ声を上げてビクンと背筋を反り返らせる。

　直後、北斗の足下の地面が裂けた。反射的に北斗が足を引っ込めると、その穴からなにかが勢いよく飛び出す。

　拳こぶしほどもある石だ。そのままそこに立っていれば少女の下半身は石が当たってズタズタになっていたはず。

　しかし、それ以上の衝撃は少女の放った攻撃だった。

　これまでの炎とは桁けた違ちがいの紅ぐ蓮れんの炎。目の前にいた化け物たちを一瞬にして消滅させただけではなく、地面をも溶岩のように溶かしていた。

「なんだ、今のは!?」

　闇やみの中から驚きよう愕がくの呻うめきが漏もれる。

　少女は腕を伸ばしたまま、前のめりに倒れた。意識が飛んだのか、倒れたきり動かない。北斗の方も全身の力が抜けたように意識が遠ざかっていく。

　闇の中の何者かが北斗たちの方に向かってくる気配。マズいと思いながらも、北斗は動けない。

　その時、緊張した呼び声が聞こえてきた。

「燎りよう子こ様!?」

「なんだ、うじゃうじゃいやがるじゃねぇかよ!?」

　ふたり分の足音が駆けてくる。

「仲間か……。また近いうちに邪魔するぞ」

　舌打ちと共に、闇の中の人影は気配を消した。

「大丈夫ですか、燎子様!?」

　入れ替わるようにやって来た声を聞きながら、北ほく斗との意識は貧血でも起こしたようにスウッと闇やみの奥に沈んでいった。




　面倒だとかうぜぇとか口汚い声が聞こえる。

　──叶かのう一はじめね。相変わらず軽くて騒々しいヤツ。

　南みなみ燎りよう子こは内心でため息をついた。アザーズ出現報告を受けて、処理のために奥おく十じゆう三ぞうと向かって、途中で叶が合流したのだった。叶はフリーなのに鼻だけは利く。

　で、わたしはどうして寝てるんだっけ？

　疑問が浮かぶと、急速に意識が戻ってきた。一般人に後ろから押されて、召しよう喚かん士しらしきヤツが攻撃してきて──。

「さっきのあいつは!?」

　燎子は叫んで体を起こそうとした。

「少年でしたら記憶処理しました」

　長身の奥十三が燎子を軽々と抱き起こしながら答える。

　意識をなくした少年が叶に担ぎ上げられている。さっきの罵ののしり声はこのせいだろう。その様子を見て、燎子は一瞬残念そうに吐息を漏もらした。

「……そう」

「燎子様、どうかされましたか？」

「なんでもないわ」

　そう応じながら、さっきのはなんだったんだろうという疑問が、燎子の脳のう裏りに去きよ来らいする。

　あいつが背中に触れた瞬間、いつもエーテルを吸収する時以上の力が体に流れ込んできた。そして、放った術は今までとは比べものにならないパワーがあった。

「それにしても、こんな夜中にうろつくヤツがいるなんてね」

　叶一が薄ら笑いを浮かべながら言う横で、十三が屈かがみ込こんで北斗のスマホを調べていた。

「転入者のようです。久く我が北斗」

「北斗……」

　眉まゆを寄せながら燎子はその名前をつぶやく。

「お知り合いですか？」

「まさか」

　燎子は肩をすくめると、十三が持った北斗の携帯ストラップに目をとめた。白いものがぶら下がっている。

「それ、なに？」

　燎子の問いに十三がよく見える位置にスマホを掲かかげる。

「ゆるキャラのフィギュアですね」

　白い体に焦点の合っていない目。持っているのは指揮棒だろうか。あまりかわいいとは言えない。

「なんか、頭痛くなるデザインね」

　燎りよう子こは本当に頭痛がするのか、こめかみを押さえた。もういいとばかりに手を振る。

「今日はお疲れみたいだな、お姫様？」

「そうね。早く帰った方がよさそう」

　叶かのうの軽口に、燎子は素直に応じた。

「おい、お姫様の様子がおかしいぞ、十じゆう三ぞう？　いつもなら嫌みの三つや四つは飛んでくるってのに」

　気味悪そうに二歩三歩と後退する叶。

　なんなら二〇くらい言おうかという目で、燎子が叶を見た時、車のエンジン音が聞こえてきた。

「処理班が来たようです」

　十三が言うように、車が二台、コンビニの脇わきで止まると、現れた黒服の男たちが無言で北ほく斗とを回収し、路面に残った戦闘の跡を消し去っていく。

「後は処理班に任せるわ」

　そう言って、燎子は歩き出した。そして、最後に振り返って車に乗せられる北斗の姿を一いち瞥べつした。





　　２






　──ホクちゃん、最後だから、わたしの大事なもの、あげるよ。




　遥はるか遠くから聞こえてきた声に北斗は目を開けた。

　見知らぬ天井と照明が映る。

　ここはどこだとしばらく考えて、新しい家だと思い出す。

　なんで、ここにいるんだと昨夜を振り返る。引越の後始末に時間がかかり、深夜にようやくここに着いて、そのまま寝たのだ。

「しっかし、なんの夢だよ……。期待させやがって」

　北斗は額に手を当てて呻うめく。

　覚えのない女の子の声だった。凛りんとした男の子のような……。予知夢なら嬉うれしいなと考えつつ、ベッドサイドに置いたスマホを手探りでつかみ、時間を確認する。朝七時過ぎ。

　北斗はぼんやりした頭で考える。今日はなにかあったような……。

「やべっ！　学校だっ!!」

　北斗は跳ね起きて、積まれたままの段ボール箱から目当ての真新しい制服を引きずり出し、着替え始めた。転校初日、しかも新学期の一日目から遅刻するわけにはいかない。

　顔を洗って寝癖を寝かしつけて歯を磨いてついでに晩ごはんの米をといで炊飯器のタイマーを入れて。バタバタと動く間中、なにかを忘れているような妙な違和感がつきまとっていた。

　どうやって部屋に帰ってきたんだっけ？　それに、晩飯は食ったっけ？　風ふ呂ろは入ったっけ？　そんな簡単なことが思い出せない。

　と、チャイムの音が考えを断ち切った。

「はいはい！　今出ます!!」

　運ぶ部屋がわからずに業者が入り口に積んだままの段ボール箱を押しのけ、北ほく斗とはドアを開けた。

「おはよ～」

　とろっとした声が飛び込んできた。

「は？」

　思わず間の抜けた声を上げ、北斗は目の前の相手をジッと見下ろす。

　訪問者は小柄な少女だった。鳥の巣みたいなショートのクセッ毛。

「ホクちゃんでしょ～？」

　ほわんとした声に一瞬の違和感を覚える。が、北斗はすぐに思い出した。六年前、この街に住んでいた頃、近所にいた女の子だ。名前は──。

「もしかして、ユーホ？」

「ＵＦＯじゃないもん！」

　石いし川かわ遊ゆう穂ほはぷうと唇をとがらせると、北斗に笑いかけた。












「やっぱりホクちゃんだ～。あんまり変わってないから、すぐわかったよ～」

「ユーホは、結構……変わった、な」

　北ほく斗とは六年前の記憶をかき集めて、目の前の少女と照合した。クセッ毛は変わっていないが、他の部分はずいぶん成長している。特に胸の辺りがかなり……とは言わない。

「でしょ～？」

　嬉うれしそうに目を細くすると、遊ゆう穂ほは北斗に尋ねる。

「今日から学校だよね～？」

「あ、ああ。支度してた」

「一緒のクラスになれるといいね～。小学四年生以来の同級生だよ～」

　にこにこしながら言う遊穂。

「って、なんで俺がここにいるって知ってんだ？」

「聞いてなかった～？　うちのお母さんが頼まれて、同じマンションにホクちゃんの部屋用意したんだよ～」

「頼まれたって、俺の母さんにか？」

「うん。そう。それで～、あの、お母さんのこと、ご愁しゆう傷しよう様さまでした……」

　遊穂はしおらしく頭を下げた。

「気にすんなって。まあ、急だったからまだ実感ないんだけどな。親父おやじがとうとう姿を現さなかったのは腹立つけどな」

「そっか～、まだ行き方知らずなんだ～」

　離婚が成立して、この街から引っ越した辺りのことは遊穂も知っているのだ。

「俺にとっちゃ、もう死んだも同然だけどな」

「そっか～。ひとりぼっちなんだよね～。それじゃ、あたしがお母さん代わりになってあげるね～」

「なんだよそれ。まあ、胸だけは母さんより大きいな」

「ホクちゃん、それってセクハラだよ～。そんなこと言う子に育っちゃったんだ～」

「い、いや、俺は事実をだな！」

「残念だけど～、仕方ないかな～」

「ちょっと待て！　なんで俺が残念な男みたいになってんだよ」

「さあ、学校に行きますよ～」

　引率の先生よろしく、遊穂は北斗の腕うでを取って引っ張り出そうとする。

「ちょっと待て！　カバンも持ってないだろ」

　急いで部屋に戻る北斗の背中に、遊穂が声をかける。

「ホクちゃん」

　振り向いた北斗に遊穂がにっこりと微笑ほほえんだ。

「お帰りなさ～い」

　なんか、小学生に戻ったみたいだなと、北斗は一瞬そう思い、笑い返した。

「ああ、ただいま」




　武蔵むさし原はら学園はありきたりな名前にふさわしく、特にこれといった特徴はない普通の高校だ。かろうじて特徴と言えるのは、有名デザイナーに作らせた女子の制服がかわいいくらいだろうか。

　北ほく斗とはごく普通のブレザーを着て、ごく普通の校門をくぐった。

　と、周囲が急に騒がしくなった。

　いつもより遅れて満開になった桜の花びら舞う中、ひとりの女生徒が登校してくる。

　一六〇センチ半ばのすらりとした長身は背筋がピンと伸びて、歩き方はモデル並み。背中までかかるロングヘアは手入れをされて朝日に輝く。細いメガネの奥にある気の強そうな目にツンと少し上を向いた鼻は近寄りがたい印象。しかし、穏やかな笑みを浮かべた口元がそれを打ち消している。

　その一角だけ写真に撮れば、立派なポートレイトになるだろう。

「燎りよう子こお嬢様～」

　甲かん高だかい嬌きよう声せいが頭上数メートルの高さを飛んでいく。

「おはよう、皆様」

　お嬢様は涼やかな声で朝の挨あい拶さつを返していく。

　その辺り一帯だけまるで一昔前の少女マンガのような風景である。

　お嬢様は大富豪の令嬢で、武道の達人。裏では悪の組織と暗闘を繰り広げていて、側そばには片時も離れぬボディーガード兼執事がついていてもおかしくない。

　そんな冗談を思いついたところで、北斗はぽかんと口を開けてしまった。

「いたよ、執事……」

　お嬢様から半歩下がった位置に、制服のブレザーを着た長身の男がいた。周囲より頭ひとつ分高いところから油断なく周囲を睥へい睨げいする様は執事と言うよりはボディーガードだ。

「ホクちゃん、燎子ちゃんに見とれてるんですか～」

「そんなんじゃない！」

　北斗がなにを言い出すんだと遊ゆう穂ほをにらんだ時、予鈴が鳴り、北斗はのんびりと慌てた遊穂に引っ張られて職員室に連れていかれた。

　それからは始業式やらクラスメイトの顔と名前を覚えるのやらで忙しくなった。小学校時代の顔見知りが何人かいるかと思ったが、誰もいなかった。実験都市になったせいか、新しい入居者ばかりのようだ。

　午前だけで終わった今日はほとんどなにもできなかったが、登校時に見かけたお嬢様と執事については勝手に情報が入ってきた。

　南みなみ燎子というのは容よう姿し端たん麗れい成績優秀文武両道才色兼備率そつ先せん垂すい範はん闊かつ達たつ自じ在ざい眉び目もく秀しゆう麗れいと、四文字熟語を並べまくった生徒会長。そして、一緒にいたでかい執事は奥おく十じゆう三ぞうといい、副会長。どちらも北斗と同じ二年。一年の秋から生徒会長をしているというだけで、どれだけ人望があるか想像できる。

　自分とは接点のない相手だよな。

　北ほく斗とは苦笑を浮かべてそう思った。

　──接点。

　不意に断片的なイメージが浮かんできた。レザージャケット、背中の肌もあらわな真っ赤なボンデージ──あるわけもない接点がいきなり闇やみの中から襲おそいかかってきた。いや、あの時、襲いかかったのは化け物だ。

「あ────っ！」

　いきなり叫びを上げて立ち上がった北斗に周囲の目が集中した。

　朝から感じていたなにか忘れているような違和感の正体がわかった。昨夜の事件をどうして今まで思い出せなかったのか。酒を飲んだわけでもないのに記憶がすっぽり抜けているなんてありえない。誰かに記憶を消されたのだ。

「ユーホ、生徒会室ってどこだ!?」

　同じクラスの遊ゆう穂ほを振り返って訊きく。

「ほえ？　用事なの？　あたし、書記だから案内するね～」

　帰宅ではなく、どこかに行く準備をしていた遊穂がほわんと答えた。

「おまえが書記？　大丈夫なのか？」

「失礼だよ～。あたしだってできるよ～。もうホクちゃんの知ってる女の子じゃないんだから～」

　自信たっぷりにのんびりしゃべる様子からは、とても大丈夫には見えないが、

「とにかく、案内頼む」

　刺すような視線が倍に膨らんだが、北斗はそんなことには気づかず、遊穂を急せかして生徒会室に向かった。

「燎りよう子こちゃん、入りますよ～」

　生徒会室に着くと、遊穂が声をかけてドアを開けた。

　そこはまるで社長室のようなたたずまい。正面に大きなテーブルがひとつ。両側にソファ。その奥にかなり上質な事務机。その向こうにメガネをかけた生徒会長が座り、脇わきには執事が立っていた。ナプキンとティーカップの乗った盆でも持ってれば完かん璧ぺきである。

「燎子ちゃん、ホクちゃ──じゃなくって、転校生の久く我がクンが用があるそうですから連れてきました～」

「ありがとう、遊穂。今日は仕事ないから帰っていいわ。ご苦労様」

　まるで予期していたように、生徒会長・南みなみ燎子はメガネの奥から落ち着き払った微笑ほほえみを浮かべていた。

　遊穂はその目を直視できずに頬ほおを赤くしながら、いぶかしげに確認する。

「あれ？　えっとぉ、夏のスポーツフェスの競技内容打ち合わせは……」

「明日にしましょう。他の方にはメールしておくわ」

「あ、はい。それじゃお先に失礼しま～す」

　遊ゆう穂ほはちょっと戸惑った顔で一礼した。

「ありがとうな」

　北ほく斗とが礼を言うと、遊穂はニコッと微笑ほほえんで、ドアを閉めた。

「それで、どういったご用件かしら？」

　燎りよう子こは北斗に向かって人形のように綺き麗れいな笑みを浮かべた。

　北斗は燎子の顔を遠慮なく見ながら、机の前まで進んだ。

「あんたなんだろ？　どうやって俺の昨日の記憶を消した？」

　北斗の詰きつ問もん口調にもひるんだ様子もなく、燎子は驚いたように応じた。

「記憶を消すなんて、そんな夢みたいなこと真面目まじめに言ってるのかしら？」

「昨日の真夜中、コンビニの前で会ったろ？」

「真夜中に出歩くのは褒ほめられたことではありませんね。他にはどんなことが？」

「どんなって……あんたが手から炎を出して、化け物を倒して……」

　北斗の声が次第に小さくなっていく。

「ますます夢みたいですね」

　燎子の子供をあやすような笑みを見ていると、北斗もだんだん自信がなくなってきた。ふと、左手を見て傷に気づいた。

「これだ！　化け物にやられた傷だ!!」

　自信たっぷりに傷を突き出して見せたが、燎子は小首を傾かしげた。

「ネコにでも引っかかれたのではありませんか？」

「ネコと遊んだ記憶はないぞ」

「記憶が消されたとかおっしゃってるのに断言できるのですか？」

　燎子はあくまでも淡々と応じる。

「いや、それは……そうかも……」

　しどろもどろになった北斗は苦しまぎれにもうひとつ思い出したことを口走った。

「そうだ！　あんた、ヘビメタっぽい格好してたろ!?」

　北斗が言った瞬間、まなじりを決した燎子はいきなり腰を浮かして両手でドンと机を叩たたいた。

「ヘヴィメタルって言って！　おかしな略し方しない!!」

　至近距離で顔をつきあわせた北斗が呆あつ気けにとられて瞬まばたきを二回。

　空気が凍っていた。

「燎子様」

　凍りついた空気などものともせず、十じゆう三ぞうが穏やかな口調で注意を促うながし、燎子は我に返った。

「失礼。少し取り乱したようですね」

　軽く咳せき払ばらいして、燎子はイスに座り直した。バツが悪くなったのか、北斗から視線をそらしている。

「どこが少しだよ。やっぱりおまえなんだろ？」

　北ほく斗とが突っ込むと、燎りよう子こがジッとにらみ、はあっとため息をついた。

「覚えてるのね……。十じゆう三ぞう、記憶処理時に問題はあった？」

「いつもの簡易型消去機イレイザーでしたが、問題なく作動しました。まれに効果の薄い者もいるようです。あるいは──」

「位相術士エクスフエイザーか召しよう喚かん士し、ね」

　燎子は後を引き取って北斗を見る。

「未登録の位相術士エクスフエイザーなの？」

「なんだよ、それ？　……いや、昨日聞いたな」

　──ちょっと位相のずれた世界から特殊なエネルギーを移して使う技術。

　そう言っていた。

「部外者に教えたのですか？」と十三。

「どうせ記憶処理すると思ってたから」

　言い訳がましく燎子が言い返した。

「なるほど。素人の部外者に術を見せつつ、得意げに説明をなさったわけですね」

　十三の言葉は容赦なく燎子を刺す。燎子は口を閉ざしたまま天井を見上げた。

「説明してもらおうか。でないと、おまえの本性を言いふらすぞ」

　今が攻める時だとばかり、北斗は畳みかける。が、相手は余裕だった。

「そう？　まあ、無駄だと思うけど？」

「なんだと？」

「この一年、なんのために品行方正なお嬢様として過ごしてきたと思ってるの。噂うわさが立ったくらいじゃ打ち消せるわ」

「噂って、裏でどんなことしてるんだよ」

「裏なんてはしたないですわね。仕事をしてるだけですわよ」

　いきなりお嬢様口調に戻った燎子はにっこり笑う。

「ものすごいネコかぶってるな……」

「燎子様の巨大なネコはともかくとして、どういたしましょうか？」

　十三が北斗に向かって一歩踏み出した。

　北斗は近くに寄られて、ますます身長差を実感した。もし、つかみかかられたら、まずふりほどけないだろう。

　が──。

「仕方ありませんので、座ってください。コーヒーを入れましょう」

「は？」

「説明を聞きたいのでは？」

「あ、いや、そうだけど……」

「それとも、紅茶がよろしいですか？」

「……コーヒーでいい」

「では、お待ちを」

　十じゆう三ぞうは棚からカップを三客出し、次に道具一式をテーブルに広げた。コーヒーミルをグリグリ回して豆を挽ひき、ペーパーフィルターに粉を移し、お湯を数滴。しばらくして、ゆっくりと回しながら少しずつ注いでいく。香りが立ち上る。

　その優雅とも言える動きを見て、北ほく斗とは呆あきれたような感心したような顔でつぶやいた。

「……本当に執事なのか？」

「十三の趣味よ。ちなみにあの棚は全部十三の私物だから」

「生徒会って自由なんだな」

　燎りよう子こは会長の机を回ってソファにやって来ると、北斗の向かい側に座った。そして、北斗の胸ポケットから出ている携帯ストラップに指を突きつける。

「ところで、昨日から気になってたんだけど、なんなの、その趣味の悪いキャラ？」

「ああ、これ？　昔、女の子にもらったんだ。なんだか捨てられなくてさ」

　北斗はフィギュアを持ち上げて見せた。

「そんな趣味の悪い物あげるなんて、その娘こ、あんたが嫌いだったんじゃないの？」

「ひでぇ言われようだな」

「絶対そうよ。なんだか、見てると頭痛くなるからしまって」

「そうかなぁ。案外愛あい嬌きようがあるんだぞ」

「いいから、わたしに見せないで！」

　北斗は仕方なくストラップをポケットに突っ込んだ。

　と、そこに十三がやって来た。テーブルにカップをふたつ置いて、自分は立ったままコーヒーを飲み始めた。

　北斗はコーヒーに口をつけた。

「お、旨うまいな」

　柔らかい苦みで、酸味はあまり強くない。

「ありがとうございます。私のブレンドです」

　十三は軽く頭を下げた。

「じゃあ、説明いい？」と、燎子が十三に話を振る。

「私がするのですか？」

「わたしがやったら、また余計なこと話したってネチネチ言われるし」

　十三はなにか言いたげに燎子を見たが、結局なにも言わずに北斗に視線を戻した。

「では、ご指名いただきましたので」

　軽く一礼して十三は話し始めた。





　　３






「まず、この武蔵むさし原はら市が特殊な街なのはご存じですか？」

　予想もしていなかった十じゆう三ぞうの問いに、北ほく斗とは戸惑ったが、答えは簡単に出てきた。

「新エネルギーの実験都市なんだろ？」

「そうです。エネルギーを街で調達し、独立したシステムで街を維持する。そのデータを取り、日本中に広めるのが目的です」

「俺も書類にサインしたな。電気使用量とかをデータにして公表する同意とかなんとか」

　十三はうなずき、先を進める。

「次に久く我がクン、キミが昨夜体験したことは非常にイレギュラーな出来事でした」

「どう見ても普通じゃないだろ。あんな化け物が襲おそってきたんだぞ」

「そういう意味ではありません。あの場にキミが現れるわけがなかったのです」

「化け物は普通で俺が異常ってどういうことだ？」

　不機嫌な北斗をなだめるように、十三は穏やかに説明する。

「本来、あの時間にあの場所に人が現れるわけはなかったのです」

「まあ、夜はどこも暗いから、出歩こうなんてのは少ないよな。それにしても誰もいないってのはおかしいか。ひょっとして夜間外出禁止令でも出てたのか？」

　北斗は冗談まじりに言う。が、十三は笑うことなく首肯した。

「この街では夜間は出歩けないようになっているのです」

「なってるってどういうことだ？」

「そのうちわかりますよ。ところで、どうして、あの時間にあんな郊外にいたのですか？」

「隣りの駅から歩いてきたんだよ。終電が手前までだったから」

「隣りの街から？　市の境界線を越えてきたと？」

「真っ暗で寂しいから途中で引き返したくなったけどな」

「なるほど。結界の効き目が弱かったようですね」

「どういうことだ？」

「武蔵原市の境界線には結界が張られているのです。夜間は出入りが出来ないように」

「結界ってなんだ？　ファンタジー的なもん？」

「位い相そう術じゆつって言って」

　燎りよう子こはムッとしたように言う。

「結界もその術と同じなのか。攻撃するだけかと思った。だったら、宙に杭くい打ち込んで白い光を出したり、手からレーザーと炎出したりってのも、同じなのか？」

　燎子は今度こそあからさまに眉まゆをひそめた。

「白い光とかレーザーとかってなんなの？」

「あんたがやってたことだろ」

「そんなことはしてないわ」

「いや、見えたんだよ。杭くいから白い光が出て、あんたの体に吸い込まれたのを。それに炎が出る寸前に赤いレーザーも見えた」

「バカバカしい」

　燎りよう子こは北ほく斗との主張を一いつ笑しように付ふした。

「お？　笑ったな。言っとくが、おまえの攻撃なんか簡単に避よけられるぞ」

　挑発的に言い返したものの、北斗にも自信があったわけではない。しかし、昨夜攻撃から助けたのは確かだ。同じように出来るという気はする。そして、上う手まい具合に燎子の表情が変わった。

「いいわ。確かめましょ。十じゆう三ぞう、力使ってみて」

　十三は私ですかと言いたそうに燎子を見たが、諦あきらめたようにうなずいた。

「わかりました」

　カップをテーブルに置くと、ブレザーの脇わきに手を突っ込んだ。脇の下にホルスターのようなものがあり、黒い杭を取り出した。北斗が昨夜見た燎子の物とは少し違う。そして、無む雑ぞう作さに目の前の空間に刺す。

「これはエクスパイルといいます。なにか見えますか？」

　照明のついた部屋で見ると、ますます信じられない光景だ。杭がなにもない空間に突き刺さっている。

「ああ。杭から出た白い帯か煙みたいなのが、あんたの手に吸い込まれた。しかも、生徒会長さんより速いな」

「なるほど。では、説明を続けましょうか。位相術士エクスフエイザーについて」

　十三は肯うなずいて話を続ける。長い話だが、要約するとこうだ。

　古来から魔術士と呼ばれた者たちがいた。彼らは畏い敬けいの対象であり、かつ最先端の力を持つ者だった。時には時の権力者と結びつき、時には反目し合って、時代を動かしてきた。かつては杖つえ──今はエクスパイルと呼ばれる道具を使い、この世界とは少しずれた別位相世界からの力──エーテルを取り出すことで、彼らは力を行使した。

　近代になって科学という力が現れても、彼らはその体系を取り込み、錬金術として発展した。しかし、現代になって誰でも電気が自在に使えるようになると勢力は急激に衰おとろえた。とはいえ、消滅したわけではなく、新たに体系を組み直した。それが位い相そう術じゆつである。

　講釈の途中で十三は人差し指で宙に線を書き、腕うでを突き出した。

「《氷ひよう礫れき》」

　北斗には青い光が自分の顔面に向かって照射されたように見えた。余裕でかわせると思ったが、術は昨夜見たよりもずっと早いタイミングで襲おそいかかった。

　飛んできたのは拳こぶしサイズの氷の塊かたまり。背後の壁に当たって砕け散る。

「ど、どうだ！」

　寸前でかわした北斗は胸を張ったが、意表を突かれて顔は引きつっている。

「……なるほど」

　十じゆう三ぞうは北ほく斗とに背を向けると、さりげなく右手だけ北斗の膝ひざに向けた。小声で『氷ひよう礫れき』とささやく。

　北斗はとっさに足をバッと広げ、飛んできた氷の粒をやり過ごした。不格好なポーズで十三に叫ぶ。

「きっ、汚いぞ！」

「確かに術の方向は見えているようですね」

「だから、見えてるって言ったろ！　会長からは赤いレーザー、おまえからは青いレーザーが出てるんだよ。それと、昨日は黄色いのも見えたな」

「昨日は黄色いのも？」

　十三が物問いたげに燎りよう子こを見る。

「わたしたちを襲おそったヤツよ。多分、アザーズを召喚したヤツ」

「なるほど。地の位相術士エクスフエイザーですか」

「地？」

「位相術士エクスフエイザーは四し大だい──つまり、地水火風という四つの特質を持ちます。恐らくそれぞれに対応した色が見えたということでしょう。白い光というのはエーテルのことかもしれません」

「その光ってのは、おまえらには見えないのか？」

「見えません」

「見えないのにどうやって使うんだ？」

「このエクスパイルが世界を繋つないだ段階で、自動的にエーテルを導き出してくれるわ」

　そう言って、燎子は制服のスカートをちらっとめくった。杭くいが中に隠されていた。が、北斗は白い太ふと股ももの方が目に焼き付いて凝視してしまった。視線に気づいた燎子が北斗をにらむ。

「いつまで見てるのよ？」

「おまえが見せたんだろ!?　そ、そのエクスなんとかを！」

　真っ赤になって言い返す北斗に、燎子は余裕の笑みを浮かべた。

「エクスパイル。まあ、魔法使いの杖つえみたいなものよ。これがないと術が使えないの。だから、肌身離さず持ってないといけないわけ。女子の制服は隠すところが少なくて。男子はいいわよね、十三」

「確かにそうですね」

　十三は軽くうなずき、燎子に鋭い視線を向けた。

「ところで、燎子様。昨夜、敵の位相術士エクスフエイザーがいたという報告は受けていませんが？」

　やぶへびだったと燎子は小さく舌を出した。

「言ってなかった？」

「お聞きしていません」

「忘れてたみたい」

　とぼける燎りよう子こに十じゆう三ぞうはかすかにこめかみをピクッとさせたが、それ以上は追及しなかった。

　ふたりの話が終わったと見て、北ほく斗とが問う。

「で、さっきの街の話と、位い相そう術じゆつって魔法の話はどう繋つながってるんだよ？」

　十三は心外そうに片かた眉まゆを吊つり上あげた。

「ここまで話せば理解していただけると思ったのですが……」

「どうせ俺は理解力のないガキだよ」

「あなたの頭でわかるように言うと、街は魔法で動いてるってわけ」

「冗談だろ？」

　笑い飛ばして軽く流そうとした北斗だが、ふたりの顔は真剣そのものだ。

「マジかよ。いつの間に世界はそんな風になってたんだ？」

　北斗は強こわばった笑いを浮かべる。冗談でしたと、どちらかが言い出すのを待ってみたりしたが、そんな様子はない。十三に至ってはまったく表情が変わらない。

「……マジなんだな」

　軽くショックを受けた北斗だが、急に目を凝らして十三に身を乗り出した。

「なんでしょうか？」

「今気づいたんだけど、それってご主人様と執事プレイなのか？　それともヘビメタ趣味のひとつ？　生徒会長がそれはマズいだろ？」

「なんのこと？」

　燎子は意味がわからなかったのか、きょとんとした顔で聞き返す。

「なにって、執事の首にチェーンがついて、おまえの方に繋がってるだろ」

「私と十三が繋がってる？」

「そう言ってるだろ」

　燎子が十三と顔を見合わせた。

「本当に見えてると思う？」

　燎子が北斗をちらっと見て十三にささやく。

「そう考えた方がいいでしょう。先ほどの術の方向が見える件もあります。イレギュラーだと言いましたが、予想を斜め上に超えていましたね」

「斜め上って褒ほめてるのか？」

　北斗が微妙な顔で問い返した時、校内放送のチャイムが割って入った。

『奥おく十三くん、いらっしゃいましたら正面玄関においでください。繰り返します……』

　燎子があからさまに不機嫌な顔で十三を見る。

「なによ、こんな時に？」

「恐らく、昨夜の報告の催さい促そくでしょう」

「メールじゃダメなんて時代遅れすぎるわ。また焔ほむらのヤツでしょ……」

　燎子はため息をついた。

「すぐ戻ります。この件はまだ報告しないでおきます」

　十じゆう三ぞうはカバンをつかむと、身を翻ひるがえし、ドアを開けて出ていった。生徒会室は北ほく斗とと燎りよう子このふたりきりになる。

「なんなんだ、今の呼び出しは？」

「ＮＥＭＯの上司よ」

　燎子はため息をついた。

「ネモ？」

「知らない？　新エネルギー管理機構って経済産業省の外がい郭かく団体」

「ああ、天下り先とか税金の無駄遣いとかでニュースになってたっけ」

「意外ね。ニュースなんか見てるの？」

「どうせニュースも新聞も見ないようなバカ面してるよ。で、なんでそんな団体が出てくるん──」

　北斗が聞き返そうとした時だった。

　ガラスの割れる甲かん高だかい音が響き渡った。生徒会長席の後ろにある窓が桟さんごと破壊され、ガラス片が散らばる。

　振り向いた北斗は生徒会長の机の上に犬のような姿を見た。昨夜の化け物だ。

　明かりのある場所でじっくり見た北斗はそのでたらめさに驚いた。

　体は犬のようだが、前まえ肢あしが人間の腕うで並みに長く、かぎ爪づめが指のように長い。毛はほとんどなく、カエルのようにぬめっていた。ギチギチと耳障りな音を体を震ふるわせて出している。

「昨日のアザーズ!?」

　さらに二匹が加わって合計三匹が威い嚇かくのギチギチという音を立てる。

　燎子はエクスパイルを抜こうとスカートに手を回した。その手が止まったのは、破壊された窓枠にいつの間にか人影があったからだ。

「昨夜邪魔してくれたのは、おまえらだよな？」

　屈かがみ込こんでいた男が北斗と燎子をねめつける。

「誰!?」

　燎子の詰きつ問もんに男はにへらっとしまりのない笑いを浮かべた。

「オレの名は天てん山ざん。まあ、緊張すんなよ。今日はちょっと挨あい拶さつに来ただけだ」

　ツンツン立った髪を金色に染めた、北斗たちと同じくらいの年格好をした男は、おもしろいギャグを思いついたというように言う。

「おまえらの人生最期のお別れって挨拶にな」

　言うなり、天山は顎あごをしゃくって命令を発した。

「殺やれ！」

　化け物たちが一斉に燎子に向かって動き出す。

　燎子はエクスパイルを指でクルッと回して空間に突き立てた。エーテルを取り込み、指を組み合わせて意識を集中する。

「爆──《イグナイト》！」

　一匹の化け物が足元から噴き上がる炎に巻き込まれて爆散した。

「流──《ドラゴンフォース》！」

　続けさまに放った術は炎が滝のように天てん山ざんに向かって雪な崩だれ落ちる。

　炎の滝に打たれて焼け死ぬかと思われたが、天山は軽く手を掲かかげただけだった。いつの間に作ったのか、岩が盾のようになって守っている。

「この程度か。つまんねーな。そろそろおしまいかぁ？」

　天山は余裕で笑いながら岩の盾を消し去った。

「打ち止めってんなら、こっちも終わらせるぜ」

　パチンと指を鳴らすと、窓からさらに数匹の化け物が侵入してきた。

「くっ……」

　燎りよう子こは悔しげな呻うめきを漏もらした。そして、いきなりなにか思い出したかのように声を上げる。

「わたしの体をさわって！」

　備品のパイプイスで応戦しようとしていた北ほく斗とは、状況から考えてありえないセリフに、思わず口をぽかんと開けた。

「早く！」

　戸惑う北斗に燎子が急せかす。

「こ、こうか？」

　恐る恐る手を握にぎろうとした北ほく斗とを燎りよう子こが目で制する。

「じゃなくて！　昨夜、さわったでしょ!?」

「あ、ああ、背中？」

　どこら辺だったっけと思い出しながら北斗は背中に手のひらを当ててみた。

「違う……そうじゃない」

　燎子はどこが違うのか思い起こす。そして、かすかに頬ほおを赤くした。

「制服めくって、直接さわって！」

「す、素肌ってことか!?　いや、それは──」

「男ならやれ！」

　ビシッと挑発的に言われて、北斗は言い返す。

「男だから困ってんだよ！　いいんだな!?　やるぞ！」

　意を決した北斗は制服の裾すそをめくり上げ、その下に手を当てようとして手の感触に違和感を覚えた。そこにあったのはブラジャーではなく……。

「って、おまえ、制服の下に昨夜のボンデージ──」

「戦闘服エーテルスーツって言って！」

　北斗は真紅のボンテージの大きく開いた背中に、手のひらを当てた。

「行くわよ！」












「お、おう！」

　北斗が応じると、燎子は意識を集中して指を動かす。

「発──集──放──」

　次の瞬間、息を吸い込む。

「《インフレイムス》！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に燎子の左手から炎が飛んだ。

　その瞬間、燎子の背中にふれた北斗の手にしびれが走った。なにかが体の中からほとばしり、駆け抜けていくような感覚。昨夜感じた強引に奪うばわれるような激しさとは違う。もっとスムーズに燎子に注がれていく。二度目だからだろうか。

「えっ？　ええっ!?」

　燎子の口から出たのは驚きの吐息。

　放たれた炎の塊かたまりは三つに分かれ、逃げようとするアザーズの後を追った。アザーズは炎の前に一瞬にして蒸発した。炎の勢いは衰おとろえることなく、天てん山ざんに向かって爆発的に突き進む。

　轟ごう音おんと共に決着がついても燎子は術を放った姿勢のまま止まっていた。やがて、全身から力が抜けたように、ぐったりと北斗に身を預けてきた。

「……凄すごい。初めてよ、こんなの……」

　頬を上気させて、熱いため息を漏もらし、燎子はあえぐようにつぶやく。

　その横顔が妙に色っぽくて、北ほく斗とはごくりと喉のどを鳴らす。

「なっ、な、なんなんだ、おまえら!?」

　とっさに射線から逃れた天てん山ざんの驚きの声。

　と、慌ただしい足音が聞こえ、勢いよくドアが開けられた。

「燎りよう子こ様!?　これは……」

　十じゆう三ぞうの声に燎子は我に返り、自分が北斗に寄りかかっているのに気づいた。

「ど、どいてっ！」

　燎子はふらつきながら立ち上がり、乱れた制服を手早く直す。

「手を貸してやったってのに……」

　北斗はその手でズボンの尻を払って立ち上がる。

「生徒会室でする行為ではありませんね」

　十三が落ち着き払った声で言うと、燎子がにらみつけた。

「なにもしてないわよ！」

「なにも？　少し激しすぎませんか？」

　十三はアザーズが侵入してきた窓の方を示した。

　壁は窓ふたつ分、綺き麗れいさっぱり吹っ飛んでいた。吹きっさらしになった部屋の外からは鳴り響くサイレンが聞こえていた。

　すでに天山の姿はない。

　しかし、北斗はさっき目にした別のことに気を取られていた。

　天山の体から出たチェーンが化け物たちに繋つながっていたのだ。まるで燎子と十三のように……。





　　４






　校庭にはいつの間にかダークスーツの男たちが現れて、部活で近くにいた生徒たちの間を行き来していた。校舎から追い出された北斗はそれを見て理解した。記憶の処理をしているのだ。

「あいつらは？」

「ＮＥＭＯの処理班。応急処置じゃなくて、徹底的に痕こん跡せきを消すプロ」

　燎子が答えると、スーツ姿の男と話していた十三がふたりの方にやってきた。

「どう？」

「エアコンの配線がショートしてカーテンに引火──そういうことになります」

「無む茶ちやな話だな。どう見ても火災じゃないだろ？」

　北斗はありえないだろと首を振る。

「爆発したところは誰も見ていません。なにか問題でも？」

　真顔で答えられ、北斗はうなずくしかない。

「いつも、こうやって事実を隠してるのか？」

「公表しても混乱を招くだけですからね」

「誰も魔術とか化け物なんか信じないわ。誰かに言いたいならどうぞご自由に。バカにされるだけだけどね」

　十じゆう三ぞうと燎りよう子こに矢継つぎ早に言われ、北ほく斗とも降参するしかない。確かにそうだろうなと思う。自分もこの目で見ても簡単には信じられなかったのだから、まして見てもいない人には信じられないだろう。

「あれは？」

　現場の指揮を執とっている小柄な姿を見て北斗が尋ねる。

「天あま吹ぶき焔ほむら。戦闘班のナンバー２」

　燎子からどことなく硬い声が返ってきた。

「ああ、さっき言ってた上司ってのは、もしかしてあいつか？」

　苦手な相手ということだろうと北斗は思った。

　燎子を見つけて歩み寄ってきた焔を見て、北斗は驚いた。予想外に小柄で上司というイメージではない。身長は一五五センチくらいだろうか。燎子よりも五センチは低い。それにどう見ても年下だ。

「相手は？　逃げられたのか？」

「天てん山ざんと名乗ってました。召しよう喚かん士しで地の位い相そう術じゆつも使ってました」

「そうか」

　顔を険しくする焔に燎子は尋ねる。

「ご存じなんですか？」

「もちろん。雁かり屋や宗そう玄げんの息子だ」

　その名を聞いた途端、燎子は真っ青な顔になり、言葉を失った。息が出来なくなったのかと思うほどの長い時間、燎子は固まっていた。そして、ギリッと歯を軋きしらせ、口を開く。

　しかし、声になる前に先手を打たれた。

「なんとかしようなどと思うな。実力の差は思い知っただろう」

「しかし！」

「おまえごときが勝てるわけがない。命令だ」

「おい、見てもないくせに──」

　北斗が食ってかかろうとしたのを燎子が遮さえぎり、頭を下げる。

「わかりました」

　焔は冷たく北斗を一いち瞥べつした。

「彼は？　一般人ではないのか？」

「彼は……協力者です」

　燎子は一瞬言いよどんだ。が、焔はそれには気づかなかったのか、北斗を見て冷たく笑った。

「ふん。冴さえない顔だ。ひどい顔をしてるおまえとお似合いだな。今日は帰れ」

　焔ほむらはそう言うと、現場に戻っていった。

「イヤなヤツだな。中坊みたいな顔してるくせに」

「みたいなじゃなくて、中学三年よ」

「え？」

「天あま吹ぶき家は名門だから若いうちから力のある人が多いの。ああ見えても、位い相そう術じゆつの能力は今ＮＥＭＯにいる中では五本の指に入るわ」

「血筋って関係あるのか？」

「悔しいけどね。わたしは平民だから苦労した」

　燎りよう子こは唇をかんだ。

「さっきの雁かり屋やなんとかってのは知ってる相手なのか？」

　しかし、燎子は問いには答えず、急に別の話を振ってきた。

「ひとり暮らしだったわね？」

「え？　ああそうだけど……ってなんで知ってるんだ？」

「それくらい調べればわかるわ。生徒会なんだから。しばらくあなたと同居させてもらうから」

「ああ、勝手にすりゃ──」

　反射的に答えた北ほく斗とだが、途中で意味に気づいた。

「ちょっと待て！　同居だって!?」

「そうよ」

「なんでそうなるんだ!?」

「心配しなくても生活費は入れるから」

「そーゆー問題じゃないだろ。おい、あんたもなんとか言ってやれ」

　もう少しまともなことを言うかと思って十じゆう三ぞうに振った北斗だが、答えはあっさりしていた。

「燎子様にはなにか考えがあるのでしょう」

「おまえ、俺がこいつを襲おそうかも知れないって思わないのか？」

「襲うのですか？」

　真顔で訊きかれ、北斗は口ごもる。

「……い、いや。頼まれたって襲わねぇよ、こんな色気のない女！」

　燎子は一瞬こめかみを引きつらせたが、声に出しては平静を装った。

「でしたら問題ありませんね」

「おまえなぁ……」

　あきれた北斗は声を失う。そこに燎子がびしっと言い放った。

「言っとくけど、ヘンなマネしようとしたら遠慮なく術ぶち込むから」

「おまえ、信用してないなら同居なんて言い出すな！」

「わたしだって一緒にいたいわけじゃないから。あいつがまた襲おそってくるかもしれない。その時、あなただけじゃ応戦できないでしょ」

「なんで、無関係な俺を襲うんだ？」

「それは違うわ。天てん山ざんに顔を覚えられた時点ですでに関係者なんだから、諦あきらめて」

　燎りよう子こに断定的に言われてしまい、北ほく斗とはため息をつくしかない。

「……わかったよ」

　が、すでに燎子は歩き出している。

「ほら、行くわよ」

　燎子が振り向いて北斗を呼ぶ。

「あんたの家族に言っとかなくていいのか？」

「いないわ」

　燎子の答えに驚いて、北斗は思わず相手の顔を見る。

「……少なくとも、この世界には」

　どういう意味かと問い返すには、燎子の目は感情を凍りつかせ、唇は硬く引き結ばれていた。




「ここが俺の家。つっても、まだ一日しか住んでないけどな」

　マンション八階のドアの前で北斗は足を止めた。

　ドアはオートロック式でエントランスホールと家のドアの前の二重のセキュリティーがある。

　十じゆう三ぞうは部屋番号を確認した段階でどこかへ消え、今は北斗と燎子だけ。途中のスーパーで買い物をしてきたので、レジ袋には食材がいっぱいだ。脇わきから見ていれば若いカップルに見えたかもしれない。かわいい女の子と買い物なんて普通なら心躍おどるシチュエーションだというのに、北斗はそんな気分にはなれなかった。スーパーでは燎子があくまでも他人を貫いたからだ。品行方正な生徒会長様が男と一緒に買い物をしている光景を誰かに見られる危険を冒おかすわけにはいかないのだろう。

「お邪魔します」

　燎子は軽く頭を下げると、靴を脱いで上がった。

　朝に出たままなので、段ボール箱が廊下にも積まれたままだ。玄関から真まっ直すぐ廊下があり、左にふたつ部屋が並び、右にはダイニングキッチン。奥にはトイレと風ふ呂ろがある。

「ひとり暮らしなのにずいぶん広い家じゃない。金持ちのお坊ちゃんなんだ」

　部屋を見て回って燎子が冷やかす。

「マンション自体がファミリー向けだからな。これでもこのマンションで一番狭い２ＤＫなんだ。親が亡くなる前に友人に頼んでおいたらしい」

「亡くなられた？」

「母親が一週間前にね」

「お父様は？」

「さあ？　どっか行ったままだ」

　北ほく斗とは肩をすくめると、奥の部屋のドアを開けた。

「ここを使っていいぞ。なにもないけどな」

　言葉どおり、がらんとした部屋だ。たったひとつ、ソファベッドだけ置かれてある。

「布団は客用のがあるから後で持ってくる。そういや、おまえ、荷物は？　着替えとか必要だろ？」

「心配無用」

　燎りよう子こが答えたのを見計らったようにチャイムが鳴った。

　こんな時間になんだと北斗がいぶかりながら一階玄関を映したモニターを見ると、十じゆう三ぞうがスポーツバッグを持って立っていた。

「あいつ、本当に執事じゃないのか？」

　つぶやきながらボタンを押してエントランスのドアを開けた。しばらくすると十三が部屋の前までやって来た。

「まさか、あんたまでここに居候するっていうんじゃないだろうな？」

　ドアを開けた北斗が嫌み混じりに言うと、十三は感情を表すことなく応じた。

「本来ならばそうすべきところですが、そこまで非常識ではありません」

　言葉とは裏腹に十三の視線は北斗を射いるように見下ろした。

「やっぱりボディガードなんだろ？」

「私は燎子様に命を救われた人間です」

　十三は無表情にそれだけ言うと、膨らんだバッグを北斗に突きつけ、背を向けて大おお股またに歩き去った。

「怖こぇえなぁ」

　圧倒されて長身の副会長を見送った後、北斗は燎子がいる部屋に入った。

「はいよ、執事から」

　ソファに座った燎子の前にバッグを置く。

「なあ、あんたら、その、一緒に暮らしてるのか？」

「違うわ。近くではあるけど。一応言っておくけど、つきあってるわけでもないから。十三とは幼おさな馴な染じみみたいなものよ」

「あんたに命を救われたとか言ってたぞ」

「ふうん、そんなこと言ったの？　聞き違いじゃない？」

　燎子はバッグを開けて中身を確かめながら軽い声で言う。答える気はないらしい。

「ようし、十三、偉い偉い」

　燎子が満足げにつぶやいて取り出したのはiPod。かなり古いハードディスクタイプだ。他には着替えや日用品の入ったポーチくらいだ。

「それだけで足りるのか？」

「当面の生活に必要なものだけよ。ずっといるつもりはないから、家具とかはいらないでしょ。机は段ボールに板でも乗せとけばいいし」

　真顔でさらっと言う燎りよう子こに北ほく斗とは真剣に突っ込む。

「いや、さすがにそりゃないだろ」

「冗談よ」

　燎子はぷっと吹き出した。

「まさか本気にしたわけ？　リビングのテーブルを貸してくれる？」

「だよな。わかったよ」

　北斗は苦笑しながらうなずくと、

「飯を作るから、ちょっと待ってろ。好き嫌いはあるか？　あと、アレルギーとか？」

「なにもないけど、作れるの？」

　疑わしげな顔をする燎子に北斗は当然だと答えながらキッチンに向かった。燎子も興味津々でついてくる。

「母さんが働いてた間、俺は家事全般担当。ずっとそれでやってきてたからな」

　そう言いながら、北斗は買ってきた野菜を冷蔵庫の野菜室とカゴの中に分け、シンクに向かう。

「ああ、ご飯が炊たけてるから、ひっくり返しといてくれ」

　北斗は炊飯器を指して言うと、野菜と肉を切って鍋なべの用意をしていく。長年やってるというだけあって手慣れたものだ。

　とはいえ、だ。引っ越したばかりで、まだ最低限の食器がテーブルに出してあるだけ。調味料もほとんどが段ボール箱の中。今あるのは日本酒と醤しよう油ゆと塩と砂糖くらい。

　北斗がメインの他になにができるかと考えていると、いきなり、真後ろでドスンと大きな音がした。驚いて振り返った北斗はあ然とした。

　燎子が炊飯器の釜かまをひっくり返していた。テーブルの上にどさっと。

「……なに……やってんだ？」

　釜の形にこんもりと盛られた三合の白米がテーブルの上に鎮座し、もうもうと湯気を立ち上らせていた。さながらつきたての鏡かがみ餅もちのよう。

「なにって、ひっくり返してって言うから……」

　振り返った燎子が真剣な顔で答える。

「……あのな。ご飯をシャモジでかき混ぜて余分な水分を飛ばすんだよ」

「そんなことしたことないわ」

「するんだよ。その方が美お味いしいぞ」

　予想外の事故に、北斗は怒るよりも笑いがこみ上げてきた。完かん璧ぺきな生徒会長様が北斗を見てムスッとしているのがまたおかしい。

「笑うことないでしょ！」

　燎子は顔を赤くして、湯気を上げるご飯を拾い上げようと苦戦している。












「完かん璧ぺきな生徒会長様にそんな弱点があったなんてな」

「たった今、克服したから！」

　ムキになって言い返す燎りよう子こ。

　結局、その日の夕食は、白菜と豚肉の酒蒸しにニンニク醤じよう油ゆをかけるという簡単な料理がメインになった。

　口にした燎子の目が意外そうに見開かれ、北ほく斗とはどうだとばかりにニヤッと笑みを浮かべた。

「ここにいる間の食事に問題はなさそうね。任せたわ」

「なにもしない気かよ？」

「あたしが作ってもいいわけ？」

　仏頂面の北斗に燎子がにこやかに聞き返す。さっきの失敗を見た後、料理を任せられるとすれば、かなり命知らずなヤツだろう。

「……死にたくはないな」

「それじゃよろしくお願いしますわね」

　燎子はお嬢様の微笑ほほえみを浮かべた。

「生活費は出すって言ってたな。それじゃ光熱費と朝晩二食で一日一〇〇〇円だ」

「高い！　八〇〇円にして」

「お嬢様のくせに値切るな！　九八〇円だ」

「お嬢様じゃないの！　九〇〇円!!」

「九五〇円！」

「仕方ないわね、九二〇円でいいわ」

「威張って言うな！」

「じゃあ、キリのいいところで九〇〇円ね」

「……わかったよ。ちゃんと払えよ」

　ついに根負けした北ほく斗とが白旗を揚げた。




「ちょっといい？」

　深夜になって北斗の部屋のドアがノックされた。北斗はようやく自分の机を引越前のようにセッティングし、イスに座ってスマホでメールのチェックをしていた。

　その前にはどっちが先に風ふ呂ろに入るかで喧けん喧けん囂ごう囂ごうとやりあったわけだが、結局じゃんけんで決着がついていた。

　入ってきた燎りよう子こは地味なジャージ姿。洗った長い髪をタオルでくるみ、メガネを外してお嬢様の面影はどこにもない。

「意外だな」

「なにが？」

「ネグリジェとか着てるんだと思ってた」

「なんで、あんたの期待に応こたえなきゃいけないわけ？」

　燎子は心外だと顔をしかめてみせる。

「また、その気持ち悪いフィギュア見せて。さっさと隠して」

「わかったよ。かわいいのに」

　北斗はブツブツ言いながら、スマホごとカバンにしまった。それを確認してから、涼子は口を開く。

「迷惑かけたから少し教えてあげようと思ったんだけどさ」

「迷惑って、さっきのご飯か？　おかしなところで律儀だな。さすが生徒会長」

　北斗が笑いながら言うと、燎子はムッとした顔になる。

「借りは作りたくないの。それと生徒会長はやめて。燎子でいいわ」

　そう言うと、燎子は部屋に入って来ると、部屋を見回す。

「イスとお茶くらい出ないの？」

「はいはい、お嬢様。気がつきませんで」

　キッチンに行ってコーヒーを入れ、イスを持ってくると、北斗は話を聞く体勢に入る。

「最初に断っておくけど、これ以上近づかないこと。いい？」

　燎子は警戒しながらイスとイスの間一メートルを示す。

「わかったって。だいたい、誰がおまえを……」

　言いながら、北斗は燎子を見た。それにしても、俺が襲おそうとか本気で考えてないんだろうか。男として見てないんだろうか。それはそれで悔しい。それなら、いっそ──。

「なにか考えてるでしょ？」

「ま、まさか！」

「ホントに男って……」

　燎りよう子こは大おお仰ぎようなため息を漏もらすと、質問を催さい促そくする。

「それで、なにが知りたいの？」

「ええっと、まずはＮＥＭＯからだな」

「生徒会室の続きからね。ＮＥＭＯ──新エネルギー管理機構ニユーエナジー・マネジメント・オーガナイゼイシヨンは別位相エネルギーエクスフエイズ・エナジーの実用化研究と、その周辺の業務をする組織。で、武蔵むさし原はら市はその実証実験のために作られた街」

「その組織がなんで化け物と戦ってるんだ？」

「化け物は《アザーズ》って呼んでるんだけど、別位相界の生き物よ。向こうからエーテルっていう特殊なエネルギーを取り出す時に一緒にこっちに来る時があるわけ。まあ、実験の副産物みたいなものね。わたしたちはそれを処分するのが仕事。その他に、召喚されて使役される場合もあるわ」

「召喚って、アレか……」

　襲おそわれたのを思い出して北ほく斗とは身み震ぶるいした。まだ爪つめ痕あとは残っている。

「位い相そう術じゆつについては十じゆう三ぞうが話したとおり。日本にも昔から位相術士エクスフエイザーはたくさんいたんだけど、安あ倍べの晴せい明めいとか芦あし屋や道どう満まんとか知らない？　特に安倍晴明は狐きつねの子供だって畏い怖ふされてたくらい凄すごい術士だった」

「陰おん陽みよう師じとか言うんじゃなかったっけ？」

「名前が違うだけよ」

「そういうもんなのか……？」

　北斗はなんだか釈しやく然ぜんとしないと唸うなる。

「位相術の説明するとさらに面倒だけど、簡単に言うと、エーテルを体内に取り込んで変換して放出するわけ」

「簡単すぎるだろ！」

「細かく説明したってわからないから。わたしも昔はわからなかったしね」

　そう言って燎子は説明を続けた。

「十三が言ったの覚えてると思うけど、万物には四つの《特質》があるの。これを四し大だいっていって、地水火風の四つ。古代ギリシャで四大元素って呼ばれてたのと同じよ。それによって術の種類が決まって、さらに《特性》によって術の方向が決まる。特質は四つだけど、特性は人によって全然違うし、新しく発見されることもあるくらい数が多いの。人が持つ特質は一つだけのシングルがほとんどで、まれに二つ持つデュアルや、三つ持つトレブルもいる」

「燎子は？」

「わたしの特質は火。よく使う特性は発と放」

「それは火を放つってことか？　手を組み合わせて、フレイムブロアーとか言ってたな」

「そうよ。実際には名前なんかどうでもいいんだけどね。術を使う人が意識を集中しやすいように動作や名前をつけるわけ。どうやって使うかは、位相術士エクスフエイザーによって違うんだけど。特質は生まれつき決まってるから変えられないけど、特性は訓練で増やせる。強くなるには訓練するしかない。しかも、こっちは名門でもなんでもない一般人だから苦労もいっぱいしたわ」

「案外、地道なもんだな」

　魔法みたいなものは訓練なんて関係ない力だと想像していたのだ。それを見透かしたように燎りよう子こが厳しい表情で釘くぎを刺す。

「だから、魔法なんて杖つえを振ったらなんでも出来るみたいな名前で呼びたくないわけ。わかる？」

「悪かったよ」

　なにも知らないガキの頃の間違いを責められたようで、北ほく斗とはムッとしながらも素直に謝る。

「でも、なんでそんな苦労して位相術士エクスフエイザーになろうと思ったんだ？　一般人っていうからには、そういう家系じゃないんだろ？」

　燎子の表情が目に見えて硬くなる。

「どうしても、やらなくちゃいけないことがあるから……そのために利用できるものはなんだって使うわ」

「なんなんだ？」

「どうしてあんたに教えないといけないわけ？　今日の講義はここまで」

　燎子はいきなり無表情になってすっくと立ち上がると、北斗には視線を向けずに部屋を出て行った。

「……踏んじゃいけないものを踏んだのかな？」

　ベッドに仰あお向むけになった北斗は天井を見つめて自分の失策に舌打ちする。

　そうしているうちに、いつの間にか猛烈な睡すい魔まが訪れた。確かに、今日はハードな一日だった。





２章　ホールの戦い





　　１






　玄関のチャイムが鳴ったのは、朝ご飯を食べてそろそろ出ようかという時だった。

　確認もしないでドアを開けた北ほく斗との前に立っていたのは見事なクセッ毛だった。

「あ、ホクちゃん、おはよおお～ふわあああ～」

　遊ゆう穂ほは北斗にほわんとした笑みを向けて大きなアクビをした。

「毎朝迎えに来なくてもいいんだぞ」

「え～？　ホクちゃん、昔から方向音おん痴ちだし～」

「いつの話だよ！　俺は地図なしでも歩けるぞ」

「ほえ～、成長したんだね～」

　まるでお母さんのような感心の仕方をする遊穂。

　その時、北斗の背後から燎りよう子この声がした。

「そろそろ行くわよ」

「あっ！　ちょ!?」

　状況に気づいた北斗が慌ててドアを閉めようとしたが時すでに遅し。

「あれ～？　燎子ちゃん？」

　燎子に気づいた遊穂が驚いた顔をする。

「あたた……」

　ややこしいことになりそうだと北斗は額を押さえた。

「燎子ちゃんがどうしてホクちゃんの家にいるんですか～？　あ、ひょっとしてホクちゃんと一緒で方向音痴なんですか～？」

「方向音痴で他人の家に上がり込むか！」

　北斗は思わず突っ込んでから、慌てて言い訳を考える。

「あ、いや、ユーホ、これはだな、えーっと……」

　とっさになにも出てこない。代わりに、お嬢様モードになった燎子が華やかな笑みを浮かべた。

「遊穂、登校すればわかるから今言いますね。昨夕、生徒会室が火災に遭あったの。漏電のようですわ」

「火事になったんですか～!?　大丈夫だったんですか～!?」

　目を丸くする遊穂。

「私の心配はいりませんわ。ただ、これは私を狙ねらった犯行のようなのです。それでひとりでいるのは危ないので、一緒にいた久く我がクンがかくまってくれることになったのです」

「奥おくクンは～？」

「いつも一緒にいると思われているので、彼も危険ですから」

　いくらなんでもそんないい加減な説明で納得するヤツがいるかと、北ほく斗とは呆あきれたが──、

「なるほど～！　わかりました!!　あたしも協力しますね～」

　遊ゆう穂ほはポンと手を合わせて声を上げた。

　納得したのか、今ので……。

　北斗は呆れたが、なにを言ってもやぶ蛇になるのはわかっているから口をつぐむ。

「でも、みなさんに心配かけたくありませんから、内緒にしてくださいね」

「はぁい、わかりました～！」

　燎りよう子この秘密めいた微笑に遊穂は元気にうなずいた。




　登校するなり凄すさまじい騒動になっていた。

　事故のことはすでに広まっていた。校舎の一角をブルーシートが覆おおっていれば誰だって異変に気づくだろう。そこが生徒会室なのは皆が知っている。

「燎子様、昨日は大変な事故があったんですね。まさか生徒会室が火事だなんて！」

「私はもう帰っていましたから、ご心配には及びませんわ」

　心配顔で寄ってくる生徒たちに燎子はにこやかに応じる。見事にでかいネコをかぶったものである。北斗は一緒に登校してきたことを悟られないように、離れて後ろから巨大なネコを見物していた。

「今後、こういうことが起こりませんように、学校側に点検をお願いしますから、皆様は心配なさらなくてもいいんですよ」

「生徒会室はどこになるんですか？」

「しばらくは隣の資料室を生徒会室に使いますから狭くなりますが、皆さんにもご不便をおかけします」

「ひどい！　資料室だなんて!!」

「他にも空き教室があるでしょう？　先生たちに交渉しましょう」

　そうだそうだと声を上げる女の子たちに、燎子はにっこりと微笑ほほえんで諭すように答えた。

「いいんですよ。先生方もお忙しいでしょうし、わずか数週間の話ですから」

「さすが燎子様ですね」

　女の子たちが感心した声を上げる。

「凄すごいよね～、燎子ちゃんは～」

　遊穂がほえ～と感心した声を上げる。

「……ああ、昨日思い知ったよ」

「なにかあったのかな～？」

「い、いや、なにもないぞ。あるわけないだろ」

「なにかあったから、一緒にいることになったんだよね～？」

「え？　ああ、生徒会室が燃えたのがユーホに連れていってもらった後だったもんな。ユーホが責任感じる必要はないぞ」

「そーゆーことじゃないんだけど～」

　遊ゆう穂ほは不満そうに唇を尖とがらせる。

　が、北ほく斗とは燎りよう子この方を見ていて、遊穂の様子には気づいていなかった。

「まあ、燎子の近くにはいない方がいいな」

「へぇ～、もう呼び捨てなんだ～」

　遊穂が小声でつぶやいた。

「ん？　なんか言ったか？」

「ホクちゃん、燎子ちゃんを呼び捨てにするの誰かに聞かれたら危ないよ～」

「あ、そうだそうだ」

　北斗は取り巻いた信者たちから逃げるように校舎に入った。




　六時間目が終わり、北斗はさっさと帰ろうとカバンを担いだ。家の片付けやら洗濯やら色々とやることがたまっている。しかも、晩飯も作らなければならない。まずは買い出しのために真まっ直すぐにスーパーに向かった。

　買い物を済ませてスーパーを出たところで燎子が待ちかまえていた。

「どうした？　マンション前にいると思ったのに」

「どうせここだと思って待ってたの。はい、これ」

　仏頂面で封筒を差し出す燎子。

「なんだ？」

「早く受け取りなさいよ。生活費の先払いよ」

　銀行の封筒には二万円が入っていた。昨日のやりとりからすると、二二日分くらいか。

　吹っかけておけば早々に退散するんじゃないかと思ったのだが、燎子にはそんな気はないようだ。

　マンションに着いたところで、誰もいないタイミングを見計らって駆け込んだ。

「なんだか、ヤバいことしてるみたいだな」

　エレベータに乗り込んで安あん堵どした北斗が苦笑する。

「せめて禁断の恋とか言えないわけ？」

　駆けてきた燎子が息をつきながら北斗を不満そうに見る。

「へー。案外ロマンティストなんだな」

「相手があんたじゃなかったらの話だけどね」

「そりゃ残念」

　北斗ははあっと吐息を漏もらした。

「なによ？　聞こえよがしに」

「なんでもない」

　素っ気なく応じ、北斗は視線をそらした。と、エレベータの鏡に映った燎子の横顔が目に入った。鼻っ柱が強いってのはこういうことかと納得するような綺き麗れいな鼻のライン。二度の位い相そう術じゆつ使用時にはすぐ近くにあったうなじ。思わず色っぽい声を思い出してしまった。ホントに、こういうきついところがなけりゃいいんだけどな、なんて考えてしまう。

「降りないの？」

　迂う闊かつなことに燎りよう子こに怪け訝げんな声をかけられるまでエレベータが止まっていたのに気づかなかった。

　家に入ると、北ほく斗とはキッチンに向かい、燎子はさっさと部屋に入ってしまった。料理を手伝う気は微み塵じんもないようだ。

　まあ、金はもらったしなと、北斗は買ってきた食材で料理を始める。豚ロースのスライスに塩胡こ椒しようを振ったところで、燎子が廊下から声をかけてきた。

「電気の延長コードってある？」

「廊下の段ボール箱に入ってると思うけど？」

　北斗は生姜しようがをすり下ろしながら声を返す。

「じゃあ、勝手に探すわ」

　燎子の返事に、とっさに北斗は段ボール箱の中身を思い返した。見られてマズいエロ本なんかはすでに自分の部屋に運んでいるはずだ。問題ない。

　安あん堵どして生姜の絞り汁に醤しよう油ゆとみりんを加えて、つけ汁を作り始めた。

　その間に燎子は三段に積まれた段ボール箱を開けて探し始めていた。

　最初の段ボール箱にはすぐには使いそうもない雑ざつ貨かが詰まっていた。次の段ボール箱にはぎっしりと書類や本が詰まっていた。残るは一番下。

「こんな重いの、上に置かないでって」

　燎子は呻うめきながら、段ボール箱を下に降ろそうとした。と、するっと手が滑すべって段ボール箱は見事に横倒しになった。中に詰まった本や紙の束がざあっと滑り落ちる。

「あちゃ」

　燎子は嘆たん息そくして段ボール箱を降ろし、雪な崩だれた本を突っ込み始めた。

　封筒が何通か床を滑る。慌てて拾い上げてしまおうとした時、宛あて名なが目に入った。

「加か茂も……北斗？」

　前の住所だろうか。遠くの街の宛先に、北斗の名前があった。

「北斗の苗みよう字じって……久く我がじゃなかったっけ」

　燎子は北斗の苗字を思い出す。

「加茂……なんだか、聞いた覚えが……」

　急に頭痛がして、燎子は頭を押さえて目を閉じた。まぶたに知らない光景が浮かぶ。

　誰かが手を差さし伸のべている。自分が名を名乗り、抱きかかえられて……。

「魔法……使い……？」

　確か、そんなことを言った記憶がある。しかし、いつ？　誰に？

「加茂蒼そう空くう!?」

　そうだ。一〇年前の事故の時、助けてくれたのは位相術士エクスフエイザーだった。

「でも、どうしてそんな大事なこと忘れてるのよ？」

　そう考えた燎りよう子こは息をのむ。可能性はひとつしかない。

「まさか、わたしの記憶……消されてる？」

　燎子がつぶやいた時、

「でかい音がしたけど大丈夫か？」

　北ほく斗とがキッチンから顔を出した。すぐになにが起きたのか理解してやってくる。

「あ、悪い！　一番下にあったのか。重かったろ」

　北斗は見事にひっくり返った段ボール箱を持ち上げて脇わきに置くと、最後の箱を開けて、中から延長コードを探して取り出す。

「ほら」

　コードを差し出す北斗の顔を、燎子はじっと見る。なにか思い出さないかというように。

「あの……」

　質問を投げかけようとした燎子だが、声はそれ以上出なかった。まるで鍵かぎがかけられているように舌が動かなくなった。

「……あ、なんでもない」

　燎子はかろうじて誤ご魔ま化かし笑いを浮かべると、コードをつかんで部屋に戻った。

　いつの記憶なのか。いつ消されたのか。なんのために消されたのか。

　北斗に呼ばれてキッチンで夕食を食べている間もその疑問は胸の内で渦うずを巻いていた。おかげで食事に集中できない。並んだメニューは豚のショウガ焼き、付け合わせの千切りキャベツ。それに、ワカメと豆腐の入った赤だしの味み噌そ汁しる。それも意識に入ってこない。

「どうだ？　黒胡こ椒しようでパンチを効かせた特製ショウガ焼きは？」

　北斗が自信ありそうに尋ねるのも耳に入らない。

「……うん。美お味いしい」

　燎子は上の空のまま、食べ終えると、すぐに部屋にこもってしまった。




　夜一〇時を回った頃、北斗は燎子の部屋のドアをノックした。食事時の燎子の心ここにあらずといった様子が気になっていたのだ。

　返事がない。

　ドアを開けると燎子はベッドに寝転がってイヤフォンで音楽を聴いていた。手にはスマホほどもある大きな携帯音楽プレーヤー。なぜか真紅の戦闘服姿のままだ。

「勝手に入ってこないで！」

　目が合った途端、燎子は声を上げた。怒りとイヤフォンから漏もれてくる音のせいで普段より声が大きい。

「ノックしたぞ」

　北斗はイヤフォンを外した燎子に言い返す。

「ノックも聞こえないなんて、なに聴いてんだ？」

　嫌がるかと思ったが、燎りよう子こはイヤフォンを差し出してきた。

　イヤフォンを耳に突っ込んだ途端、分厚い音の塊かたまりが襲おそいかかってきた。

「ぶわっ!?　なん──」

　北ほく斗とが慌ててイヤフォンを引っこ抜き、突っ返すのを見て、燎子は吹き出した。

「なんだよ、これ!?」

「《決まりをぶち壊せブレイキング・ザ・ロウ》って曲」

「生徒会長が聴くには物騒な曲だな」

「いいの。真面目まじめに決まりを守ってるだけじゃ生きてけないんだから」

　そう言って年代物のプレーヤーを差し出した。

　受け取ったiPodを見ていくと、ディスプレイに表示されたアルバムジャケットはどれもヘヴィメタルのようだ。最初に会った時に燎子が着ていたレザージャケットに似たものを見つけた。

「あの格好、つまり、これか？」

　iPodのジャケット写真を燎子に突き出す。と、銀色の裏側に名前が刻んであるのが見えた。for TAKASHI──男の名前だ。

「悪い？」と燎子は挑戦的に北斗を見る。

「い、いや、悪かぁないけど、なんでそう隠すんかなと思って」

　男の名前に気を取られて、北斗の反応が遅れた。

「お嬢様がヘヴィメタルじゃおかしいでしょ。それに古くさいし暑苦しいし」

「自分の好きなものを自分で否定するなよ」

「クラスメイトの誰とも話があわないし」

「かまわねぇんじゃないの？　ヘビメタだって好きなヤツいるだろ」

「ヘヴィメタルって言って」

　不機嫌な顔で言ったものの、燎子は不思議そうに訊きく。

「へえ？　おかしいと思わないんだ？」

「なんでだよ？」

　質問の意味がわからないと聞き返した北斗の顔を、燎子は珍しいものを見るような目でジッと見つめた。

「なんだよ、その呆あきれたみたいな顔は？」

「感心してあげてるの」

　と、いきなりやかましいギターの音が鳴り出した。燎子のスマホにメールが着信したらしい。

　画面を見た燎子の表情が変わる。

「どうした？」

　北斗が訊くと、燎子はスマホをしまってベッドから立ち上がった。レザージャケットを羽織り、ホルスターをジーンズの上につける。

「行くわよ」

「どこに？」

「決まってるでしょ。仕事よ」

　そう言うと、燎りよう子こは北ほく斗との腕うでをつかんだ。

「お、おい、俺も行くのか!?　おまえの仕事だろ」

「ひとりの時に天てん山ざんに襲おそわれてもいいの？」

「だからって、わざわざ危ない現場に連れてくってのは逆だろ」

「わたしはこれで生活してるの。二万も渡したからきついのよ」

　燎子は唇をかんで悔しそうに言う。

「そうか。じゃあ、どうしてもって言うんなら、お願いしてくれないとな」

「……わかった。お願いするわ」

　燎子は申し訳程度にちょんと頭を下げた。

「素っ気ないなぁ。もうちょっとかわいくならないか？」

　燎子は肩を怒りでわなわなと震ふるわせながら、両手を合わせて頸くびを傾かしげてみせた。その状態で引きつった唇をモゴモゴと動かす。

「……お、お願いしますぅ、北斗様ぁ」

　目が笑ってないところか恐ろしい。

「なんだ、そのロボットみたいな首の曲げ方？　ロボっ娘こ萌もえならいいんだろうけど、俺の場合、どっちかってーと、ご主人様とか呼んでくれた方が──」

「誰が言うかーっ！」

　うがーっと声を上げると、燎子は背を向けて玄関に向かって行った。

「待てって。ほら」

　北斗は笑いながら後を追い、手に持ったものを放ほうり投げた。振り返りざまにキャッチした燎子の手の中でチャリンと鳴る。

「キー？」

「家の鍵かぎ。しばらくここにいるなら必要だろ」

「……あ、ありがと」

　燎子は腰のキーチェーンに付け加えると、ジーンズのポケットに突っ込んだ。

「じゃ、行くわよ」

　ぷいっと北斗に背を向けて、燎子はドアを押し開ける。北斗はその後をついて家を出た。

　廊下にもエレベータにも玄関にあるマンション管理人室にも人の姿はない。

　燎子はマンションの玄関から一足先に外に出ると、振り返って北斗の様子を見た。

「やっぱり、あなたには結界が効いてないみたいね」

「結界って入ってくる人だけじゃないのか？」

　街の境さかいにあると説明されたのを思い出した北斗が訊きく。

「場所によるわ。建物にかけられた術は夜一一時過ぎると外に出たくなくなるようになってるのよ」

「戒かい厳げん令れいかよ。でもなんでそんな面倒なことしてんだよ？」

「アザーズがたまに出てくるの。出現時間帯はほとんどが深夜だから、巻き込まれないようにね」

「市民を守るためってか？　だったら、最初っからこんなおかしなことしなくてもいいだろ」

「そうもいかないわ。日本には余裕がないんだから、可能性があるならどんな方法でもやるべきよ」

「そうは言うけどな、住人が知らないし、危険があるんじゃ問題だろ」

「だから、わたしたちが仕事してるんじゃない。これまでだって毎日メンテしてる人がいたから問題なく電気が使えてたんでしょ。でなかったら事故が起こるのは同じよ」

「まあ、そうだけど……」

　どうも素直に納得できないと北ほく斗とは首を振る。

「……わたしだって、こんなことがやりたいわけじゃないわ」

　燎りよう子こは小さくつぶやいた。

　が、北斗にはその声が届かなかった。昨日から気になっていたことがあったのだ。

「ところで、この間の天てん山ざんってヤツ、なにが目的なんだ？」

「あいつの目的はわからない。でも、召しよう喚かん士しは昔から位相術士エクスフエイザーを敵視してる。それに、あいつの父親はこの街の計画反対派だからね」

「反対派がいるのか？」

「どんな計画にだって反対する人はいるでしょ。世論に反しても既き得とく権けん益えきにしがみつくのは、どんな世界でも同じ」

「位い相そう術じゆつなんてこの世のものじゃないみたいなのに、案外世俗的なもんだなぁ」

「あいにくだけど、そんな夢みたいなものじゃないわ」

　燎子はまるで子供に現実を教える親のように答えた。

「召喚ってのは位相術とは違う力なのか？」

「基本は同じ。エクスパイルで空間を引き裂くだけよ」

「あの杭くいで？　それじゃ、燎子もできるのか？」

「……できるわ。でも、二度とやらない」

　そう答える燎子の声は緊張し、震ふるえが北斗の背中にも伝わってきた。過去になにかあったのだと、北斗にはわかった。

　と、燎子の足が止まった。エクスパイルを取り出し、構える。

「この辺りね。気をつけて」

「そう言われてもなぁ」

　つぶやきながら、北斗が周囲を見回す。

「遅かったじゃねぇの」

　不意に暗くら闇やみから声がかけられ、ふたりは同時に声の方向を振り向いた。

「叶かのう……」

　ズボンを腰まで下ろしたスタイルの若い男がエクスパイルを指でクルクル回しながら現れた。

「もう、みんな狩っちまったぜ、お姫様。残念～」

「知り合いか？」

「叶っていうフリーの位相術師エクスフエイザー」

　北ほく斗との問いに答える燎りよう子こ。叶はチッと不満そうな顔をする。

「他人行儀だなぁ、お姫様も」

　そこで北斗に気づいた。

「お？　おまえ、こないだオレが処理したヤツじゃん。記憶戻っちゃったんだ」

「あんたが失敗したんじゃないの？」

「オレが？　ハッ、まさかだぜ、お姫様よぅ。きちんと処理して、家まで優しく運んでやったじゃねぇの」

「そうだったのか」

「真に受けなくていいから。こいつ、優しくどころか、蹴けり入れてたから」

　燎子にバラされて、叶は喉のどに引っかかったような笑いを上げると、北斗に手を差し出した。

「記憶を戻したところで、改めて、叶一はじめだ。画数が少ない漢字みたいに、単純な男だ。人間には敵か味方かしかいねぇ。あんた、どっち？」

　手を無視された叶は人差し指を北斗に突きつけ、ニヤリと笑って背を向けた。

「じゃ、またな～。あ、そうそう。今日の獲物はレベル２の鳥型ウイングが五匹だったか。儲もうけさせてもらったぜぇ」

　へらへらした笑い声が消えていくと、燎子は悔しげにつぶやいた。

「嫌みなヤツ」

「叶だっけ？　あいつの言ってたレベル２ってなんのことだ？」

「アザーズの脅威レベルよ。無害なレベル１から、人を傷つけたり、建物を壊す力があるレベル４まで四段階に分けてるの」

「どうやって見分けるんだ？」

「目の前にしたらイヤでも感じ取れるわ、位相術士エクスフエイザーならね」

　おまえにはわからないと言われたようで、北斗は少しいじわるな気分で尋ねる。

「で、叶に仕事を取られたってことか？」

「監視カメラでアザーズを確認できたら近い者に連絡が来るわけ。だから、早い者勝ちなんだけどね。あいつはフリーの処分屋エクゼキユータだから、動きが速いの」

「勝ち誇ほこってたのは倒した数で儲けが増えるとか？」

「アザーズの処理数に応じて実績が上がるから、それにつれて報酬と階級が上がるわけ」

「なるほどな。あいつは金目当てってことか。燎りよう子こは？」

「わたしだって生活費は必要だけど、どうしても早く上に行きたいの」

「出世か。生徒会長とか上にいたいヤツっているよな」

　からかい口調の北ほく斗とは歩き出した。

「……なにも」

　無む理り矢や理り絞り出したようなささやきに気づいて、北斗は燎子を振り返った。

「え？」

「なにも知らないくせに！」

　北斗を射いるような目でにらみつけると、燎子はいきなり駆け出した。

「お、おい!?」

　目が赤かったのに気づき、北斗は慌てて後を追う。

「ついてこないで！」

「自分の家に戻るんだけど」

「だったら、話しかけないで！」

　そのまま家に着くまで走り通した燎子は部屋に駆け込み、ドアを閉ざしてしまった。
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「おい、燎子」

　休み時間に廊下で燎子を見かけ、北斗が声をかけた瞬間、周囲の空気がピリッと張り詰めた。失策に気づいた時には遅かった。

　昨夜から会話どころか顔を合わせることもなく、たまりかねて声をかけたのだが、ここは学校だったのだ。しかも、燎子の周りには取り巻きの生徒たち。

「なにかしら、久く我がクン？」

　燎子は生徒会長モードで穏やかに応じる。が、視線は限りなく冷たい。

「いや、あの……」

　北斗に聞こえるようにあちこちから非難の声がささやかれる。

「何様のつもりかしら」

「特別扱いされて思い上がってるんだ」

「俺の燎子様を呼び捨てだと？」

　回れ右して逃げ出したい気分の北斗に助けの船が飛んできた。

「ホクちゃん、生徒会の仕事、手伝ってもらえますか～？」

　遊ゆう穂ほの声だった。

「え？　あ、ああ」

　この状態から抜けられるならなんだっていいと、北斗は嬉き々きとして遊穂についていく。

　一瞬、燎子は視線をちらっと北斗の背中に向け、またにこやかに取り巻きたちの話に応じた。

　北ほく斗とを連れた遊ゆう穂ほは人気のない廊下に来ると小声でささやく。

「ダメじゃない、ホクちゃん」

「いや、つい、クセで……」

「クセになるほど呼び捨てにしてるのかな～？」

　どこか非難するような顔で訊きく遊穂。

「いや、あいつが自分で呼び捨てでいいって」

「ふうん、そうなんだ～。燎りよう子こちゃんってそんなに他人に気を許す人じゃないんだよ～。ホクちゃん、女たらし？」

「んなわけあるか」

「そっかな～。それじゃあ、気をつけるんだよ～」

　遊穂は手を振って廊下を反対方向に歩き出そうとする。

「あ、おい、仕事は？」

「う・そ」

　遊穂はにっこり笑って歩き去った。

「助かった！」

　呆あつ気けにとられた北斗が慌てて拝むように手を合わせた時には遊穂の姿は廊下を曲がって消えていた。のんびりしているようで、結構足は速い。

　そろそろ休み時間が終わるかと、スマホを取り出して時間を確認する。ストラップには白いフィギュアが揺れている。そう言えば、このフィギュアはユーホからもらったのかもしれない。なんとなくピッタリな気もするし、今度訊いてみるか。

　北斗はそんなことを考えた。

　放課後に改めて仮の生徒会室になっている資料室に向かった。ドアの前で深呼吸して、ノックする。

「どうぞ」と燎子の声。

　覚悟を決めて中に足を踏み入れると、狭い室内の奥にある事務机に燎子がついていた。他には十じゆう三ぞうだけだ。

「ええっと、昨日は悪かった」

　なにか言われる前に頭を下げる。が、燎子の反応は素っ気ない。

「なにがですか？」

　澄ました声は生徒会長の仮面のまま。

「なにも知らないのに非難するようなことを言って」

「非難？　いえ、あなたの言葉どおりですわ。私は人の上に立つのが好きなのです」

「へ？」

　北斗は口を開けたまま動きを止めた。

「ＮＥＭＯのトップに立ち、位相術士エクスフエイザーたちを顎あごでこき使ってあげますの。それくらいの野望がなくては」

「そうなのか？」と十じゆう三ぞうに訊きく。

「それが燎りよう子こ様のお望みなら協力するまでです」

「本気かよ？　だいたい、昨日の顔はそんなんじゃ──」

　北ほく斗との声を遮さえぎったのはスマホの呼び出し音だった。燎子が相手の表示を見て、一瞬顔をしかめ、画面をタッチする。会話はほんの数秒で終わり、燎子が北斗を見る。

「ＮＥＭＯからでしたわ。土曜日に久く我が様をお連れくださいだそうです」

「俺が？　なんで俺が行くんだ？」

「記憶操作も結界も効かないなら位い相そう術じゆつの適性があるのかもしれませんから、一度見てもらってはいかがでしょうか？」

　燎子は仮面をかぶったまま、にこやかに言う。まともに話をする気はないってことだろうと北斗は理解した。

「わかったよ。行きゃいいんだろ」

「では、そう伝えておきますわね」

　もう用は済んだんでしょうとばかりに燎子は北斗に冷たい視線を向ける。北斗はその目力に押されるようにすごすごと仮設生徒会室を後にするしかなかった。
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　土曜日──。

　北斗は燎子と共に駅前のオフィス街に出かけていた。ここに至るも最低限の会話しかしていない。おかげで緊張で神経がすり減って体重が減ったかと思ったほどだ。

　目的のビルはオフィスビルの立ち並ぶ一画にあった。

　駅舎からペデストリアンデッキでつながっている複合ビルからは少し離れている。交差点の角で、脇わきには小さな公園。まるで、そのビルだけ隔離されたような位置にある。

　資源エネルギー庁の下にあるという新エネルギー管理機構、通称ＮＥＭＯの入るビルである。外観はどう見ても普通のオフィスビルだった。

　入り口には時代遅れのゆるキャラっぽいでかい人形が立っていた。『実験実験！　省エネ実験！』となんだか虚むなしい吹き出しがついている。

「なんだこれ？」

　北斗はこれといって特徴のない小太りのキャラを不思議そうに見た。

「ねもたんっていうの。ＮＥＭＯの宣伝よ」

　燎子の説明に北斗はもう一度見る。どこかで見たような気がしないでもないが気のせいだろう。

　ねもたん前を通ってビルに入る。案内プレートによればＮＥＭＯがあるのは五階。

　プレートを確認した北斗が玄関を入って正面にあるエレベータのボタンを押そうとすると、燎りよう子こはさらにその奥に向かって行く。

「こちらです」

　案内嬢のように他人行儀に言うと、燎子は関係者用のドアを押し開けた。

　鍵かぎもカメラもなにもない無警戒なドアにしか見えない。しかし、多分結界を張って、関係者以外は入れないようになっているのだろう。

　ドアの向こうには別のエレベータがあった。回数ボタンがあるべきところにはなにもない。そこに燎子が手のひらを押し当てると、エレベータは動き出した。下だ。ないはずの地下に降りている。

「五階にあるのは表向きのオフィス。本部は地下。もちろん、結界で何重にも守られてる」

「まるで秘密基地だな」

　北ほく斗との軽口にも燎子は乗ってこない。居心地の悪い空気が流れ、北斗は意を決して口を開いた。

「燎子、あの、さ。聞かせてくれないか。なにを怒っ──」

「着きました」

　澄ました声と同時に足元が軽く揺れた。ドアが開き、燎子は先に歩き出す。

「……あ、ああ」

　北斗は仕方なく後をついていく。

　普通のオフィスのような飾り気のない廊下が続いている。そして、所々にドアがある。部署名の書かれたプレートが小さくあるだけで、他には見分けるものはない。

「ここです」

　燎子がひとつのドアの前で立ち止まり、ノックしてからドアを開けた。北斗に先に行けと手で示す。

「その話は終わってからね」

「お、おう」

　その声音に少し苦笑めいたものが感じ取れ、北斗は自分でも意外なくらい返事が弾んだ。それに釣られたように、燎子が小さく笑ったようにも見える。が、確認する余裕は与えられなかった。

「キミが北斗クンか。ようやく会えたね！」

　正面にいた女性が白衣の裾すそを翻ひるがえらせる勢いで向かってきたからだ。三〇代半ばで、細いフレームのメガネが鋭い。

「あの……」

　戸惑う北斗に女性は手を差し出し、強引に握手をする。

「ああ、自己紹介がまだだったね。ここの長をしている房ぼう島じま摩ま耶やだ」

「ようやく、というのは？」

　北斗の戸惑いに対して、摩耶はちらっと燎子に視線を向けた。

「話を聞いてからね、ずっと待ってたんだよ。一刻も早くその体を調べ、いや、会いたかったんだ」

「え？」

　不穏な言葉が聞こえたような気がして、北ほく斗とは思わず聞き返す。が、摩ま耶やはあえて無視したのか、燎りよう子こに向かって思い出したように言う。

「ああそうだ。燎子クン、焔ほむらクンが呼んでいたよ」

「わかりました。では。後でね」

　燎子は丁寧に応じると、最後に北斗とすれ違いざまに耳元でささやいた。

「さあ、秘密の話だ」

　ふたりきりになったところで、摩耶はにやりと口元を吊つり上あげる。

「燎子クンとはどこまで行った？」

「はあ？」

「若い男女がひとつ屋根の下で暮らしているんだ。なにもない方がおかしいだろう？」

「なんにもない」

「たった今、意味ありげに『後でね』なんてささやいていたではないか。そう、まるで銭湯の外で待ち合わせる恋人のようだったぞ」

「いつの時代の人間だ、あんた！　連れてきたんだから、後で合流して帰るのは当たり前だろ」

　北斗の答えに摩耶はハアッとため息を漏もらした。

「う～ん、いけないね。若い男がそんな無欲なことでは。そうか、昔流は行やった草食系とかいうやつか、キミは」

「なんなんだ、あんたは!?」

「だから、所長だよ」

　腕うでを組んでふんぞり返る摩耶。白衣の下の胸がこれ見よがしに強調されて、思わず北斗は視線をそらしてしまった。

「それで、あんたも位相術士エクスフエイザーなのか？」

「いや、私はそれを研究する側だ。だから、キミにはとても興味がある」

「どうして？」

「なるほど、自分のことをまったく知らないということか。無理もない。しかし、私は、いや、ＮＥＭＯは生まれた時からキミを知っている」

「どういうことだ？」

　北斗は言葉の意味を探るように摩耶を凝視する。

「その話をする前に調べたいことがあるんだ。移動しよう。ああ、携帯なんかはそこに置いておきたまえ。電磁波が悪さをするかもしれない」

　摩耶がテーブルを示し、北斗はポケットからスマホを出して置く。摩耶はめざとくストラップについたフィギュアに気づいた。

「初代ねもたんではないか。珍しいものをつけてるな」

「知ってるんですか？」

「一〇年前にキャンペーンで配ったものだよ。不評ですぐに今の二代目になったがな。初代は今じゃプレミアつきだぞ」

「へえ……」

　北ほく斗とは入り口にあった丸っとしたキャラを思い浮かべて、その違いに驚いた。このフィギュアと同じキャラとは思えない。あれじゃわかるわけがない。

「こっちだ」

　摩ま耶やは北斗を手招いて、入ってきたのとは反対側にあるドアに手を当てた。ピッと音がして、ドアが横に滑すべる。

　その向こうに広がっている光景に、北斗は息をのんだ。

「ここは……」

　地下とは思えない。まるで工場のような広い空間だ。そこに様々な機械が設置されている。北斗がいるのはその空間を見下ろす通路だ。手すりが続き、その先に階段がある。

「ここがＮＥＭＯの研究所だよ」

　摩耶はそう言うと、階段に向かって歩き出した。北斗は後を追う。

「ここで位い相そう術じゆつを研究してるのか」

「そう。原理の基礎的な研究から始めて、術士の特性と特質の見極め、科学への応用などなどだよ」

「エネルギーへの変換もここで？」

「いやいや、さすがにあんなことがあったからねぇ。嫌がって中心部には置かしてくれないのさ」

「あんなこと？」

「ああ、キミは知らないことになってたんだね。失敬。忘れてくれ」

　摩耶の奇妙な言い回しが引っかかったが、北斗はまるでハリウッドのＳＦ映画のような光景に目を奪うばわれていた。もっとも、ＳＦ映画なら片隅で実験に失敗して爆発していたり、被験者がいきなりモンスターになったりするんだろうが、そんな様子はない。研究者たちはモニターにつきっきりだったり、ホワイトボードを前に数人で論じ合ったり。地味だ。

　ふと摩耶を見て違和感を感じた。周りにいる研究者は作業衣のようなツナギを着ている。誰ひとりとして白衣を着ていない。

「どうして、あんただけ白衣なんだ？」

「これか？　私が好きだからだ。研究者・科学者といったら白衣に決まっているじゃないか？　なのに、ここの連中は動きにくいからと言って着ようとしない。様式美を理解しない連中だ」

「様式美、ですか……」

　この所長って美人だけどヘンなヤツだと北斗は思った。

「私たちはキミを待っていたんだよ、加か茂も北斗クン」

　その苗みよう字じを聞いて、北ほく斗との顔が険しくなった。硬い声で否定する。

「俺は久く我が北斗だ」

「それでも、キミが加か茂も蒼そう空くうの息子だという事実は変わらないよ？」

「俺と母さんを置いてどこかに行ったヤツなんて親じゃない。って、なんであいつの話が出るんだよ!?」

「隠していたのだから知りようがないわけだが、加茂蒼空はＮＥＭＯに所属していた」

「は？」

　北斗は意味がわからないというように聞き返す。

「位相術士エクスフエイザーなんだよ、キミの父親は」

「……なんだって？　どんな力だ？　《特質》は？　強いのか？　それに──」

　目を見開いて身を乗り出した北斗は矢継つぎ早に質問を繰り出した後、我に返ったように激しく首を振った。

「いや、そうじゃない！　あいつがどこにいるか知ってるのか!?」

「会ってどうするつもりなのかな？」

　摩ま耶やは興味津々の体で訊きく。

「決まってるだろ。母さんの墓に引きずっていって謝らせてやるんだよ！　どれだけ苦労させたって思ってんだ、あいつ!!」

「なるほど。それは見物だな」

　なにか想像したのか、摩耶がくっくっくと喉のどの奥で笑った。

「それで、どこにいるんだ、あいつは？」

「残念ながら、私たちも把は握あくできていない。一〇年前に行方をくらませたままさ」

「俺たちの前から消えたのと同時ってことか……」

　北斗は歯をぐっと噛かみしめた。

「加茂蒼空は極めて有能な位相術士エクスフエイザーだ。世界に数人しかいないトレブルなんだよ」

「世界に数人……あの親父おやじが？」

「しかも、キミの場合は──いや、それはまだいいか。とにかく、私たちはキミを待っていた。それは事実だ。とにかく、キミの能力を確認させてくれないか？」

「確認って、どうするんだ？」

「機械で調べるだけだよ。なにもしなくていい」

　摩耶は軽く言うと、一台の機器の前に歩み寄った。

「さて、これが特質測定器エーテルスキヤナーだ。特質については聞いたか？」

「火とか水とかいうヤツか？」

「そうそう。アリストテレスのいう四し大だいと呼ばれる要素──地水火風のどれかを持っている。人によってはふたつ、あるいは三つの場合もあるが、九割以上は一つだけのシングルだ。ちなみに、二つがデュアル、三つが──」

「それは聞いた。そういや全部入りはないのか？」

「クアッドかい？　ないね。少なくともそういう例は記録がない。有史以来ね」

「複数持ってる人は、どうしてそんなに少ないんだ？」

「一口に言うと、肉体への負担かな。機械で言うなら複雑な機構ほど壊れやすいって感じでね。寿命も短い傾向がある」

　そう言うと、摩ま耶やは白衣のポケットから三角柱のプリズムを取り出してテーブルの上に立てて置いた。

「これが人間の体の中にあると思いな。光を当てるとどうなる？」

「屈折して七色に分かれる」

「正確には七色ではないが、それはいい。大おお雑ざつ把ぱに言えば、それがエーテルと特質ということだね。七色に分かれるんじゃなく、四つの特質を持って出てくるわけだが」

「ええっと、つまり、体の中にプリズムみたいなものがあって、エーテルを取り込んで、プリズムを通して位い相そう術じゆつを使うってことか？」

「ほう？　理解が早いね」

　メガネの奥からキラキラした目が北ほく斗とを見る。

「エーテル自体には力はないのか？　電気ならモーターを動かしたり、明かりを灯ともしたりするのが、そのプリズムを通した状態だろ。でも、電気はそのままで感電させたりできるじゃないか」

「いいねいいね」

　摩耶はますます興奮した声を上げた。

「それこそ最大の謎なぞだよ。アリストテレスはエーテルが五番目の元素だと考えていたらしいが、そうすると単独で力を発揮してもいいはずだ。しかし、今までそれに成功した例はないんだよ」

「で、この浮かんでるエーテルを体に取り込んでプリズムに──」

　北斗が宙を漂ただよう白い光の帯を目で追うと、摩耶はさらに目を輝かせた。

「エーテルが目視できるのかい!?」

　摩耶が北斗に身を乗り出す。

「ええっと……今もそこにひらひらと」

　北斗は見回して近くを漂っている白い光を指さした。

「実験で漏もれたんだな。で、いつから!?　どんなふうに見える!?」

「え？　こないだ初めてエーテルが体に入った時だと思う。見た目は光る白い帯……かな」

「確かにエーテルの目視は複数の文献で報告がなされてるんだけど、主観的な情報しかないから検証が難しくて、あくまでも参考事例としての記載に過ぎないんだよね。北斗クンの表現も文献で三人が使ってるね。他には白い糸とか雲、霧きりなんて表現になってる」

　タブレット端末で資料を見ながら摩耶はうんうんとうなずいている。

「で、そのプリズムってどこにあるんだ？」

「取り込まれたエーテルが体の中心、つまり、体幹に向かっていくのはわかっている。だから、プリズムに相当するものも体の中心──へその辺りにあると考えられている」

「って、わかってないのか？」

「物理的なものじゃないから、術者の体を切り刻んでも、そんなものは出てこないし、術者に訊きいてもはっきりとした証言はないからね」

　摩ま耶やは科学者のくせに科学的とは言いがたいことを平然と言う。

「位い相そう術じゆつを相手にする場合は、あんまり厳密にやるのは禁物さ。まともな科学者には相手にされない分野だしね」

　あんたはまともじゃないのかと訊こうとして、北ほく斗とは思いとどまった。それは見ればわかる。

「それじゃ、検査しようか」

　摩耶は楽しそうに笑いながら、指を鳴らして合図した。その様子はどう見ても悪の組織の女幹部だ。

　作業服を着た男がやってくると、北斗はパンツ一丁にさせられた上、センサーをあちこちに貼はりつけられた。

「なかなかいい体してるねえ」

　摩耶がつつっと人差し指で北斗の腹筋をなぞる。

「セクハラ親父おやじか、あんたは！」

「それじゃ、気を楽にしてね」

　摩耶はそう言うと、北斗を円筒形のカプセルに入れて密閉した。

　それから二時間、真まっ暗くら闇やみの中で振り回されたり、電気ショックを与えられたり、拷問かと思うような経験をすることになった。さらには採血に検尿と、人間ドックと同じ基本的な検査をし、すべて終わる頃には昼を過ぎていた。

「結果が出たら連絡するから。楽しみにね」

　摩耶がメガネの奥で目をキラキラさせながら手を振って送り出す。

　北斗は空腹のせいもあって、よろめきながら研究所の外に出た。
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「終わりましたか？」

　元の通路に戻ってきた北斗を見ると、ベンチに座って待っていた燎りよう子こがイヤフォンを外して顔を上げた。いつものiPodでヘヴィメタルを聴いていたのだろう。

「ああ……。そっちは？」

「報告書についてネチネチと、ね。一時間前には終わりましたが」

「先に帰ってもよかったのに」

「そういうわけにはいきません」

　まだお嬢様モードのままだと北ほく斗とは内心でため息をついた。このままずっとこれで通すつもりだろうかと思うとげんなりする。

　その時、

「あ、北斗クン！」

　どこか弾んだ声がした。

　廊下を小走りにやって来るのは天あま吹ぶき焔ほむらだ。

　なにを言われるのかと身構えた北斗に、焔は神妙な顔つきで頭を下げた。

「先日は失礼なことをしてしまった」

「は？」

「夕方で顔がよく見えなかったからさ。キミだとわからなかったんだ。こうしてよく見ると、父上によく似ているよ」

「どっちかっていやあ、母親似だって言われるけどな」

「そうかな？　目元なんかお父様に似てキリッとしているよ」

「冴さえない顔って言ったのはどちら様でしたかしら」

　燎りよう子こがつぶやくのを焔はにらみつけると、北斗に手を差し出した。

「とにかく、これからよろしく！」

　焔は動かない北斗の手を半ば強引につかんで握手する。

「天吹さん、所長に呼ばれているんでしょう？　北斗、行くよ！」

　ムッとした顔になった燎子が奪うばい取るように北斗の腕うでをつかんだ。

「お、おい？」

　北斗はほとんど引きずられるように歩き出す。

「それじゃあ、また」

　焔が北斗に手を振り、燎子は北斗に返事をさせる余裕も与えずにビルの外に連れ出した。

「なんなんだ、あいつ？　急に親しげになって」

　北斗は気味悪そうにつぶやく。

　その表情を見た燎子は小さくプッと吹き出した。

「なんだよ？」

「やーめた！」

「え？」

「あんた相手のお嬢様ごっこ。面倒だし、こっちも気分悪いから」

　口調を元に戻し、燎子は笑った。それを見た北斗がホッとしたのが露骨に顔に表れ、燎子はすかさず釘くぎを刺す。

「でも、許したわけじゃないからね」

「わかったよ」

　わけもわからないまま機嫌を損ねられてるよりはマシだと北斗はうなずいた。いつかは話してくれるだろう。

「焔ほむらはあんたが恩師の息子だったって知って、慌ててフォローしてるのよ」

　燎りよう子こは肩をすくめた。

「恩師って親父おやじが？」

「所長から聞いたんでしょ？　伝説のトレブルの術者のひとり、加か茂も蒼そう空くう」

「ああ……信じられないけどな。燎子は親父のこと知ってたのか？」

「名前くらいは、ね。有名人だし。北ほく斗とのお父さんだっていうのは、実は……段ボール箱の中に加茂北斗って書いた封筒を見つけて……」

　燎子は盗み見して見つかった子供のように申し訳なさそうに答えた。

「ああ、役所から送ってきた書類か。母さんは加茂姓にこだわってたんだけど、俺はどうしてもイヤでね。母さんの苗みよう字じに変更したんだよ」

「一〇年前に行方不明なんだよね？　あの事件以来──」

　北斗の方を見た燎子は急に頭を押さえて言葉を切った。北斗の胸ポケットからぶら下がったねもたんを指さして声を荒らげる。

「それ！　見せないでって言ったよね！　どこかにしまって！　頭痛くなる!!」

「わかったわかった！」

　北斗は慌ててポケットのスマホをカバンに突っ込んだ。

「悪趣味なフィギュアなんかはずせばいいのに」

　こめかみを押さえながら、燎子はカバンを見つめる。

「そこまで嫌わなくたって。ユーホがくれたレアなフィギュアなんだぞ」

　それを聞いて、燎子は首をひねる。

「遊ゆう穂ほが？　そんなおかしな趣味してないでしょ。やっぱり嫌われてるのよ」

「そんなことはないだろ。六年ぶりなのに顔覚えてたんだぞ」

「あーそー。両想おもいでよかったね」

　妙に感情のない声で言うと、燎子はそっぽを向いてしまった。

「そんなんじゃないっての」

「違うの？」と燎子は明後日あさつての方向を見たまま、素っ気なく訊きく。

「違う」

「そっか」

　ちらっと横目で北斗を見た燎子はどこか嬉うれしそうに唇をほころばせた。そして、尋ねる。

「ところで、もう昼過ぎだけど、どうする？」

「なにか食いたい。倒れそうだ」

　北斗があまりに真剣に訴えたせいで、燎子は思わず吹き出す。

「笑いごとじゃないぞ。あれだけ体をオモチャにされてくたびれてんだ」

「ゴメン。あっちのビルにファミレスがあるから、そこまで倒れないでよ。運ぶの大変なんだから」

「助かった。這はってでも行くよ」

　大おお仰ぎような仕草で腹を押さえる北ほく斗とを見て、燎りよう子こは釣られて笑った。




　ランチの時間にぎりぎり間に合ったふたりはランチセットを頼み、食後のデザートとコーヒーで一息ついていた。

　こうしてるとデートみたいなんだけどなぁと、北斗は思う。そういうロマンチックな状況じゃないのが悔しい。次はこんなシチュエーションじゃなく、もちろん相手もこいつ以外なら完かん璧ぺきだ。

　とはいえ、と北斗は思う。

　こいつ、美人なんだよな。残念な性格すぎるけど。

　と、目を上げた燎子と視線が合った。

「なに？」

「なんでもない」

　北斗は反射的に視線をそらせる。

「わたしを見てた、とか？」

　燎子が身を乗り出してきた。

「まさか」

　笑いながら、北斗は窓の外を見た。図星を指されて視線の逃げ場を探したのだ。

　そこになにかが動くのが映った。窓の外をハエでも飛んでいるのかと思ったが、違った。向かい側のビルの壁面を黒い塊かたまりが登っている。見覚えのある姿だ。

「おい、アレ」

「なにごまかそうってしてんの？」

　じれったくなった北斗は燎子の背後に回り込んだ。

「な、なによ!?」

「じゃなくて、アレ見ろ」

　視線を指で誘導すると、ようやく燎子にも意図が伝わった。

「アザーズ!?」

「だよな？」

「こんな昼間から堂々と出るなんて……」

「っていっても、そろそろ夕方だけどな」

「陽ひが昇ってる間に出てきたって報告がないの。別位相界との繋つながりが出来やすいのが夜だって研究もあるくらいよ」

「だったら、勝手に出てきたんじゃなくて──」

「召しよう喚かん士し!?」

　燎子は言うが早いか駆け出していた。

「お、おい！」

　北斗はもう一度アザーズの様子を確認して顔色を変えた。

　アザーズが登っていたのはショッピングセンターだったのだ。




　北ほく斗とは燎りよう子こに追いつき、同時にショッピングセンターに駆け込んだ。

「アザーズは最上階に向かった！」

　ふたりは揃そろって階段を駆け上がる。このショッピングセンターは地下一階から四階までが店舗で、地下二階と三階、それに五階と六階は駐車場になっている。

　最上階の駐車場へ通じるドアは開け放たれていた。そこへふたりは慎重に足を踏み入れる。

　土曜なのでそれなりに客も多いのだろう。車も半分くらいは埋まっている。その上、節電のためか、あまり明るいとはいえない。つまり、身を潜ひそめる場所も多いということだ。

　カッ……カッ……

　かすかな足音が聞こえ、北斗は緊張に身をすくませる。燎子はスカートの下からエクスパイルを取り出して身構えた。

　足音を頼りにふたりは後を追う。中央付近の軽自動車が何台か固まってる辺りだと目星をつけたその時、チャイムが鳴り響き、アナウンスが聞こえてきた。

「迷子のお知らせです。婦人服売り場で真っ赤なスカートをおはきになったはるかちゃんという──」

　完全に足音はかき消され、アザーズがどこに行ったかわからなくなった。

　こんな時に迷子になるなと悪態をつきながら、北斗は車一台分離れた燎子に目で問う。しかし、燎子もわからないと首を振った。

　周囲を見ながらゆっくりしゃがみ、北斗は車の下をのぞき込んだ。タイヤの陰からなにか見えないかと探る。

　その時、数台離れた辺りで影が動いた。

「いたっ！　その緑の車の向こう!!」

　北斗は叫ぶと、跳ね起きる。北斗より近くにいた燎子が先に駆け出した。

　瞬間、真横の車の屋根からアザーズが北斗に飛びかかった。

「いつの間に──」

　とっさに爪つめから身を守った北斗は、別のアザーズが車の屋根から屋根へ跳んで燎子に向かうのに気づいた。一匹ではなかったのだ。

　が、助けに向かうどころか、北斗は両手両足の爪と牙きばをむき出して暴れるアザーズ相手で手一杯だ。

「燎子様っ！」

　叫びと共に飛び出してきたのは十じゆう三ぞうだった。エクスパイルを宙に刺すと同時に、

「《氷ひよう槍そう》！」

　短く声を上げた。エーテルを取り込み、術に移行するまでが燎子よりも遥はるかに素早い。

　真上から落ちてきた氷柱つららがアザーズを貫き、コンクリートの床に落ちる寸前、消滅した。アザーズの姿も霧きりのようにかき消える。

「十じゆう三ぞう！」

　燎りよう子こは視線の先を示し、十三はなにも言わずに緑の車へ駆けていった。

　しかし、それより先に車の陰から男がひとり歩いてきた。

　買い物袋を抱えた男は落ち着き払って腕うでを一いつ閃せんした。

　呪じゆ文もんのようなものや術の名前などを口にしたわけではない。しかし、北ほく斗とには緑と黄の光がアザーズに向かうのが見えた。

　次の瞬間、男に向かっていった一匹はその場で凍りつき、北斗を襲おそっていた一匹は地面から突き出した岩の槍やりに貫かれた。北斗がアザーズを放ほうり出すと、瞬時に消滅する。

「中なか屋やさん！　助かりました。ありがとうございます」

　燎子が男に頭を下げる。

「その人は？」

　起き上がった北斗の問いに燎子が答える。

「中なか屋や毅つよし、わたしたち戦闘班のリーダーよ。別名《鳴めい動どうの毅》って言って、地と水、デュアルの位相術士エクスフエイザー」

　戦闘班というイメージからはかけ離れた柔らかい印象の男だ。三〇代半ばで、サラリーマンの休日といったラフな格好、それにネギが突き出した買い物袋を抱えているのも、その印象を強めている。

「これはどういうことなんだ？」

「任務ではないのですが、ここにアザーズが入るのを見つけたので追ってきました」

「こんな昼間にか」

「はい」

「非番で買い物に来たんだが、ひとりでよかったな。妻や子供がいたら記憶処理しなければならないところだった」

　中屋はそう言ってエクスパイルをジャケットに仕し舞まった。

「燎子、ちょっといいか？」

　北斗が気づいたことを言おうとしたが、中屋が急に視線を鋭くした。

「彼は？　見ない顔だけど」

　燎子がしまったというように顔をしかめて答えた。

「加か茂も蒼そう空くうの息子です」

　それを聞いた途端、はっきりと中屋の表情が強こわばった。

「キミがそうか。しかし、覚えておけ。誰もがキミを歓迎するわけではない」

　思いがけなく強い口調で言われ、北斗は言おうとしていた言葉を飲み込んだ。

「この件は私から報告しておく」

　中屋はハッチバックの車に乗り込むと、その場を後にした。

　ムッとした顔の北斗は車のテールランプを見送る。

「なんなんだよ……」

「色々あるみたいよ、あんたのお父さん。わたしの入る前の話だから知らないけどね。まあ、気にしないで」

　言いにくそうにする燎りよう子こ。

「ところで、さっきはずいぶんいいタイミングで出てきたけど、ずっと尾つ行けてたのか？」

　冷やかすような北ほく斗との問いに当然のように十じゆう三ぞうは答える。

「それが私の仕事ですから」

「まさかと思うけど、俺の家も見張ってるのか？」

「はい」

「それ、ストーカーだろ……」

　北斗は呻うめいて、ハッと気づいた。

　もし、燎子を襲おそったりすれば、即座にこいつに殺やられてた。そう考えて、燎子が同居することになんのためらいもなかった理由がわかった。

　俺の理性を褒ほめてやろう。

　真剣にそう思った北斗である。

「で、なにか言いかけてたよね？」

　燎子が尋ねる。

「ああ。さっきのアザーズから鎖くさりが伸びてたから、操ってる召しよう喚かん士しがいるぞ。向こうに伸びてた」

　北斗は鎖が続いていた方向を示す。そこには通路が続いており、隣の建物に繋つながっているようだった。

「この奥はなんだ？」

「コンサートホールよ。一五〇〇人収容の大ホールがあるわ。この地域じゃかなり大きいホールね。他に小ホール、会議室とか」

「詳しいな」

「ちょっとバイトをね」

「バイト？」

「好きなバンドがたまに来るから」

「ヘビメタの？　こんなとこに？」

「ヘヴィメタルだって言ってるでしょ。地方都市だとこういうホールにも来るの」

　燎子に断定的に言われ、北斗は納得させられた。

「ここまで来たんだから確認しましょ」

　燎子は階段に向かって歩き出す。

「本部に連絡すべきでは？」と十三。

「確認するだけよ」

「罠わなかもしれません」

「上等じゃない」

　振り返った燎りよう子こは不敵に笑った。

「生徒会室で襲おそってきたヤツに会えるなら好都合よ」
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　駐車場からつながっているのは、会議室などのあるカルチャーセンターだった。休館日なのか、照明も落とされ、人の気配もない。

　階段を降りていくと、三階が大ホールの入り口になっていた。

「薄気味悪いな」

　つぶやきながら北ほく斗とがホールのドアを押し開ける。

　中は照明が点ついていなかった。廊下のかすかな明かりが開けられたドアから漏もれてくるだけだ。それでも目が慣れてくると、客席の様子が見えてきた。

　総席数一五〇〇席──正確には二階席もあるので一階は一〇〇〇席くらいだろうか。扇おうぎのように配置された座席が前のステージに向かってゆったりとスロープになっている。

「いくら休館でもこんなに暗くて人気がないもんか？」

「違います。結界です」

　エクスパイルを構えた十じゆう三ぞうが当然のように否定した。見れば燎子もすでにエクスパイルを握にぎっていた。

「ってことは……」

　北斗は薄暗いホールを見渡した。

　なにかがいる。気配からそれは感じ取れた。

「あれは……」

　客席から二〇条じようほどの細い鎖くさりがステージの方に向かって伸びていた。まるで鵜うを束ねる鵜う匠しようがそこにいるような──。

　鵜匠の訳はない。召しよう喚かん士しだ。そして、ここには二〇匹ほどのアザーズがいる。

　北斗がステージに視線を向けると、奥から人影が歩み出してきた。

「おいおい、なんでこんなトコに人が入ってきやがんだ？」

　金色に染めた髪をツンツンに立たせたジーンズ姿の長身の男が不機嫌そうに吐き捨てた。

「天てん山ざん!?」

　燎子が真っ先に気づいて名前を叫ぶ。

「なんだ、てめえら、あの時の──」

　セリフを遮さえぎり、燎子が割り込む。

「あんたの父親はどこ!?」

「……親父おやじだと？」

　天山の表情が歪ゆがんだ。不快感だけではなく、怯おびえのようなものも潜んだ感情。はっきりと身を固くするのが見て取れた。

「そうよ。あんたになんか用はないの。宗そう玄げんの居場所を教えなさい！」

　燎りよう子この詰きつ問もんに天てん山ざんの表情が殺気に満ちた。

「……このオレに用がないだとぉ？　ふざけるなっ！　てめえらはこの場で肉にく塊かいにしてやる!!　アザーズども、殺やれ！」

　天山の叫びと同時にざわっとホール中がうごめいた。

「来ます」

　十じゆう三ぞうがささやく。

「気をつけろ。二〇匹くらいいるぞ」

　ささやき返す北ほく斗と。

　が、次の瞬間、北斗は絶句した。一〇〇〇席もある一階の座席すべてからアザーズが身を起こしたのだ。背もたれに長い前まえ肢あしをかけ、跳とび越こえて一斉に向かってくる。

「ええっ!?　なんだよ、これ!?」

　北斗は思わず声を上げる。

「数も数えられないのですか」

　十三は感情の乏しい声で責めるや、素っ気なく術の名をつぶやく。

「《霧む縛ばく》」

　その一声でホールの中にカーテンのように霧きりが広がり、そこに触れたアザーズたちの動きが止まる。

「今のうちにドアを──」

　北斗が声を上げた時、天山はエクスパイルを突き刺し、エーテルを取り込み始めた。

「地の飢えに食らわれるがいい！　発・震──《究極地裂アルテイメツト・クエイク》!!」

　天山の叫び。

　北斗には黄色い光が伸びるのが見えた。だが、これまでに見た一本ではなく、まるでレーザーを瞬時に薙ないだようにホールいっぱいに広がっている。

「ヤバい！　このホール全部狙ねらってるぞ!!」

　北斗は声を上げ、燎子の腕うでをつかんでホールから飛び出した。十三も後に続く。

　直後、ゴウッと地鳴りのような音が聞こえた。バリッともバキッともつかない破壊音が同時に大量発生。三人が壁側に転がってやり過ごした次の瞬間、座席の破片やアザーズの肉塊が入り口から大量に吐き出されてきた。

「アザーズごとか!?　とにかく逃げるぞ！」

　玄関を目指そうとした北斗だが、燎子に腕をつかまれた。

「ここで全滅させるわ」

「正気か!?」

「こんな真っ昼間の街にあんなのが出たらどうなると思う？」

「結界があるんじゃないのか？」

「天てん山ざんが張った結界ならあいつが無効にできるでしょ。それにあんな緩ゆるい結界なら無視できるわ」

　自分たちのようにと説明されなくてもさすがに北ほく斗とにも理解出来た。

「……わかった。どうするんだ？」

　北斗がうなずいた途端、燎りよう子こは用済みだとばかり北斗の手を放ほうり出し、さっさと背を向けて駆け出していた。

「それじゃ、行くわよ」

　背中越しにそれだけ言い、燎子は階段を駆け上る。

　追ってきたアザーズが壁を伝い、飛びかかってきた。北斗は殴り飛ばし、後ろの十じゆう三ぞうに訊きく。

「さっきの術で動きを止められないのか？」

「《霧む縛ばく》はこのような広いところでは効果が薄れます。攻撃するにも数が多すぎます。私の術も、燎子様の術も狙ねらい撃うちが得意なのです。二〇体ならともかく、あれでは」

　十三は状況に相応ふさわしくない淡々とした口調で応じる。最後のセリフには若干の皮肉も混じっているだろうか。

「本当に二〇くらいしか鎖くさりは見えなかったんだよ」

　北斗が言い返した時、燎子が足を止めた。三階にある関係者専用と書かれたドア。

「ここからステージ上に行けるわ。十三、ここ守って」

　言うが早いか燎子はドアを開け、中に滑すべり込む。十三はエクスパイルを突き立て、迫って来るアザーズに備えると、北斗に早く行けと合図した。

　北斗が燎子の後を追ってドアをくぐると、そこは真っ暗な空間。舞台の照明係などが使う細い通路は天井からワイヤーで吊つるされ、まるで吊つり橋ばしだ。進んでいくと、燎子が足を止めて下を指さした。

　ステージ上──斜め下に天山が見えた。高さは八メートル。

「力を貸して」

　燎子の言葉に北斗は息をのむ。生徒会室でやったのと同じ威力の術を放つということだ。それを食らえばどうなるかくらい北斗にも理解出来る。

「あいつを……殺すのか？」

「当たり前でしょ。それとも、あなた、あいつに殺されてあげる？」

　ズバリ訊かれて北斗は言いよどむ。

「……殺さなくても、傷を負わせるとか」

「どっちの方が残ざん酷こく？　それに生半可なことしたら、反撃がもっとひどくなるわよ。そうなったら巻まき添ぞえになる人が増えるかもね」

「……そうか」

　北斗はごくりとツバを飲み込んで、燎子にうなずく。

「一気にケリをつけてくれ」

「でないとこっちが殺やられるわ」

　燎りよう子こは真下の天てん山ざんに左手で狙ねらいをつけながら、エクスパイルを突き立てた。

　流れ出したエーテルが北ほく斗との体にも入り、軽いショックを感じる。ちょうど、へその辺りに熱い塊かたまりが入ったような感覚。燎子の制服をめくり、シャツの裾すそを引っ張り出した。

　生徒会室で同じことをしたにもかかわらず、不意に女の子の服を脱がしてるという自分を意識してしまった。暗がりだからというだけで鼓こ動どうが速くなるのを抑えつけ、シャツの裾から左手を突っ込んで、戦闘服エーテルスーツの隙すき間まに手のひらを押し当てる。緊張のせいか、燎子の肌にはうっすらと汗が浮かんでいた。

　後はこのまま燎子が術を放つのを待つだけだ。

　が、その時、北斗の背中にドンッと衝撃が走った。同時に肩に鋭い痛み。

　何が起こったのか、北斗にはとっさにわからなかった。前に押し倒され、右手で手すりをつかもうとしたが、間にあわない。マズいと思った時には燎子の背中を押していた。

「えっ!?」

　術を放つ寸前だった燎子は狙いを狂わせた。

　放たれた炎の塊はこともあろうに北斗たちが立つ通路に叩たたきつけられてしまった。

　スチール製の通路は炎を食らって瞬時に赤熱し、ぐにゃりと溶ける。通路を天井から吊つるしていたワイヤーも溶け、足元をグラリと揺らす。

　北斗はなんとか手すりをつかみ、術を放ったばかりでぼうっとしている燎子の腰に腕うでを回して抱え込んだ。ヤバイヤバイヤバイと無意味な言葉が頭の中で駆け巡る。

　眼がん下かでは通路を食い破った炎が直撃したステージが燃えている。天山がどうなったかわからないが、北斗にそれを確認する余裕はなかった。

「大丈夫か!?」

「大丈夫なわけないでしょ！」

　北斗の問いに燎子は言い返した。エーテルを流し込まれたショックでまだ少し朦もう朧ろうとしているがこれなら大丈夫だろう。

「とにかく、十じゆう三ぞうの方に戻──」

　北斗は最後まで言い終えることができなかった。ガタンッと通路が落ち、足元がいきなり消失した。フワッと体が浮いたかと思ったら、手すりをつかんでいた右手が引きちぎられそうな衝撃。

　足場は消きえ失うせていた。正確には北斗の目の前にぶら下がっている。さっきまで立っていた通路は折れて垂直に垂たれ下がっていたのだ。北斗は手すりにつかまってぶら下がってる状態だった。

　北斗の右腕にはふたり分の体重がかかっている。いくら燎子が軽くても合計一一〇キロ超。しかし、手を離せば真っ逆さまだ。足が折れるくらいならマシな方である。

　と、ふいっと体が軽くなった。燎子が自分で手すりにつかまったのだ。

「助かった、五〇キロ分……」

「そんなにないわよ！」

「服の分も入れたらそんなもんだろ」

　肯定の声も否定の声もない。

「降りられるか？」

「なんとかする」

　そうは言っても、ステージまで六メートル。しかも、真下にこそ炎はないが、燎りよう子この攻撃でステージは燃えている。落ちどころが悪ければ怪け我がと火傷やけどの危険がある。いや、ぶら下がってる北ほく斗ともすでに熱を感じていた。吊つるされた焼き豚状態だ。

　燎子は手すりをハシゴ代わりにして降り、一番下まで来ると手を離した。通路が一瞬反動で跳ね上がり、北斗は冷や汗が出るのを感じた。

「大丈夫よ」

　燎子の声で北斗も手すりに足をかけて降り始めた。

　その時、上方からカツンカツンとイヤな音がした。恐る恐る北斗が見上げると、天井や壁にアザーズがびっしりへばりついていた。さっき肩を襲おそってきたのはこの一匹だったのだ。

「無様だなぁ。姑こ息そくな手段なんぞ使ったら我が身に跳ね返るんだぜ？　オレが手を下す必要もなさそうだし、とっととアザーズどもに引き裂かれてろ！」

　ステージ上から天てん山ざんの勝ち誇ほこった哄こう笑しようが聞こえた。

　アザーズは十じゆう三ぞうが守っていた入り口ではなく、天井を這はってきたのだ。

「くそっ……」

　襲われた北斗の肩が今になって痛み始めた。つかまってるのが辛つらくなってくる。

　いちかばちかで手すりを滑すべり降り、終端で手を離す。着地と同時にかなりの衝撃が足からジーンと伝わってくる。

　その途端、北斗の頭上でガチャンと派手な音。つかまっていた通路が跳ね上がり、そのショックで通路が外れたのだ。

　北斗はとっさにステージ奥に飛びのく。

　通路のスチール板は北斗のすぐ前に落ちて盛大に跳ね回ったあげく、ステージから退場した。

　燎子の攻撃と通路の落下でステージは破壊されていた。大きな穴が空き、炎が緞どん帳ちようにも燃え移っている。さらにアザーズの群れが破壊された客席と天井を伝って壁からもにじり寄ってきた。

　北斗と燎子は炎とアザーズに迫られ、ステージの奥へと追い詰められた。

「さあ、逃げ場はないぞ。どうすんだぁ？」

　勝ち誇ったいやらしい笑いを浮かべる天山。

「なにか手がないのか？」と北斗は燎子を見る。

「どうして、わたしに訊きくのよ？」

「プロなんだろ？」

「わたしだって、ここまで派手なのは初めてよ！」

「そうなのか？」

　驚いた北ほく斗とが燎りよう子こを見る。

　と、その時、頭上でギシッとなにかが軋きしむ音。同時に炎の前に黒い影が飛び降りてきた。

「《爆流》」

　すっと腕うでを伸ばし、静かに告げたのは十じゆう三ぞうだった。その背後からいきなり水の壁が現れた。六メートルの高さから一気に雪な崩だれ落ちた津波が甲かん高だかい音を上げて炎を消し、アザーズたちを飲み込んで一気にステージ下まで押し流す。

　天てん山ざんはとっさに作った岩の陰で水をやり過ごしていた。しかし、飛沫しぶきを盛大にかぶってビシッと固めてあった髪は力なくしおれる。

「やってくれやがったなぁ……」

　髪を指でかき上げ、目の前に立つ十三に視線を向ける。ステージ上にはライトなどなかったが、炎のせいで十三の姿がはっきりと見えていた。天山の目が見開かれ、十三を凝視する。

「……おまえ……、まさか……」

　声にならない声でかろうじてささやく。

「私を知っているのですか？」

　十三の声に珍しく感情のようなものが混じる。

「し、知らねえよ！　知ってるわけがねぇ!!　まとめて始末してやる！」

　激高のあまり声を裏返らせた天山はエクスパイルを目の前の空間に突き立て、まるでナイフのように一文字に切り裂いた。

　カーテンを破ったように、空間がめくれ上がった。その向こう側には奇妙にねじれた光景が見える。暗がりなのに妙にはっきりと浮かび上がるのは、この世界にないなにかが蠢うごめくめまいを催もよおす光景。

「まさか、あれが……」

　北斗のつぶやきに燎子が緊張した声で答える。

「……召しよう喚かん術じゆつよ」

　天山は躊ちゆう躇ちよなく右手を異質な空間に突っ込み、ニヤリと笑う。

「こいつらだけで充分だと思っていたが、仕方ねぇな」

　次に起こったことに北斗は思わず驚きよう愕がくの呻うめきを上げた。しかし、他の誰も気づいていない。北斗にしか見えない光景だった。

　裂け目に突っ込んだ天山の腕から鎖くさりが伸びた。太い。周りにいるアザーズとの間を繋つなぐヒモのような鎖など比較にならない。燎子と十三の間に繋がった鎖と比べても倍はある。つまり、相手の力が強いほど鎖も太くなるということだろう。だとすれば、この向こう側にいるアザーズは……。

「これは強い力を感じます」

　十じゆう三ぞうが緊張した声を上げた。顔は無表情のままなのが、逆に深刻に聞こえる。

　北ほく斗とたちはステージから客席に飛び降り、破壊された座席の残骸の間で身構えた。

　黒い亀き裂れつからまず出現したのは白い前脚。次に肉食獣の頭部。

　出現と同時に、周囲にいた小さなアザーズが一斉に潮が引くようにホールの隅に逃れた。

「……な、なんだ、こいつ!?」

　小さなアザーズしか見たことのない北斗は言葉を失った。

「わたしもこんなの見たことない……」と燎りよう子こが顔を強こわばらせる。

　現れたのは見事な毛並みをした白い四本足の獣だった。体長では天てん山ざんの三倍、体重では五倍はありそうな巨体。しなやかな体は音もなくステージに降り立ち、最後に大きなシッポが亀裂からするりと抜け出す。大きすぎて全体が見えない。

「レベル４の獣型ビーストなんて……」

　燎子の声はアザーズに圧倒されて震ふるえていた。

「レベル４って、まさか？」

「……そうよ。最強レベル。ほとんどこっち側に来たことがないくらいの化け物」

　燎子の答えに北斗はごくりとツバを飲み込んだ。位相術士エクスフエイザーでなくても圧倒的なパワーを感じられる。

「怯おびえろ！　絶望しろ！　このオレに刃向かったてめえらを呪のろえ!!」












　天てん山ざんは哄こう笑しようを放ち、北ほく斗とたちに指を突きつけた。

「殺やれ！」

　巨大なアザーズは爪つめをむき出した前脚をステージに振り下ろした。

　バキッと床がへし折れる。

　天山は破壊された足元の床をちらっと見て、さらに強い口調で命令する。

「貴様の相手は向こうだろうが！　オレに抵抗できると思うな。殺るんだ！」

　アザーズは歯を剥むき出だして天山をにらみつけた。そして、首の辺りをしきりに前脚で引ひっ掻かくような仕草をする。

「命令に抵抗してるんだ」

　燎りよう子こは目を見張った。

「抵抗できるのか？」

「召しよう喚かん士しの能力と同等以上なら抵抗どころか殺して自由になることもある。それが召喚の恐ろしいところよ」

　北斗はアザーズの動きを見て確信した。このアザーズは鎖くさりが見えている、あるいは感じられるのだと。

「鎖を斬きったらどうなる？」

「わからないわ。ひょっとしたら、それが自由になるってことかも。そうなったら、アザーズは天山の命令は聞かないわね」

「やるぞ」

「でも、こっちを襲おそわなくなるかどうかはわからないし、野放しになったら危険──」

　燎子が反論した時、巨体をくねらしたアザーズが人間の倍はある前脚を振り下ろし、最前列の座席を薙なぎ払はらった。重い座席が軽々と吹っ飛ぶ。

「そんな場合か!?　こっちが殺られるぞ！」

　アザーズはまだ天山の命令に従うか抵抗するか迷っているように前脚で破壊した座席を弄もてあそんでいる。明らかに不機嫌そうな唸うなり声ごえを上げていた。

「今殺られるか、逃げたアザーズに殺られるか。究極の選択ね」

　燎子は強こわばった表情でつぶやいた。

「なにをやってる!?　連中を食らえ！」

　心なしか青ざめた天山の命令に応じて、アザーズがゆっくりと北斗たちとの距離を詰めてきた。

「……わかった」

　燎子は意を決してエクスパイルを突き立て、左ひだり腕うでをアザーズに向かって伸ばした。北斗はその後ろから伸ばした左腕の先をライフルのように見る。

　噴ふき出だしたエーテルの輝きが燎子と北斗に吸い込まれると、ふたりは同時にビクッと震ふるえた。

　北斗の目には鎖がアザーズの首から大きく弓なりに伸び上がり、天山の腕に向かって降りているのが見えた。燎りよう子こには鎖くさりは見えない。北ほく斗とが燎子の腕うでをコントロールするしかないのだ。

「準備できたら言えよ」

　北斗は今すぐにでも術を放ちたい衝動を抑えながら、燎子の左腕を相手に向ける。アザーズが向かってくる中、自由の利かない大砲を向けている気分だ。

「……もう少し」

　燎子は小さく呻うめくように言う。

　アザーズは警戒するように北斗たちをうかがっていたが、一〇センチはある鋭い爪つめで瓦が礫れきと化した座席を蹴け散ちらしながら前に出た。

　すかさず十じゆう三ぞうが《霧む縛ばく》を放ち、アザーズの動きを遅くする。しかし、アザーズにはあまり効果がなかった。一瞬止まったが、すぐに動き出す。

　しかし、その一瞬で充分だった。

「ＯＫ」

　食いしばった歯の間から燎子が合図を絞り出す。

「撃て！」

　ライフルを撃つように照準を合わせた北斗が叫んだ瞬間、

「断ち切れっ！　発──集──《バーニングポイント》!!」

　燎子の叫びと共に放たれた炎の弾たまは一直線に飛んだ。巨大なアザーズの頭上で揺れ動いていた鎖だが、炎の方が振幅をものともしないほど大きかった。

　命中した瞬間、鎖はまばゆい閃せん光こうを放ち、直視に耐えられなかった北斗は反射的に目を閉じた。

　燎子は発射と同時にぐったりして北斗の胸にもたれかかり、荒い息を繰り返す。

「……やった？」

　燎子があえぎ声で尋ねる。

「ああ、鎖は切れた」

「召喚されたアザーズは？」

　周囲を確認しようとした北斗はステージ上で茫ぼう然ぜんと立つ天てん山ざんに気づいた。

「……貴様ら、なにをやった!?」

　天山はいきなり手て応ごたえのなくなった手を茫然と見つめていた。すでに空間の裂け目も閉じ、巨大なアザーズの姿はどこにもない。

「なにをしたっ!?」

　目を見開き、まるでなにかに襲おそわれるのではないかと落ち着きなく周囲を見る天山。

「くっ！」と、天山は身を翻ひるがえしてステージの奥に姿を消した。

「待ちなさい！　宗そう玄げんはどこなのっ!?」

　追おうとして立ち上がった燎子の足元に黄色い光がちょろちょろっと動く。天山の術だと気づいた北斗はとっさに燎子の腕をつかんでグイッと引き寄せた。

「なにす──」

　罵ののししりながら胸に飛び込んできた燎りよう子こを抱きとめ、北ほく斗とは体を回して燎子をかばう。

　次の瞬間、北斗は背中に衝撃を食らった。

　エーテルを初めて体に取り込んでしまった時に感じた衝撃ともまったく違う。全身がバラバラに分解されていくような激痛。耐えきれずに北斗の意識は飛んだ。

　薄れる視界に映ったのは、ホールに駆け込んでくる誰かの姿だった。

　そして、北斗は燎子の上にのしかかるように崩れ落ちた。




「なんだ、これは!?」

　ホールに駆け込んできた中なか屋や毅つよしは声を上げていた。これほどの惨状を目にしたのは初めてだった。しかも、まだ一〇〇匹以上のアザーズがうごめいている。

「中屋さん」

　ステージから飛び降りた十じゆう三ぞうが声をかける。天てん山ざんを追ったのだが、見失って戻ってきたところだった。

「奥おくか。後で説明してもらうぞ」

　中屋はそう言いながら、エクスパイルを空間に突き立てた。エーテルを吸収し、両手をアザーズの群れに向かって広げる。

「《零れい震しん》！」

　中屋の放った術により、アザーズの群れは一瞬で凍りつき、さらに襲おそいかかった震動によって粉砕された。

　これだけの数を一気に倒すのは十三には出来ない技だ。エーテルの効率のいい取り込み、術のコントロール、高い集中力などがなければ不可能だ。しかも、地と水を時間差で操っている。

　しかし、十三には中屋の術に感嘆の声を上げるよりも重要なことがあった。

「燎子様、ご無事ですか？」

　十三が燎子に駆け寄る。

　燎子は床に座り込み、力なくぐったりした北斗の体を抱きかかえて、十三を見上げた。

「北斗が……動かない……」

　破壊され尽くしたホールの真ん中で、燎子は茫ぼう然ぜんと声を上げた。
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　全身が重い。

　熱っぽくて息苦しい。

　体の中心に焼けた鉄の塊かたまりがあるようだ。そして、なにも見えない。目が開いているのかどうかもわからない。

　そんな長く続いた闇やみの中からスルッと抜けた時、目に入ったのは黒い髪だった。

　重いと思ったら、誰かが胸の上に頭を載せて寝ていたのだ。

　北ほく斗とは頭をもたげて相手の顔を見る。

「……燎りよう子こ？」

　長い髪が頬ほおに垂たれかかり、隙すき間まからのぞくうなじにドキッとする。

　綺き麗れいだな、と迂う闊かつにも北斗は思った。

「……またわたしを見てる……」

　寝ぼけた目で北斗を見返し、燎子がつぶやいた。ファミレスのことを思い出しているのだろうか。

「目を開けたら偶然おまえがいただけだ」

　どぎまぎしながら北斗が言い返すと、燎子は目を見開いて飛び起きた。

「じゃなくて！　気がついたんならそう言いなさいよ！」

「今起きたとこだって」

　北斗が体を起こそうとすると、燎子が慌てた様子でそれを押しとどめた。

「待って！　急に起きちゃダメ」

「え？」

「あんた、丸一日寝てたんだから」

　驚いた顔をする北斗に燎子が恐る恐る尋ねる。

「なにがあったか覚えてる？」

「……ええっと、ホールで天てん山ざんと戦って、でかいアザーズの鎖くさりを切って、天山がおまえを狙ねらったからとっさに──」

「天山の攻撃があんたの背中に当たったのよ。痛いところはない？」

　北斗はベッドの上で腕うでを回したり、腰をひねったりしてみた。

「大丈夫みたいだ」

　それを聞いた燎子の表情が一瞬泣きそうに歪ゆがみ、北斗は思わず視線をそらした。見てはいけないものを見てしまったような気分になったのだ。できるだけさりげなく話題を替える。

「えっと、ここって俺の家だよな？」

「ＮＥＭＯの医療班に見てもらったけど、外傷はないし、内臓も骨も大丈夫なんで、家に運んでもらったの」

「そっか。面倒かけたな」

「それは、まあ、わたしをかばったんだから、これくらいするわよ」

「品行方正な生徒会長様だからな」

「もちろんそうよ」

　燎りよう子こはなんとか笑みを作って応じる。

　と、ドアが開けられ、十じゆう三ぞうが顔を出した。

「ようやく気がつきましたか。燎子様はずっとつきっきりだったのですよ」

「十三、余計なことは言わない！」

　燎子が十三をにらむ。

「これくらいで恩を売ったなんて思われたくないから」

　十三は燎子の言葉にはなにもコメントせず、一言。

「ところで、久く我がクンにお客様です」

　声が終わるより早く、ばたばたと足音が聞こえてきた。

「ホクちゃん！　気がついたんだ～!!」

　息せき切って駆け込んできたのは遊ゆう穂ほだった。

「あ、燎子ちゃん」

　北ほく斗とより先に燎子に気づき、ぺこりと頭を下げる。

「俺は後回しかよ」

「元気そうでよかったよ～、ホクちゃん。燎子ちゃんを事故から守って道路に飛び出して怪け我がしたんだって～？　似合わないのに騎士ナイト役なんかするからだぞ～」

　遊穂はベッドの横に膝ひざをついて、北斗の頭をなでなでする。どうやら、そういうことになっているらしい。

「でも、燎子ちゃん助けたのは偉いよね～、うんうん」

「遊穂、わたしは隣りの部屋にいるから」

　燎子は生徒会長モードでそう言うと、立ち上がって自分の部屋に行こうとする。

「え～っと、それじゃあ、ご褒美に燎子ちゃんと一緒にご飯作ってあげるね～」

「え？　わたしは──」

「燎子ちゃんも騎士の頑張りに応こたえてあげないとダメですよぉ」

　強引に燎子の手を取った遊穂は、そこでベッドサイドに置かれたスマホに気づいた。

「ホクちゃん、これなぁに～？」と、ねもたんのフィギュアを指さす。

「おまえがくれたんだろ。引越前に」

「あたしじゃないと思うよ～？　だってだって、全然かわいくないもん」

　てっきり遊穂にもらったと思い込んでいた北斗は完全否定されて驚いた。と同時に、また謎なぞができて困惑する。

　それじゃ、これは誰にもらったんだ？

「じゃぁ、ちょっと待っててね～」

　遊ゆう穂ほは燎りよう子この手を取ってぱたぱたとキッチンに向かっていった。

「……大丈夫なのか？」

　北ほく斗とはどんな代物を食わされるのかと不安になった。




　意外にも真っ当な中ちゆう華か粥がゆ──鮭さけと菜っ葉入り──を腹に入れ、シャワーを浴びた北斗は着替えてリビングに戻った。燎子がインスタントのコーヒーを入れていた。

「飲む？」

「頼む。なんか、まだ頭がぼーっとしてる」

　北斗はまだ少し疲れの残る体をソファに投げ出した。

「ユーホと十じゆう三ぞうは？」

「帰ったわ」

　燎子が湯気の立ち上るカップを持ってくると、北斗の前に置いた。自分も向かい側に座って、コーヒーを飲む。

「そうだ。お粥かゆ美お味いしかったよ。ありがとう」

　北斗はブラックのコーヒーを一口飲み、礼を言った。

「……ほとんど遊穂がやったんだけど」

「ほとんど？　なにか手伝ったんだよな？」

「……菜っ葉刻んだ」

「ああ、あの切れずに連なってた葉っぱか」

「仕方ないでしょ！　料理は出来ないんだから!!」

　燎子がムッとしたように言い返すと、北斗は笑っていなした。

「まあ、いいだろ。俺が料理できんだから、どっちかできれば問題ない」

「な、なんで、あんたとわたしがワンペアみたいになってるのよ!?」

　燎子は顔を赤くして食ってかかる。

「なんでって、今は同居してるんだし。金ももらってるんだから」

　北斗はなにを動揺してるんだかわからないという顔でコーヒーを飲み干した。

「……そ、そうよね」

　カップを両手で包むように持ち上げた燎子は顔を隠すようにしてコーヒーを飲む。

　燎子は北斗の様子をチラチラと見ていたが、なにか決心したようにうなずいた。

「ちょっと外につきあって」

　立ち上がった燎子はレザージャケットに腕うでを通す。

「どこ行くんだ？　こっちは病み上がりだぞ」

「病気じゃないでしょ。ただの散歩よ。体動かした方がいいわ」

　どこに行くってんだといぶかりながら、北斗はマンションを出て後をついていく。方向は街の北側──駅のある方とは正反対の丘きゆう陵りよう地ちの方だ。時刻はまだ昼の三時。ホールの事件があったのはちょうど丸一日前ということになる。街には人が多い。

　北ほく斗とは気になっていたホールの事件について尋ねた。

　結局、あの後、中なか屋や毅つよしが来て、アザーズの群れは全滅させた。さすが、現在ＮＥＭＯでトップの実力を持つデュアルの術士だ。ホールはガス爆発ということになった。

　天てん山ざんの行方はわからないまま。

　そして、問題のレベル４の巨大なアザーズは、どうなったのかわからない。ただ、天山の様子から契約が成立しなかったのは確かだという。

「それじゃ、自由にこっちをうろついてるってことも……」

「ありうるわ」

「……ああ、最悪だな」

「あなただけのせいじゃないわ。少なくとも、この一日、事件は起きてないから」

　燎りよう子こは安心させるように笑う。が、北斗は心配そうに続けた。

「もうひとつ気になってたことがあるんだよな」

「まだあるの？」

「ホールにぎっしりいたアザーズって何匹くらいいたと思う？」

「さあ……。千近かったんじゃない？」

「だよな。でも、俺が見た鎖くさりはせいぜい二〇あるかないかくらいだったんだよ」

「数え間違いでしょ」

「二〇と千じゃ違いすぎだろ。数えるとかってレベルじゃない。それに、同じ種類のアザーズをあんなに召喚できるもんか？」

「それは……難しいと思う」

　北斗の言葉の意味を考えた燎子が顔色を変える。

「……まさか、こっちで増えたって言いたいわけ？」

「そう考えた方がいいだろ」

「召しよう喚かん術じゆつの専門家に相談してみるわ」

「取り越し苦労ならいいんだけどな」

　そう願うよとため息をつき、北斗は燎子に尋ねる。

「で、どこまで行くんだよ？」

「もうちょっと。リハビリにもいいでしょ」

　結局、燎子が足を止めたのは三〇分ほど歩いてからだった。距離にすれば二キロくらいだろうか。

「ここよ」

　燎子が示したのは高い鋼こう板ばんで遮さえぎられた一画。工事現場のようだが、トラックの出入りはない。かなりの長さに渡ってフェンスがあるようだ。

　燎子は警備員になにか見せ、入り口を開けてもらうと、北斗を呼ぶ。

「入って」

　ＮＥＭＯが管理してるということなんだろう。つまり、位い相そう術じゆつ関係の施設だ。

　そんなことを考えながら中に入った北ほく斗とは眼前の光景に息をのんだ。

「なんだ、これ!?」

　そこにはなにもなかった。

　見事になにもない空間。地面もなくなっていた。直径一キロもの穴が黒々と口を開けていた。

「なんなんだ？　クレーター？　隕いん石せきでも落ちたのか？」

「一〇年前までＮＥＭＯの研究施設があった場所」

「研究施設？　それで、こんな……どんな爆弾を使ったらこんな大きな穴が空くんだ？　まさか──」

　北斗がなにか思いついたように言葉を切った。が、燎りよう子こは首を振った。

「核爆弾じゃないわよ」

「だったらなんだ？」

「エーテルの暴走」

「暴走？」

「大規模な発電システムの実験初日。制御できなくなったエーテルが大量に流入し、エネルギーを解放した結果、炎の塊かたまりが出現した。その時、遠くから見た人はまるで太陽が出来たみたいだったって。この事故のせいで、計画は凍結。ようやく再開されたのは一昨年よ。この穴は原因究明のために調査されてたけど、今は放置されてる。埋めるのにもお金が掛かるから」

「そんなことが……」

　絶句する北斗に燎子は鋭い視線を注いだ。

「あなたは知ってるはずよ。一〇年前、この街にいたんだから」

「え？」

　驚いたが、考えてみればそのはずだ。知らない方がおかしい。事件当時は六歳だが、引っ越したのは一〇歳の時。話に聞くくらいはあってしかるべきだ。しかし、記憶からはその頃がすっぽりと抜け落ちていた。

「覚えて……ない」

　茫ぼう然ぜんと答える北斗だが、燎子は意外そうな顔はしなかった。

「やっぱり、あなたも記憶を消されてるみたいね」

「あなたもってことは、燎子もか？」

「多分、ね」

　燎子は曖あい昧まいにうなずいた。

「事故があった日、ふたりの術士がＮＥＭＯから姿を消した。雁かり屋や宗そう玄げんと加か茂も蒼そう空くう。ふたりともＮＥＭＯのトップで、数少ないトレブルの術士。どちらも古い術士の家柄よ。そして、事故が起こった。多くの術士と研究員が巻まき添ぞえになったのよ。中なか屋やさんは数少ない生き残り」

「だから、か……」

　北ほく斗とは自分が蒼そう空くうの息子だと知った時の中屋の表情を思い出した。

　思い出せる限りでは、父蒼空は軽やかな人間だった。身のこなしもしゃべり方も、どこか飄ひよう々ひようとして、他の父親とは違った。そう言えば、友だちの父親が着ているスーツというものを一度も着たことがなかった。なんの仕事をしているのかもわからなかった。が、今ならそれも当然だと思う。政府の機関とはいえ、位相術士エクスフエイザーなんて常識はずれの仕事では説明のしようがない。

「ここまではみんなが知ってる事実よ。ここから先は限られた人しか知らない。事故の原因は宗そう玄げんが装置のデータを改変し、過か剰じようなエーテルを取り込んだことによる暴走だったの。その前には主義の違う者を殺し、事故に見せかけて証拠を消し去った」

「テロってことか？」

　燎りよう子こはうなずいた。

「どうして、そんな限られた人しか知らないことを知ってるんだ？」

　北斗の問いに、燎子は答えなかった。代わりに穴の縁ふちまで進んで、まるで穴の中に向かってささやくように話し始めた。

「爆発事故と同じ日、ある一家が楽しく遊園地から帰ってきたの。夜八時頃だったわ。ちょうど隣り街からこの街に入ったたんぼ道を自動車で走ってた。凄すごく楽しい一日で、みんな幸せだった。もうちょっとで家に着くところだった」

　振り向いた燎子はかすかに微笑ほほえんだ。

「ねえ、わかる？　そんなに楽しかった一日が、いきなり飛んできた炎の塊かたまりに破壊されるってことが。目の前が真っ赤に燃えて、前席の父と母は一瞬で消滅したわ。隣りに座ってた燈とう子こ姉さんは宙に空いた黒い穴に飲み込まれて消えた。わたしだけよ、残ったのは。そんなのありえないじゃない？　わたしがなにか罰ばつを受けるようなことした？」

　感情を抑えた燎子の小さな声が余計に切実に聞こえ、北斗はあまりにも重い事実を前に声をかけることなど出来ない。ようやくわかったのだ、家族のことを訊きいた時、『少なくともこの世界にはいない』と答えた意味が。

「生き残ったわたしにはその時の記憶がなかったわ。頭を打ったのか、それとも怖い記憶を自分で封じ込めてしまったのか。それは医者にもわからなかった。でも、半年もしないで記憶の一部が戻ってきた。誰かが車を攻撃したのを、家族がどうなったのかを思い出した。あの光景が拷問みたいに何度も夢に出てきて、悲鳴を上げて部屋の隅で震ふるえる毎日。そして、ＮＥＭＯがわたしを調べ、位相術士エクスフエイザーの適性ありってことで、引き取った。そこで、わたしの一家を殺した犯人が宗玄だと聞いたのよ。あの時のわたしはそういう目標を与えられなければ生きていられなかったから……」

　燎子はここで一いつ旦たん言葉を切り、さらに続ける。

「それからは必死で位い相そう術じゆつを勉強したわ。仇かたきを取るんだって。燈とう子こ姉さんを取り戻すんだって。全然知らない世界だし、焔ほむらみたいな名門出身は年下でも軽々と難しいことをこなしてレベルアップしていくのに、わたしは地べたを這はいずってる。エクスパイルの所有が許されるには四年かかった。すぐにこっそり召喚を試したわ。でも、ひどいものだった……。自分が向こう側に引きずり込まれそうになって、気づいた先輩に助けてもらった。なんとか召喚には成功したけど、他の人だった。わたし程度の力じゃアザーズに負けて食われなかったのが奇跡だったって」

「他の人を召喚したって、まさか!?」

　その意味に気づいて、北ほく斗とは燎りよう子こを凝視した。

「十じゆう三ぞうよ。彼は別位相界に飛ばされていた人間。それをわたしが偶然召喚した。おかげで彼は戻ってこられた」

「だから命の恩人って言ってたのか。鎖くさりで繋つながってたのもそのせいなんだな」

「十三には記憶がないわ。別位相界から戻ってきた人間は大体記憶が欠落してる。こちらにいた頃も、向こうにいた頃も、どっちも覚えてないことが多い。そのうち、こちらにいた頃の記憶は戻ることがあるみたいだけど。よっぽど向こう側の記憶はひどいんじゃないか。だから封印しているんじゃないかって意見もあるけどね」

「あれ？　でも名前が」

「奥おく十三っていうのはわたしがつけた名前よ。実行したのが一番奥のトレーニングルームで、九月一三日だったから。単純でしょ。本名は誰も知らないわ」

「それじゃ、護衛みたいにいつもいるのは」

「命令したわけじゃないわ。助け出してくれたからって、わたしに恩を感じてるみたい。そんなのいいって言ったんだけどね」

　燎子は首を振った。

「鎖、切るか？」

　北斗は燎子の腕うでから伸びた鎖を見た。他人には見えない鎖は十三のいる方向にどこまでも伸びている。どこにいるのかわからないが、多分、近くにいるんだろう。

「そうね。切れるってわかったから、試した方がいいかもね。十三に話しておく」

　燎子はうなずくと、ひとつ息を漏もらした。

「燈子姉さんを助けるのを諦あきらめたわけじゃない。でも、ひとりじゃダメだし、自分にももっと力が必要。ＮＥＭＯに自分の意見を通せるくらい上にいかなきゃいけないのよ」

「だから、出世か」

「出世のためならなんでもするわ。生徒会長になったのも、この街の情報が手に入れやすいから。ＮＥＭＯがつかんでないちょっとした情報からアザーズ出現がわかることもあった。もっとも、雑用が多くてあんまり上う手まくいかないけど。でも、使えるものならなんだって使うわ。あなただって利用するから」

「一緒に住むって言い出したのはそれか」

「そうよ。まあ、天てん山ざんがあなたに目をつけたから守るっていうのもウソじゃないけど」

「でも、利用するって言っても、俺の力ってどういう力なんだ？」

「正直な話、よくわからないわ。これは想像だけど、あなたもわたしと同時にエーテルを取り込んで、それをわたしの背中に触れることで注ぎ込んだんだと思う。だから、わたしはいつも以上の術が使えた。例えて言うと、乾電池を直列に繋つないだみたいな感じかな」

「つまり、俺は乾電池か？」

「多分ね」と燎りよう子こは冗談っぽくペロッと舌を出してみせた。

「なんか冴さえねえなぁ……」

　北ほく斗とは顔をしかめて、はあっと息を吐く。通常ではない攻撃の術が使えるとか、十じゆう三ぞうのように素早く使えるとか、そういう能動的な力ではないのが残念だったのだ。

　が、そこで北斗は愕がく然ぜんとした。

　──俺はこいつに手を貸したいのか。

　自分の気持ちに驚く北斗に、燎子はさらにとどめを刺した。真まっ直すぐに北斗に視線を向けて問うたのだ。

「どうする？　わたしはあなたが欲しい」

　北斗の心臓が跳ね上がった。それでもなんとか冷静を装って軽口を言うだけの余裕は残っていた。

「女の子に『あなたが欲しい』なんて言われたらなぁ」

　困ったような笑みを浮かべる北斗を見て、自分がなにを口走ったのか悟った燎子は顔を真っ赤にして否定する。

「そ、そんな意味じゃないから！　あなたの力が欲しいって言っただけで!!」

「わかってるって。俺もバカ親父おやじの居場所を知る必要があるしな。記憶のこともＮＥＭＯが関かかわってるんなら聞き出したい。自分の頭の中を勝手に改変されるのはむかつくしな」

「だったらＯＫ？」

「いいぞ」

　北斗はうなずいた。

「契約成立ね」

　燎子の差し出した手を北斗は握にぎった。

　その手は華きや奢しやで握りしめれば折れそうだった。が、ぎゅっと握り返された力は思いがけなく強い。

　急に燎子が小さく呻うめきを漏もらした。

「痛かったか？　悪い」

「じゃなくて、エーテルが、流れ込んできた……」

「なにもしてないぞ？」

　驚いた北斗の言葉には応こたえず、燎子は右手を伸ばして小声で術の名をつぶやく。ボッと小さな炎の弾たまが生まれ、爆心地に向かって飛んでいった。

「人間の体はせいぜい一〇分しかエーテルを留とどめておけないのよ。戦闘服エーテルスーツはエーテルをできるだけ長く留めておく役割もあるの。それでも三〇分が限界」

「だから、術を使う直前にエクスパイルを使うのか」

「そういうこと。だから、今放った術はあなたから来た分だと思う。でも、三〇分前にエーテルを吸収した？」

「いや、昨日のが最後だと思う」

「それがあなたの中にまだ残ってたってことは……」

「えーっと、つまり、ただの乾電池じゃなくて、結構効率のいい外付けバッテリーにもなるってことだな。少しは自分の力に自信が持てたぞ」

　自虐なのか冗談なのか、北ほく斗とは笑う。

　その笑顔を横目で見た燎りよう子この表情は固い。

　その目は『あなた、何者？』と問うているようだった。





　　２






　夜七時過ぎ。

　せっかく街に出たので、今日はどこかでご飯を食べて帰ろうという燎子の誘いに乗って、三人で牛ぎゆう丼どん屋に入った。

　三人というのは十じゆう三ぞうが加わったからで、どうせどこかで見張ってるなら一緒に飯食った方が手っ取り早いという北斗の提案だった。

「それでは、私は失礼します」

　店を出ると、十三は食事中と同じく静かに姿を消した。

「わたしと一緒にいるのを見られると面倒だからね」

「俺も一緒なんだけど？」

「あんたと一緒なら、わたしが会長じゃないって言い張れるけど、十三はどう見ても十三だからね」

「ああ、そうか」

　北斗は燎子がかぶった巨大なネコを思い出した。

「でも、意外だったな。鎖くさりを切ろうかって言った時の十三さ、即座に断ったもんな」

「わたしはそうかもって思ってたけどね」

「どうして？」

「ううん、まあ、切るのはいつでもできるんだから、焦る必要ないでしょ。生活に支障もないんだし」

「そうだけどな」

　目に見えない鎖がついている状態を不安に思わないというのが、北斗にはピンとこない。

「あ、ちょっと待っててくれる？」

　ファッションビルの前を通った時、燎りよう子こは申し訳なさそうな顔をした。

「はいはい」

　北ほく斗とがうなずくと、燎子は小走りでビルに入っていった。

「店で済ませとけなんていうと殴られるんだろうな」

　北斗は苦笑しながら、入り口から少し離れたところで待つことにする。

　すでに陽ひは落ち、まばらに行き交う人々をながめていると、明らかに浮いている姿が目に止まった。

　中学生くらいだろうか。黒をベースに、白いフリルのついたスカートを身につけた少女だった。ゴシック調というのだろうか。路地裏の店もなにもないところにぽつんと立っていた。

　しかも、じっと身じろぎもせずに北斗を見ている。

「どうした？　道に迷ったのか？」

　歩み寄って北斗が声をかけたのは、その少女の様子がどこかおかしかったからだ。整った顔なのに表情がないし、服の着方が妙だ。まるで乱暴されたようにも見える。

　反応のなかった少女がくんと鼻を鳴らした。

「……匂におい、する」

　いきなり、少女は北斗の胸元に飛び込んできた。反応できないほどのスピードだった。

「お、おい!?」












　北ほく斗との胸に顔をこすりつける少女。

　北斗は違和感を感じて身を引いた。

　確かに女の子だ。しかし、せっかくの服を着こなせていない。いや、服を着たというより、着せられたという感覚だ。綺き麗れいに着ようとか、自分に合わせようという感覚がない。乱暴されて乱れたのかと思ったのは、そのせいだった。

「キミは……なんだ？」

「あなた、なに？」

「ああ、俺は北斗」

「名前違う。なに？」

　問い返されて、北斗は戸惑う。

　自分が何者なのかということなのか。それとも、もっと別の意味なのか。判断に困って返答に迷う。

　その時、自分を呼ぶ声が聞こえた。

「北斗？」

　背後から聞こえた燎りよう子この声に振り返って手を上げる。

「こっちだ！」

「そんなとこでなにしてたの？」

　路地に入ってきた燎子が怪け訝げんそうな顔で周囲を見る。

「ちょっと女の子が道に迷ってたみたいだったから」

「女の子？　どこにいるの？」

　振り返った北斗は少女の姿がいつの間にか消えてるのに気づいた。

「あれ？　さっきまでここにいたのに、素早いな」

　北斗は感心した声を上げた。

「おまえに怯おびえて逃げたんじゃないか？　中学生くらいだったぞ。そういや、なんとなくおまえに似てたかも」

「なにそれ？　バカ言ってないで帰るわよ」

　燎子は呆あきれた顔をして歩き出す。北斗は最後に路地裏を一いち瞥べつして、後を追った。




　二人が去ってしばらく後、路地にひとりの男がやってきた。両手に紙袋とビニール袋を下げ、ひょこひょこと軽い動きで入ってくる。

　天てん山ざんである。

「勝手に動き回るんじゃねぇ、シーカ」

　天山はビルの上を見上げていらだった声を上げる。

　三階ほどの高さのあるビルの壁面にしがみつく少女の姿があった。燎子が声をかけた時、そこまで飛び上がって姿を隠したのだ。

「なにやってんだ？　降りてこい」

　天てん山ざんが舌打ちしながら手招きすると、シーカはつかんでいた手を離して飛び降りた。着地は三階の高さから降りてきたとは思えないほどフワッと柔らかい。まるで別次元から現れたようだ。

「人が来た」

「隠れたのか。まあ、いい。さっさと来い」

　天山が少女の服をつかもうとすると、少女は天山の手をピシリと払った。

「さわるな」

「痛いてえな。そんな高い服を買わせやがった上に、今度はパンツとブラだ。感謝しろよな。女だらけの店で買うのクソ恥ずかしかったってのに」

「いらない。邪魔。これだけがいい」

　シーカと呼ばれた少女はゴシック調の服に触れた。

「はけ。でないと犯すぞ」

「犯す？」

　シーカは挑発するようにスカートの裾すそをめくり上げた。

　天山の顔が見る見る真っ赤になり、何度も舌打ちして顔を背けた。

「やめたやめた！　オレ様はガキ趣味じゃねぇんだよ!!」

「趣味と違う。さっきのオスの方がいい」

　シーカはそうつぶやくと、急にクンクンと鼻を鳴らした。

「その匂におい、なに？」

　天山が手に持ったビニール袋にフラフラと近づく。

「焼きそばとたこ焼きだ」

　天山はビニール袋をシーカの前に吊つり下さげ、匂いで誘導するように歩き出した。




　同じ頃、武蔵むさし原はら市を一望できる地上三〇階建てビルの屋上に、ひとりの少女が座っていた。縁ふちに腰掛け、足をぶらぶらさせて、眼がん下かの光景をながめている。足元には一〇〇メートル以上なにもない空間が広がっている。

「この世も変わったものじゃ。陽ひも落ちたというのに、これほどまばゆいとは」

　一〇歳そこそこの外見には相応ふさわしくない言葉づかいでつぶやき、目を細める。

　容姿も幼いが、その格好も幼く見える。ネコ耳のついたフード付きパーカーで、柄はブチ猫。下は花柄のスカート。どう見ても小学生である。

　帰宅途中のサラリーマンたちが駅から吐き出されていく。そんな姿を見て、少女はつぶやく。

「そろそろ腹も減ってきたが、勝手にアレらを食らうわけにもいくまいな。さて？」

　と、少女はなにか思い出したようにポンと手を打った。

「そういえば、ヤツからは懐かしい匂いがしておったわ。お礼参りしていくか」

　つぶやくと、少女は空気の匂いをかぐように鼻を突き出し、そして、うなずいた。

「あちらじゃな」

　北側の住宅街に視線をやると、ひょいっとビルの屋上から虚こ空くうに向かって飛び降りた。

　ひょうっと風が吹き、少女の姿はかき消えていた。
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　チャイムが鳴った。

　玄関ホールではなく、玄関ドアだ。すでに夜一一時を回って、一般人は結界のせいで外出できなくなる時間だ。

　十じゆう三ぞうという可能性も考えて、北ほく斗とはドアののぞき窓から外を見た。

　ピンと立ったネコ耳が見える。ネコ耳フード付きのスウェットだ。頭しか見えないところをみると、小学生くらいの子供か。隣の部屋と間違えたのかもしれない。

「おばんです」

　北斗がドアを開けると、ネコ耳少女がぴょこんとお辞儀をした。顔を上げると、フードの下には明るい茶色の髪。脱色しているのかと思うほど綺き麗れいな色だ。顔立ちはほっそりして、小学生というには大人びて見える。

「えーっと、部屋を間違えたのかな？」

「間違えてはおらぬぞ。お主の家に来たのだからな、ホクト」

　女の子は自信たっぷりに言い切った。

「この建物に入る時、結界が少しくすぐったかったぞ。なかなか面白いことをするものではないか」

　細い目がイタズラっぽく笑う。

「結界って、おまえ、位相術士エクスフエイザーか？」

「いそうじゅつし？　ああ、陰おん陽みよう師じのことだな」

　少女はそう言うと、かぶりを振った。

「そうではないぞ。ちと、礼をしておこうと思うてな」

「お礼？　俺は覚えがないけど……」

　マンションや近隣の女の子になにかした覚えなんかない。最近はそんなことしたら通報されるイヤな世の中だ。

「むろん自由にしてくれた礼だとも」

　その時になって、北斗は女の子の首に首輪がついているのに気づいた。太い鎖くさりが三〇センチほど垂たれ下がって、断ち切られている。

　十じゆう三ぞうのような首輪、断ち切れた鎖、自由にした──そんな言葉から信じられない答えが脳のう裏りに浮かぶ。

「まさか、おまえ……」

「ようやく思い出せたようじゃな」

　女の子は北ほく斗とを見上げて唇の端をつっと上げて笑みを浮かべた。

「それにしても、お主はよい匂においがするのう、ホクト。ああ、そうじゃ、ワシのことはキュウと呼ぶがよいぞ」

　キュウと名乗った女の子は北斗につつっと歩み寄ると、両手を広げて抱きついた。

　燎りよう子こが部屋から出てきたのはその時だった。

「北斗、ちょっと訊ききたいことが──」

　そこで玄関の北斗に気づいて動きを止める。

「……あんた、ロリコン趣味があったの？」

「んなわけあるか！」

「だったら、なによ、そのみだらな……格好はっ！」

　北斗の下半身に抱きついたキュウが顔をスリスリしているのは、確かに淫いん靡びな光景ではある。が──。

「こいつはアザーズなんだ！」

「下手な冗談！　変態だなんて思わなかった!!　さっきは中学生の女の子がなんだとか言ってたし！　今度は小学生!?」

　燎子は真剣に怒っていた。

「ホクト、このメスはなにを怒っているのだ？」

　キュウはきょとんとした目で燎子を見る。

「メ、メス!?　とにかく離れなさい！」

　燎子は血相を変えてキュウの襟えり首くびをつかむと、引き離そうとした。と、キュウの体がふわっと持ち上がる。燎子が馬鹿力というわけではない。持ち上げた燎子のびっくりした顔が示してる。

「そう怒るでないぞ」

　キュウは吊つり上あげられたまま、燎子を見てニコッと無邪気に笑った。

　燎子はその笑みの奥に長く伸びた牙きばを見た。そして、長い舌。

「……まさか、ホントにアザーズ？」

　燎子は否定できなくなっていた。慌ててキュウを降ろしてつぶやく。

「それもホールで天てん山ざんが召喚したヤツ」

「──って、あのレベル４のでかいの？　どう見ても人間なんだけど……この軽さと牙をのぞいて」

「そう思うよな。でも、ここに立派な鎖くさりがある。十じゆう三ぞうの首にあるのより倍くらい太い」

　燎子には見えないだろうが、北斗は首から垂たれた鎖をつかんで持ち上げた。北斗には触れるのに、他人には見ることすらできないとは。

「説明しとくけど、この鎖を切ったのは燎子だ。俺は指示しただけだぞ」

「わかっておる。だが、切ろうと申し出たのはホクトだ。だから、おまえが恩人となろう」

　確かにそのとおりだ。それを聞いていたのは、あの現場にいた者だけ。となれば、正体は他に考えられない。

　とにかく場所を替えようということで、北ほく斗との部屋に移動し、キュウを座布団に座らせる。ちょこんと、まるで小学生のようだが、姿勢は綺き麗れいな正座だ。燎りよう子こは油断ない目でキュウを見ながら、ベッドに腰を下ろした。こちらはいつでも動けるように少し腰を浮かしている。

「ええっと、最初から確認しよう。天てん山ざんに召喚されたんだな？」

「うむ、そうだ。眠っておったところをつかまれて不機嫌だったぞ」

「別位相界むこうから来た時は獣型だったよな？　その格好はなんだ？」

「街を見ておって、面白いと思うたから、今回はこの格好でいこうと思うたまでよ」

「今回は？　前にも召喚されたことがあるのか？」

「何度も来ておる。自ら来たこともある。この時代は初めてだ。ずいぶんと変わったものだのう。驚いたぞ」

「ちょっと待って！　自分でこっちに来られるの!?」

　燎子が身を乗り出した。

「むろんじゃ」

「自分で姿も決められるっていうの!?」

「見てのとおりじゃ」

　キュウはスウェットをまくり上げて見せた。どこから見ても人間だ。

「おへそなんか見せないの！」

　燎子は慌てて元に戻させ、はあっとため息をついた。

「こんなこと聞いたことがないわ……」

「力があればできる。お主らでもな」

　ニコニコして答えるキュウ。

　力と簡単に言うが、もし、鎖くさりの太さが力の強さを表すとすれば、それはうなずける。太さが十じゆう三ぞうの鎖の倍となると、力は倍。いや、面積比なら四倍。体積比なら八倍になる計算か。どれくらいなのか想像もつかないが、キュウの力はかなりのものになる。

「それで、なにが目的でここに来たの？」

　燎子が詰きつ問もん口調で迫るのを見て、北斗はちょっと待てと止める。

「ん？　なにを警戒しておるのじゃ？　無理に呼ばれて困ってたら、ホクトが自由にしてくれたから礼を言いに来たまでじゃ」

　そう言うと、キュウは困ったような顔をした。

「ああ、それと腹が減ってのう。こちらに来てからなにも食べておらぬ」

　そう言ってお腹なかを押さえると、クゥ～とかわいい音がする。

「俺らの食い物を食えるのか？」

「大丈夫じゃ。考えてもみよ。こちらの人間が来た時はワシらと同じ物を食べておる」

「ああ、そうだよな」

　十じゆう三ぞうのことを思い出してもっともだと思い至った。逆も問題ないということか。

　と、いきなり顔を強こわばらせた燎りよう子こが居住まいを正し、キュウの真っ正面に座った。そして、驚いたことに床に額がつくくらい頭を下げたのだ。

「お願い、教えて！　一〇年前、姉が召しよう喚かん術じゆつに巻き込まれて別位相界そつちに飛ばされたの。なにか知らない？」

「姉……メスか」

　キュウは燎子の様子をじっと見つめた。なにを考えているのか、まったく読めない。しばらくして口を開く。

「こちらとあちらでは時間の流れが異なっておる。それに、どこに飛ばされたかわからなければ探すのは難しいぞ。機会があれば探してやってもよいが……腹が減ったのう」

　キュウはちらと燎子に視線を向ける。

「北ほく斗と、すぐになにか食べさせてあげて！」

　すぐさま燎子が北斗に命令した。

「料理人じゃねぇってのに。えーっと、食えないものはあるか？」

「好き嫌いはない。が、肉がいいのう」

　そう言って舌で唇をペロッとなめた時、牙きばが顔を出した。

「ちょっと待ってろ」

　早くしないと食われるのはこっちかと怯おびえながら、北斗はキッチンに向かった。

　冷蔵庫になにかあったっけと考えながら食材を探す。そばの乾かん麺めんを見つけ、冷凍した豚肉薄切りとネギを用意してダシから煮込む。茹ゆで上あがったそばは一いつ旦たん氷水で締しめて、温かい汁に入れる。

「肉そばだが」

　北斗が湯気を上げる丼どんぶりを持って行くと、キュウの目が輝いた。

「おう、蕎そ麦ばじゃな。昔から変わっておらんな」

　そう言って器用に箸はしを使って食べ始めた。これは本当に何度もこっち側──しかも、日本にやってきてるのだろう。

「ホクトの飯は旨うまいな」

　もの凄すごい食いっぷりに驚いている間に、キュウは汁まで飲み干していた。

「そうか。それは光栄だ。俺の腕うでは向こうの世界でも通じるってことだな」

「気に入ったのでしばらくここにいることにするぞ」

　大満足のキュウは両手を伸ばして床に寝っ転がった。

「ええっ!?　おい、ちょっと──」

「その方がいいわ。アザーズを自由にしておくのはマズいし」

　反対するかと思った燎子は積極的に賛成した。

「おい！」

「お願い！　わたしも協力するから」

　燎りよう子こが手を合わせて北ほく斗とを拝む。姉の情報を得るためだろうと北斗にも理解できる。

「……わかった」

「それから、ＮＥＭＯの連中には言わないで」

「十じゆう三ぞうには言わないわけにいかないだろ？　あいつにも関係ある話なんだし」

「そうね……。わたしから話すわ」

「話はついたようじゃな」

　キュウはニコッと笑うと、ぴょんと立ち上がり、あぐらをかいていた北斗の足の上にすっぽりと収まってしまった。

「離れなさい」

　燎子が険しい顔でキュウをつかみ上げようと手を伸ばした。キュウはそれをかわして北斗の背後に回ると、燎子を見つめる。

「お主たちはつがいなのか？」

「つがいって……ちっ、違うわよっ！」

　燎子は顔を赤くして否定した。

「ふむ、そうか。それならば、わしがホクトとつがいになってもかまわぬであろ？」

「アザーズのくせになに言ってるの!?」

「ワシは人間だろうが気にせんぞ。昔からよくあることじゃ。のう？」

　さらっと言ってのけると北斗に微笑ほほえみかけた。












「俺に同意を求めるなよ。って、よくあるのか？」

「ホクトは知らぬのか？」

　キュウはなにか含むところがあるように北ほく斗とを見つめる。

「昔は人間になりすまして嫁になったものがいたものじゃ。そういう伝でん承しようは残っておらんのか？」

「ひょっとして、安あ倍べの晴せい明めいがキツネの子供だとか、動物が人間に化けて恩返しに来たりする昔話って、そういうことなの？」

　燎りよう子こが言うと、キュウは思い出したように笑った。

「そういうことじゃろうな。ワシも若い頃は無む茶ちやをしたものじゃ」

「……ちょっと待って！　名前、なんだっけ？」

　なにかに気づいたように燎子は緊張した顔でキュウに訊きく。

「キュウじゃと言うたぞ？」

　そう言って立ち上がったキュウはちょっと目を閉じて拳こぶしを握にぎった。ポンッと効果音でも加わったかと思うほどいきなり、それは現れた。

　キュウの背後で、銀色に近い白いフサフサのシッポが九本、ススキのように揺れていた。

「尾が九つあるからキュウなのじゃ」

　座った自分の頭より高い位置で自慢げにシッポを振るキュウ。

「九尾の……」

　目を見開き、声を失った燎子。

「しまったな」と北斗は思わず舌を打った。

「どうしたのよ？」

「キツネそばの方がよかったなと思って」

「バカなの？」

　北斗のつぶやきに燎子は呆あきれた顔で笑い出し、キュウはきょとんとした顔でシッポを振っていた。




　風ふ呂ろから上がった北斗はベッドに横になったが寝つけなかった。

　この街に来て数日で考えられないことが起こりすぎた。知らなかったことが一気に目の前に突きつけられた。

　最も強烈なショックを与えたのは自分の父・蒼そう空くうのことではなく、燎子の境遇と決意の強さ。眼まな差ざしの力強さ。協力すると答えたのは、自分の口にした理由だけではなく、それに当てられてしまったのかもしれない。

　トイレに立ったついでに、リビングのソファを見た。キュウがシッポにくるまって丸くなっている。アザーズ──別位相界の生き物も普通に睡眠を取るんだなと、北斗は複雑な思いでキュウを見た。

　これが本当に別の世界の生き物なんだろうか。

　そんなことを考えながら、ずり落ちていたタオルケットをかけ直す。

　部屋に戻る途中、燎りよう子この部屋から明かりが漏もれているのに気づいて、ドア越しに声をかける。

「起きてるのか？」

　返事はない。

「入るぞ」

　一応、断ってドアを開ける。

　燎子はソファベッドの上に服を着たまま寝ていた。まるで子供みたいに丸くなって、手にはiPodを握にぎりしめている。

「風邪引くぞ」

　北ほく斗とがタオルケットを掛けてやると、燎子の手が北斗の腕うでをつかんだ。

　起きたのかと北斗は身構えたが、燎子の目は閉じているし、呼吸も規則正しい。そおっと指を外そうとしたが、案外力が強くて動かせない。強引にやって起こしてしまうと、また勝手に入ってと怒られるかも知れない。

　と、燎子の口元が小さく動いた。

「……パパ……」

　まるで小さな子供のような声。そして、目にうっすらと涙が浮かんで、滑すべり落ちる。

　北斗の鼓こ動どうがどくんと跳ね上がった。

　そして、北斗は気づいた。iPodの裏に刻まれていたのは父親の名前なのだと。機種が古いのも当然だ。父親の形見なのだ。中身も父親の趣味なのかもしれない。古くさいと言いながらヘヴィメタルに固執してるのもそのせいだろう。

「参ったな……」

　北斗は仕方なくその場に座り込んだ。そのうち、力が緩ゆるむだろうと待つことにしたのだ。

　しかし、疲れがどっと襲おそってきて、そのままベッドにもたれかかって眠りに落ちてしまった。
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　同じ夜、闇やみの中に別の動きがあった。

　巨大な穴を望む廃ビルの一室。明かりもない中、人の気配が現れた。

「仕掛けはどうだ？」

　低く深い声が聞こえる。

「準備は完了してる。後はアザーズを動かすだけだ。ＮＥＭＯの連中の慌てぶりが──」

　答えたのは天てん山ざん。部屋の窓際に座っているのがシルエットで浮かび上がっている。が、その声は途中で遮さえぎられた。

「蒼そう空くうの息子と試合ったそうだな」

「ヤツは術を使えないから、勝負にもならなかったぜ。オレの術をまともに食らって昏こん倒とうしてるだろ」

　見下した天てん山ざんの口調。

「ほう？」

　興味を惹ひかれたような響き。その圧力に促うながされたように、天山は仕方なく続けた。

「ただ、術士のサポートができるみたいでね。術を強化する力みたいな。多分だが、一緒にいた女の術を倍くらいにしたんじゃねぇかな」

「やはり、通常では推おし量はかれんか……。おもしろい」

　深い声は喉のどの奥で笑い、そして、ひとつの名を呼んだ。

「シーカ」

　呼び声に応じて新たな気配がわき出した。それとも、最初からそこにいたのか。

「なに？」

　ゴシック調ドレスの少女は感情のない声で問う。

「おまえは天山のサポートにつけ」

「ひとりで充分だ。こいつなんざいらねーよ」

　自尊心がもたげたか、天山が言い返すと、声は強い口調で重ねた。

「用心のためだ。いいな？」

　天山は身を固くする。

「では、再び幕を上げるとしようか。一〇年前の続きをな」

　太い男の声がビルの一室に響いた。

　黒いコートが闇やみの中に翻ひるがえり、声の主はその場を去った。

　シーカも黒いドレスを闇に溶け込ませるように姿を消す。

「……ここまで来て、軽んじられるか……」

　残された天山が軋きしるような声を上げた。

「北ほく斗と、燎りよう子こ、あんな小者にコケにされてたまるか。それに、ヤツは……ヤツだけは始末しなければ……。ようやく親父おやじから勝ち得た信頼が……」

　残された天山は吐き捨てた。

「なぜ今になって現れた、天明！　オレの邪魔をするなっ!!」

　怨えん嗟さの叫びが夜を震ふるわせた。
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「まったく！　なに考えてんのよ!!」

　朝から燎りよう子この機嫌は最悪だった。

　目が覚めたら目の前に北ほく斗との寝顔があったのだ。自分のソファベッドの脇わきに、しかも、手を添えるようにして。

「おまえが俺の手をつかんで離さなかったからだろ！」

　北斗の言い分はもっともだ。が、燎子には通じない。

「わたしが？　だったら振りほどけばいいでしょ！」

「んなことできるか！」

　北斗は言い返した。

　なんであそこで寝てしまったのかと自分に対して怒りをぶつけるしかない。昨夜の涙はただの気の迷い鬼の霍かく乱らんだ。そう北斗は確信した。

　言い争いながらパンを食べるふたりを、キュウは興味深そうにながめていた。

「ふたりはやはりつがいなのであろ？」

「どこが!?」

「なんで!?」

　ふたりに同時に否定され、キュウは目を丸くして、ますますおもしろそうな顔になった。

「じゃあ、学校に行くから、おかしなことはするなよ」

「心配無用じゃ。経験はおぬしらより豊富じゃからな」

　ドアの前まで見送りに来たキュウに、北斗は疑わしそうにつぶやく。

「……不安だな」

　そして、ドアを開けたところで遊ゆう穂ほと鉢合わせしてしまった。

　遊穂はめざとくキュウに目をつけると、目を丸くして声を上げた。

「かわい～い！」

　止める間もなく、遊穂はキュウをハグした。

　北斗と燎子はケンカしていたことも忘れて顔を見合わせる。

「どしたの～？」

　キュウの頭をすりすりしながら、遊穂は不思議そうな顔でふたりを見る。

「……おまえは知らないからなぁ」と北斗は燎子と強こわばった笑いを浮かべる。今の外観でごまかされるが、相手は間違いなく強力なアザーズなのだ。

「え～？　なにを～？」

「いや、なんでもない」

　その間もキュウは遊穂に頭をなでられている。

「ワシはなにをされておるのだ？」

　キュウの困ったような顔を見て、ふたりは吹き出した。

「でも、ホクちゃん、どうしたの、この子？」

「えーっと、いや、親しん戚せきの子」

「ホクちゃん、親戚っていないんじゃなかったっけ？」

　呻うめく北ほく斗とに燎りよう子こが助け船を出す。

「わたしのよ」

「燎子ちゃんのですか～。ど～りでかわいいですね～」

　遊ゆう穂ほはキュウのネコ耳フードをなで、その拍子にフードが脱げた。そこからぴょこんと耳が突き出す。まごうことなき狐きつねの耳だ。

「わあっ！」

　驚いた北斗は慌ててフードをかぶせた。

　どうしたのと言いたげな遊穂に北斗は引きつった笑いを浮かべた。

「フードを脱がせると機嫌が悪くなるんだよな、な？」

　キュウの頭をポンと叩たたき、北斗は耳を隠せと合図を送る。幸いにも遊穂は気づかなかったのか、話題を替えた。

「ホクちゃん、学校に行ってる間、この子どうするんですか～？」

「留守番だ」

「ダメですよぉ。児童虐ぎやく待たいになりますよ～」

「児童って……」

　そんな年齢じゃないのは確かだが、説明しても遊穂の納得を得られそうもない。

「一緒に連れて行きましょうよ～。生徒会室なら大丈夫ですよ～」

「生徒会長の隠し子騒動にならなけりゃいいんだけどな」

　北斗は燎子を見てにやっと笑った。




　ホールの火災はニュースではごく短く報道されただけだった。ガス漏もれによる事故ということになり、学校でもあまり話題にはなっていなかった。アイドルのコンサートが延期になったというのを、ファンがぼやいていたくらいだ。

「こんなもんなんだな」

　校舎に入るまでの間、北斗の耳に入った状況はこんなものだった。大事件が起こったというのに、この程度の反応なんだと北斗は驚くというより呆あきれてしまった。

　予想外だったのは街で燎子と北斗が一緒にいるところを目撃されていたことだ。噂うわさにはなっていたが、燎子がニッコリ微笑ほほえんで、『そのようなことございませんわ。今は生徒会の執しつ務むに忙しくて、残念ですが殿方とのお付きあいはありませんの』と言っただけで終わってしまった。

　息をするように自然にふたつの顔と声音を使い分けた燎子に北斗は舌を巻く。

「もの凄すごくでかいネコが一瞬見えたぞ」

「お褒ほめいただいて光栄ですわ」

　燎りよう子こは艶あでやかに笑って返した。

　生徒会室にキュウをおいておくつもりだったが、遊ゆう穂ほが先に教室に行くと、キュウは北ほく斗との袖そでをちょんちょんと引いた。

「書庫はないか？」

「図書室か？　先生に見つかったらマズいだろ」

「心配は無用だぞ。気配を消すのは得意じゃからな」

「それじゃ、図書室に案内するわ」

　燎子がキュウを手招くが、キュウは動かない。

「ホクトも一緒じゃ」

「いや、俺は授業に行かないと」

　テコでも動かないというキュウに、燎子が手を合わせて北斗を見た。

「お願い！　先生には上う手まく言っておくから」

「……わかったよ」

　そんな顛てん末まつで、北斗は一日中キュウと一緒に図書室にいることになった。ふたりきりになってなにか仕掛けてくるかとも思ったが、キュウは本を読むのに夢中だった。歴史関係を中心に数十冊をむさぼるように目を通していく。

　放課後には生徒会室に移り、ようやく十じゆう三ぞうと合流し、キュウのことについて説明した。興味があるかと思われたが、十三はあっさりと、こう答えた。

「向こう側には興味がありません。それに、それで記憶が戻るわけではありませんから。自分は現状に不満はありませんし、本来の自分の居場所が今より悪いという可能性もありますからね」

「現実的だな」

　北斗は驚かされながら、自分ならどうだったろうと自問する。自分の正体ではなく、失しつ踪そうした父親の正体なのでかなり問題が違うが、『居場所』という意味では共通する。失踪しても探そうとはしなかったのは自分が幼いせいもあるが、苦労する母親を支えなければという思いがあったからだ。それに、母親が父親のことについてまったく口にしなかったからだ。

　しかし、本当にそうだったんだろうか。記憶のあやふやさ、それにＮＥＭＯによる記憶操作の可能性を考えると、確信を持って断言できない。

　今日は特に生徒会の仕事もなく、遊穂は用事があるからと先に帰っていった。

　平穏な日だった。

　その瞬間までは──。

　第一声はキュウだった。

「気の流れが不穏じゃのう」

　窓から一番遠いところにいて、外の光景などまったく見えないキュウは耳を──猫耳パーカーではなくてホンモノの耳をピンと立てて顔を上げた。

「何者かがなにやら仕掛けようとしておるな」

「誰が？」

　北ほく斗との問いに十じゆう三ぞうが続ける。

「誰がというのは間違いなく天てん山ざんか宗そう玄げんでしょうね。ですから、問うなら『なにを』ですね」

「そこまではわからぬわ。もう少し知らせがなければな」

　キュウは全身でなにかを探ろうとするように虚こ空くうを見、耳を澄ませ、鼻を動かした。

　と、その時、燎りよう子このスマホが聞き慣れない音を鳴らした。同時に十三からもスマホの音が聞こえる。燎子の表情が一瞬で緊張した。

「北斗、行くよ」

「なんだ、今の？」

　北斗の問いに答えることなく、燎子は身を翻ひるがえして生徒会室を飛び出していた。十三が影のように後を追う。

　なにが起こったのか把は握あくできずに茫ぼう然ぜんとしていた北斗の膝ひざに、キュウがちょこんと顎あごを乗せてきた。

「北斗は行かずにワシと遊ぶのか？」

「い、いや、行く」

「なんじゃ、つまらん。助力が欲しければ、ワシを呼ぶがよいぞ」

　キュウは慌てて走り出した北斗に声をかけると、伸び上がって窓を見上げた。

「あれこれ教え込んでやるのは後のちの愉たのしみにしたかったのだが、生きて戻ってこられるかのう」

　キュウは外を見てつぶやいた。




　校舎の玄関で北斗が追いつくと、燎子は北斗をちらっと見て一言。

「遅い！」

「説明くらいしてくれよ」

「ＮＥＭＯ本部の緊急コールです。本部になにかあった時に全員に発信されます」

　代わりに十三が説明を買って出た。

「なにかって、つまり……」

「宗玄が襲撃してきたのよ」

　燎子が硬い声でつぶやいた時、街灯やビルの窓、ショーウィンドウから明かりが消え、街はオレンジ色の夕ゆう闇やみに包まれた。

　信号も消え、あちこちの交差点で事故が起こり、怒鳴り声とサイレンが響き渡る。路上や窓辺には不安そうに顔を見合わせる人々が多く見受けられた。

「なんだ？」

「やはり本部になにかあったようですね」

　十じゆう三ぞうが答える。

「どうしてだ？」

「本部の地下にはエーテル発電の本体があるのよ」

「ええっ!?　街のど真ん中に、あんな……」

　北ほく斗とは郊外の爆発跡を思い浮かべて口をぽかんと開けた。

「安全ならどこに作っても同じです」

「でも、あの爆発が……」

「あれはテロのせいです。それさえなければ安全ということです」

「で、またテロか？」

　北斗は十三に尋ねた。

「とにかく状況を確認するわ」

　硬い表情で言いながら、燎りよう子こは足を速めた。

　人通りの多い大通りをＮＥＭＯの入っているビルに向かっていくと、急に人の流れが滞とどこおり出した。かなりの数の野や次じ馬うまが立ち止まってビルの周囲を遠巻きに見ている。

「なんだ、これ!?」

　建物の外観は北斗の記憶と違っていた。

　白くて真まっ直すぐにそそり立っていたビルが、妙にいびつにでこぼこした突起で覆おおわれていた。外壁には、あの前まえ肢あしの長いアザーズがびっしりと取りついていたのだ。野次馬にも見えているのは、怯おびえたようなささやき声でわかる。

「ビルには結界が張ってあるから侵入できないわ。だから取りついてるだけが関の山よ」

　燎子の説明に北斗は反論する。

「だからって、このままじゃマズいだろ!?」

「そうね。野次馬をなんとかしたいところだけど……」

　燎子が答える間に、歩道に二台の車が乗り上げて止まった。六人の男が降りてくると、ビルに向かって小走りに駆けていく。

「おまえたちの出番はないぞ。引っ込んでいろ」

　戦闘班隊長の中なか屋やだった。燎子を押しのけて、アザーズに囲まれた玄関に向かって行く。自動ドアの前で中屋は両手を広げる。

「こういうのは本来処理班の仕事なんだがな」

　北斗の目には黄色い光が中屋の両手から放たれ、それが地面に円を描いていくのが見える。中屋がパンと手を合わせると同時に、ピリピリと北斗のうぶ毛が震ふるえた。

　と、取り囲んでいた野次馬たちが一斉に向きを変えてビルから離れていった。地の位い相そう術じゆつで結界を張ったのだ。

　野次馬がいなくなったのを確認した後、ビルの玄関前に立つ中屋が左ひだり腕うででドアを薙なぎ払はらった。アザーズが十数匹、閃せん光こうに巻き込まれて消滅する。

　その光が消えきらないうちに三人の男たちが建物に消えていった。中なか屋やを含んだ残りの二人は外の守りを固める。

「お！　なんか楽しそうなことになってんじゃん」

　いきなり北ほく斗との脇わきから弾んだ声が聞こえてきた。

「叶かのう、今頃なにしに来たの？」

「お姫様はキビシーな。休みのつもりだったのに来てやったんだぜ」

「ハイエナのくせに」

　燎りよう子こは叶に肘ひじ鉄てつを食らわした。それをひょいとかわす叶。

「それじゃオレ様は外のアザーズの処理でもして、ちまちま小遣いを稼ぐか」

　叶はビルに向かって歩き出した。

　その時、北斗は赤青緑三色の光がビルの中──ロビーの中央に立っているのを目にした。視線をビルの屋上へ向けた北斗は光が上へ抜けているのに気づいた。いや、光は上から下へビルを貫いているのだ。

「ちょっと待て！」

　イヤな予感がして叫んだ北斗の声に、叶が振り返る。

　いきなり、ビルから爆発音が轟とどろき、炎が噴ふき出だしてきた。

　ゴウッと爆風が北斗に叩たたきつけてきた。

　熱い。目を開けると眼球が悲鳴を上げるほどに熱い。

　熱風は燎子のスカートをはためかせ、長い髪を乱して吹きすぎていった。

「……な、なんだ!?」

　北斗が顔をかばった両手の隙すき間まからビルを見る。

「あっぶねーな、おい。北斗が声かけてくれなかったら、オレ様丸焼きだぜ」

　叶は楽しそうに笑う。

「この状況のなにがおかしいんだ!?」

「それだけきびしー殺やりあいができんじゃん」

　北斗の問いに叶は当たり前のように答える。が、その笑いが不意に止まった。

　燃えさかるビルのロビーに人影が現れるのを見たからだった。
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　熱で半分溶けた自動ドアから人影が転がり出てきた。先に突入した三人のひとりだ。

　服が燃えているのを見て、十じゆう三ぞうがエクスパイルを突き立て、術を放とうとする。

　が、十三が水を放つより先に、中屋が腕うでを振るった。炎がもぎ取られるように上空に立ち上り、消える。竜巻を作り出して一瞬真空を生じさせたのだ。

　炎は消えたが、男は無傷ではない。それでも、ビルを振り返って果か敢かんに術を放った。

「《真空破》っ！」

　北ほく斗との目には緑の光がビルの奥へ向かうのが見えた。その一瞬後、ドンッと衝撃波を発して空気の塊かたまりが中に潜ひそむ何者かに向かって叩たたきつけられる。入り口の柱や壁にはまったく破壊の跡は残さず、ドリルのようにしぼった攻撃。

　それを迎え撃つようにビルの中から炎が噴ふき出だしてきた。まるで巨大な腕うでがつかみかかるように炎が男の体を包み込み、燃え上がらせる。

　助けようと動いた十じゆう三ぞうの腕が力なく止まる。手遅れだというのがわかったのだ。

「炎をあそこまで操るなんて……」

　非常事態にもかかわらず、燎りよう子こは目を見張って炎の術を見つめていた。

「今のは炎だけじゃない。赤と緑の光が見えた」

　北斗が言うと、燎子は緊張した声でつぶやく。

「火と風のデュアルってこと？　確かに、それなら理解できるけど──」

「それだけじゃない」

　北斗は喉のどを鳴らしてツバを飲み込んだ。最初にビルを襲おそった攻撃は三色だったのだ。

　そして、ビルの奥から黒い姿が現れた。

　逆巻く紅ぐ蓮れんの炎を背にして、黒のビジネススーツを着こなした男は燃えるでもなく悠ゆう然ぜんと肩のホコリを払った。そして、大おお股またにゆっくりと外に向かって歩き出す。

　炎の攻撃で変形した自動ドアをまたぎ、外に出る。

　四〇代半ばというところか。すらりとしてるが、鍛えてるのか胸が前に張り出している。胸のネクタイは葬式にでも行くかのように、これも黒。

「さすがにすんなりと地下に入れるほど甘くはないか」

　黒ずくめの男は無む雑ぞう作さに片手を横に振り払った。北斗には黄色い光が路面に突き刺さるのが見えた。

　術で攻撃しようとしていた術士が路面から垂直に起き上がったアスファルトを食らって吹っ飛んだ。

「地ぃ!?　三つも特性を持ってやがんのか!?」

　叶かのうが叫びを上げた。

「トレブルの位相術士エクスフエイザー……。今まで四人しか確認されてない。あいつは……」

　燎子はギリッと歯をかみしめ、今にも飛びかかっていきそうな目で相手をにらみつけた。

　その前に歩み出したのは中なか屋やだった。

「中屋、貴様では私の相手にならん。知っているはずだ」

　黒服の男は中屋を見て口元に歪ゆがんだ笑みを浮かべる。

「一〇年前と同じだと思わないでもらおう、雁かり屋や宗そう玄げん」

「ほう。少しは成長したのか、小僧？」

　嘲ちよう笑しようを浮かべ、男──宗玄はエクスパイルを突き立てた。

「変わっていなければ──終わりだ」

　言うなり、宗そう玄げんの腕うでが中なか屋やを差し示した。

　すでにエーテルを取り込んでいた中屋は先手必勝とばかりに術を放った。

「《地裂》！」

　宗玄の足元に亀き裂れつが走り、飲み込んだ宗玄の足を封じた。そこにすかさず追い打ちをかける。

「《零れい波は濤とう》」

　宗玄の頭上に津波がせり上がり、崩れ落ちる。その波がすべて鋭い氷の刃やいばと化して宗玄に襲おそいかかった。

「凄すごい……」

　北ほく斗とは目を見張った。数千もの氷の槍やりが一斉に津波のように襲いかかるのは壮観だった。しかも、死角がない。逃げ場もない。

　だが──。

「それだけか」

　突き刺さる氷の槍の標的は嘲あざけりというよりも落胆の声を上げた。

「では、こちらの番だ」

　静かな声と共に炎が噴き上がった。氷の槍は一瞬にして蒸発する。周囲は蒸気で白く視界が染められる。

「《風ふう刃じん》！」

　中屋はさらに術をつなげた。視界が遮さえぎられるのは織り込み済みだったのだ。

　北斗の視界には緑の光が蒸気の中に突き刺さるのが見えていた。それを追って空気の流れが一気に動くのがわかる。瞬間的に真空を作り出して切り裂く──鎌かま鼬いたちを作り出す気だ。

　蒸気の中でなにか柔らかいものが断ち切られた湿った音が聞こえた。

　今だとばかり、中屋がエーテルを追加吸収し、次の術の準備を始める。

　その一瞬、北斗は蒸気の中から赤と緑の光が中屋の胸に走ったのを目にした。

「避よけ──」

　北斗の叫びは間に合わなかった。

　反応する間もなく、中屋は胸元で爆発した火球の衝撃で弾はじき飛ばされる。

「エーテルをいかに多く、素早く取り込むか。それをどう分配して技を出すか。そこに的確な判断ができねば勝負はできん。必殺を期すべき最後に、この程度の術とは未熟すぎる」

　蒸気をつむじ風で吹き払い、中から宗玄が現れた。その前には中屋の部下の黒服が宙に浮いていた。中屋が斬きったのはこの死体だったのだ。

「とどめだ」

　宗玄はゆっくりと右手を掲かかげた。

「やめろっ、宗玄！」

　燎りよう子こは男をにらみつけ、抑えた怒りで顔を真っ赤にしながら、男の名を口にした。

　宗玄はゆっくりと腕を止め、燎子に視線を向ける。

「ほう？　どこかで会ったか？」

「おまえが忘れても、わたしは忘れない！　一〇年前、わたしの家族を巻まき添ぞえにした!!」

「一〇年前？　ああ、思い出したぞ。蒼そう空くうとやりあった時、割り込んできた無粋な車か。おまえたちの車のおかげでせっかく臨んだヤツとの戦いの興をそがれた。報むくいだと思え」

「報い……だって!?」

　宗そう玄げんの傲ごう慢まんなセリフに燎りよう子こが叫びを上げた。怒りがそのまま形となって飛び出したような激げき烈れつな叫び。

「許さない……わたしはおまえを許さない！」

　震ふるえる手を握にぎりしめ、燎子は歯を食いしばって叫ぶ。

「……力……貸して……」

　燎子が北ほく斗とに手を差し出す。

　その時、北斗は宗玄のセリフに頭を殴られたようなショックを感じていた。宗玄と蒼空が戦っていた時に割り込んだ車？　つまり、親父おやじたちの戦いに燎子は巻き込まれたのか？　それ以上に驚いたのは、燎子がそれに反応しなかったことだ。つまり、燎子は親父が事故に関かかわっていたことを知っていたのだ。知っていて、北斗には一言も言わなかった。怒りも恨うらみ言ごとも一切。

「力、貸してっ！」

　燎子の叫びに北斗は我に返った。振り向いた燎子の目は真っ赤で、今まで封じ込めていた感情が一気にあふれ出したようだった。一〇年間、持ち続けた父親のiPodと涙を目にした北斗に拒否できるわけもなかった。

「燎子様、無む謀ぼうです。一時の感情に流されてはいけません」

　十じゆう三ぞうが燎子の前に立ちふさがる。

「やるぞ」

　北斗は燎子に決然と告げ、十三を押しのけ、左ひだり腕うでを伸ばした。

　十三は燎子と北斗を交互に見、その場で回れ右をするとエクスパイルを取り出し、突き立てた。

「おとも致します。《霧む陣じん》」

　腕を振るうと一瞬にして霧きりが周囲を覆おおった。

「なにをしようというのだ？」

　宗玄は興味深そうに三人の出方を窺うかがう。余裕だろうか。

「行くぞ」

　エクスパイルから噴ふき出だしたエーテルを取り込んだ北斗が燎子の背後からささやき、背中に手をふれようとした時、

「集×爆──《イグニス・サギタ》！」

　横から甲かん高だかい叫びがしたかと思うと、宗玄の胸元に紅ぐ蓮れんの輝きが生まれた。一瞬の後、それは膨れ上がり、宗玄を飲み込む火球となった。

　叫びの主は天あま吹ぶき焔ほむらだった。

「思い知れ、宗そう玄げん！　とどめ──」

　焔がさらに攻撃を放とうとした時、火球は霧む散さんした。

「火と風のデュアルか。なかなかやる」

　宗玄は微動だにせず、その場に立っていた。服も髪も炎のビルから出てきた時よりも乱れが少ない。

「だが、私も風は使えるのだよ。相手の行動を予期して使わねば、術は効かん。まだまだ未熟だな」

　右みぎ腕うでをスッと上げた宗玄は焔に向かって押し出すように伸ばした。

　突風が叩たたきつけられ、焔は突き飛ばされる。すぐ後ろにいた北ほく斗とが腕を伸ばして受け止めなければ吹っ飛ばされていただろう。

「大丈夫か？」

「だ、大丈夫……だ」

　焔は北斗を見上げて、慌てたように離れた。

「おまえ、軽いなぁ」

「……あ、ありがとう」

　妙な返事だと思ったが、北斗はそれ以上は突っ込めなかった。焔が宗玄に声を上げたからだ。

「一〇年前、蒼そう空くう師匠はボクたちを守るために戦いに行ったんだ。おまえは逆らう位相術士エクスフエイザーを根ね絶だやしにして、自分がトップに君臨するつもりなんだろう!?」

「麗しい師弟愛だな。だが、あいにくあの時の蒼空はもっと個人的な理由で私を止めようとしたのだよ。そして、私にはこの国から位い相そう術じゆつの芽を摘む気などない」

　宗玄の諭すような言葉を、焔は激しく否定した。

「ウソだ！　ボクはおまえが父を殺したのを、この目で見た!!」

「凝り固まった純血主義者や既き得とく権けん益えきにまみれた者など無用だ。だが、若い術者はこれから重要になる。殺しはせんよ」

　そう言うと、宗玄は一歩後ろに下がった。

「待てっ！　逃げるなっ!!」

　燎りよう子この叫びに軽く手を上げて応こたえると、宗玄は素早くエーテルを取り込み、無言で右手を肩の高さに上げた。

　その瞬間、突風が地面に叩きつけられた。宗玄はその風に押し上げられたように舞い上がる。

「求める者が来た。ここからすべてが変わる。目を閉ざすな。おのれの目で確かめよ！」

　宗玄はそう言い放つと、さらに高く舞い上がって夕ゆう闇やみの中に消えていった。

「なんてヤツだ……」

　北斗は茫ぼう然ぜんとつぶやいた。あれが、ＮＥＭＯの敵。そして、燎子にとっての仇かたき。

「おら！　トレブルの位相術士エクスフエイザー！　逃げんな！　このオレ様とやりあえよ!!」

　宗そう玄げんの飛び去った空に向かって吠ほえている叶かのう。

「あんたなんかじゃ相手になるわけないでしょ！　あいつはわたしが倒すんだから」

　燎りよう子こが激しい口調で吐き捨てるのを、叶はニヤニヤしながら見た。

「オレ様はいい戦いができたらそれでいいんだよ。ジ・エンドでもかまわねえの」

「つきあってられないわ」と首を振ると、燎子は焔ほむらに向き直った。その表情は殺気さえ含んでいる。

「どうして邪魔したのよ!?」

「力のない者がむざむざ殺されるのを防いだだけだよ」

「ああ、そう。あなたの力はずいぶん役に立ったわね」

　唇を噛かむ焔とにらみあう燎子。

　その間、北ほく斗とは三人から離れて倒れた中なか屋やに駆け寄っていた。黒服の戦闘班全員すでに息絶えていたが、中屋だけはまだ意識があった。

「手を貸してくれ！」

　叫んだ北斗に、真っ先に駆けつけたのは焔だった。すぐに中屋の容態を見て険しい表情で首を振る。助かりそうもないと判断したのだ。

「地下には何人いますか？」

　焔が尋ねる。

「……研究者は全員残っているはずだ。戦闘班は五名……だ……」

　苦しげな息の下で、中屋は答えた。

「中はまだ燃えている。あの炎はそう簡単には消せない」

「地の力で強化しているんですね」

「どういうことだ？」と北斗。

「いわばマグマのようなものだよ」

「……天あま吹ぶき、宗玄は囮おとりだ。もうひとつ──地下の──」

　中屋は消え入りそうな声で言うと、なにか言いたげに北斗たちを見た。そして、ひとつ痙けい攣れんすると、息を吐き出した。

　十じゆう三ぞうが中屋の喉のどに指を当て、首を振る。

「中屋さん……最後になにを言おうとしたんだ？」

　焔は中屋の遺い骸がいを見つめると、燎子を振り返った。

「なにかないのか!?」

　焔はつかみかからんばかりの勢いでかみつくが、燎子はムッとして言い返す。

「なにかって言われたってなにも知らないわよ！　わたしはあんたより下っ端なんだから」

「最後にキミの方を見たんだぞ!?」

「十三と北斗もいたでしょーが！」

　燎子に言われて焔は北斗を見る。

　その北ほく斗とは中なか屋やの無残な姿に手を合わせ、その視線の方向を振り返った。

「まさか……」

「なにかわかった？」

　焔ほむらが期待した顔で北斗を見上げる。

「行こう」

「ちょっと、どこに!?」

　慌てて追ってきた燎りよう子こを振り返った北斗が答える。

「もうひとつの入り口だ」

「よーし、オレ様も行くぜ。こんな面白そうなことに首突っ込まずにいられるかっての」

　我関せずという顔をしていた叶かのうは心底楽しそうに笑って北斗たちを追った。
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「……ここ、が？」

　焔が怪け訝げんそうにそのビルを見上げていた。

「あの人が見てたのは俺たちじゃなくて、その後ろにあったこのビルだ。ひょっとしたら、俺たちと会ったのを思い出して俺を見たのかもしれないけどな」

　数日前にアザーズを追って入った駅前のショッピングセンターだ。

　どうしてホールにアザーズがいたのか。あの時、北斗たちを見た天てん山ざんは驚いていた。だから、自分たちを狙ねらった罠わなではない。あそこにアザーズを隠していたのだ。では、なぜホールだったのか。最初に発見した一匹はどうして隣のショッピングセンターに向かっていたのか。

　それを考えて、答えが見つかった。

「なにかあるとしたら地下だろうな」

　地下駐車場を示す北斗に焔が怪訝そうに訊きく。

「どうしてだい？」

「屋上駐車場から地下につなげるのはかなり難しいと思うけど」

　燎子がわざと真剣に突っ込み、焔がムッとした顔をする。

「先に地下駐車場を封ふう鎖さしないと」

　北斗は警察の規制線のようなものを考えたのだが、十じゆう三ぞうがうなずいた。

「わかりました」

　駐車場の入り口へ向かった十三は当然のように誘導係に制止されたが、額に手をかざして何事かささやいた。そのまま進んでも、注意もされない。北斗たちはその後を追って入った。

「なにやったんだ？」

　北斗たちの姿など見えないように振る舞う誘導係を振り返って訊く。

「一種の結界です。私たちを見ないようにと」

「凄すごいな」

「数人ならこれでもいいんですが、数が多いと地の術を使った方が効率的ですね。私には使えませんが」

　十じゆう三ぞうは首を振る。北ほく斗とはＮＥＭＯのビル前で術を使って野や次じ馬うまを追い払った中なか屋やを思い出した。やはり、戦闘班の術はレベルが違うということだ。

　地下一階の駐車場はコンクリート打ちっ放しで、グレー一色の空間だ。数台の車が止まっている。スロープは右に曲がった後、大きな弧を描いて半周し、地下二階に向かって降りていく。左側にはエレベータと階段。

　一階を見回し、おかしなところはないと確認した後、下に降りようとスロープに向かったところで、北斗は足を止めた。

「……なにか聞こえないか？」

　全員立ち止まって耳を澄ます。

　ひたひたひたと足音のような音が無数に重なって聞こえる。スロープの下の方から、次第に大きくなってきた。

「ビンゴってとこだなぁ」と叶かのうが嬉うれしそうな声を上る。

「ここはボクがやる。先に行け」

　焔ほむらがエクスパイルを突き立てて言う。

「ひとりで格好つけてる場合じゃないでしょ」

　燎りよう子こが言うと、焔はエーテルを取り込みながら言い放つ。

「言い方が悪かったね。ここはボクひとりで充分だ」

「それじゃ任せるぜ。オレ様はもっと大物狙ねらいなんでね」

　叶は真っ先に階段の方へ引き返した。その背に北斗が声をかける。

「お、おい、大丈夫なのか？」

「デュアルなんだぜ、あいつは。プライドもあるってもんさ」

「無理するなよ！」

　迷った末、北斗は焔に声をかけて、階段へと向かった。

「ありがとう、北斗クン」

　上機嫌で応じた焔は微笑を浮かべながらエーテルを取り込む。

「さあ、相手してあげよう」

　気合いを入れると、焔は薄暗いスロープの奥を見た。

　路面だけでなく、壁面も黒い影がびっしりと埋め尽くしていた。それが黒い絨じゆう緞たんのように広がって進んでくる。アザーズだ。しかし、これまでのアザーズよりも小型で、手の平くらいのサイズだ。

「……思ったより気持ち悪いね」

　入れたはずの気合いがしぼんだような声を漏もらし、焔は両りよう腕うでを広げた。

「旋×発──《トゥルボ・イグニス》！」

　叫びと同時にアザーズの中心に空気の渦うずが生じた。アザーズが次々に引き寄せられて、渦に飲み込まれていく。

　と、渦の中に赤い炎が点ともった。一気に大きく広がった炎は紅ぐ蓮れんの竜巻と化してアザーズを焼き尽くし始めた。




「大丈夫かな、あいつ」

　北ほく斗とは階段を下りながらつぶやいた。

「心配なんだ？」と、燎りよう子このどこか不機嫌な声。

「そりゃそうだろ。いくらなんでもたったひとりってのは」

「自分の心配した方がいいわよ。これからが厄介なんだから」

　四人は用心しながら階段を下りて、地下二階にたどり着いた。照明は非常用の薄暗い明かりが点ついている。

「いない……な」

　北斗は周囲を見てささやいた。すべてのアザーズが上に行ったのだろうか。それとも、勘が外れたのか。

　不安になって、北斗はもう一度確認する。ここにも二〇台くらいの車が止まっていたが、誰もいない。

「気づいた？」と、燎子が十じゆう三ぞうに問う。

「結界ですね」

「ふん、確かめりゃいいだけだ」

　叶かのうが軽く言い放って駆け出した。

　一番近くの車にさしかかったと同時に周囲の様よう相そうが一変した。一瞬前までなにもなかったその一角には突然、破壊された車三台が現れた。屋根やボンネットはズタズタにされ、一台は横転している。そして、獣型ビーストのアザーズ十数匹がたむろしていた。

「な──なんだよ!?」

　思わず声を上げた北斗に燎子が短く解説。

「叶が結界を破ったからよ」

　とっくにエーテルを取り込んでいた叶は歓喜の声と共に術を放った。

「見つけたぜぇ！　食らいやがれっ、跳──《デスロック》!!」

　床や壁からコンクリートの塊かたまりがはがれてアザーズの群れに向かって叩たたきつけられる。その場にいたアザーズはことごとく粉砕された。

「手て応ごたえのねぇ連中だぜ」

　消滅していくアザーズを蹴けりつけながら吐き捨てる叶。

　北斗は奥にあるドアに気づいた。外側から突き破られ、変形して、隙すき間まが出来ている。

「あれは機械整備用の部屋ですね」

　十じゆう三ぞうがドアを見て言う。

「行くわよ」

　燎りよう子こは北ほく斗とがついてくると確信してるようにドアに向かっていった。十三がへしゃげたドアを力任せに引き開けた。

　途端、むっとする臭気が鼻をついた。

　配管が天井と壁を走る狭い通路はあちこちに粘液がくっつき、異臭を放っている。

「この粘液みたいのはなんだ？　ツバじゃないよな？」

　北斗は壁についたねっとりしたものを指で触ってみる。ゼリーのように粘着質で、コガネムシやカブトムシが潰つぶれたようなイヤな臭においだ。

「なんか、昆虫っぽいよな」

「……ム……シ……？」

　緊張した声で燎子がささやく。

「そういえば、あのアザーズって獣っていうより、虫っぽい部分もあったよな？　天井を這はってたり……」

　北斗の問いは途中で途切れた。目の前にそれがいたからだ。

「こいつは……違うよな、どう見ても……」

　強こわばった顔で北斗は言う。

　整備用の六畳間くらいの空間をそれが占めていた。大きさが三メートルはある巨大なサソリというのが一番近い。いびつな六本の肢あしは長い体を持ち上げて立ち、前脚はハサミというよりは長さ一メートルはある鎌かま。大きな下腹部は毒針の代わりに下に垂たれ、床にはフットボールのような卵が産み付けられてる。明らかに孵かえった後あとの卵もある。

「ひょっとして、こいつが親とか？」

　北斗の声は相手を刺激しないように自然とささやきになっていた。

「おまえら、またオレの邪魔に来やがったのか」

　巨大アザーズの陰から見下したような笑い声が聞こえた。

　歩み出してきた天てん山ざんはアザーズの大きな腹に手を当てた。

「今度は生きて帰れると思うなよ？　このマザーはオレのために無数の下僕を生み出してくれた。おかげでＮＥＭＯ本部までもう少しで侵入できる」

「させっかよ！」

　息巻く叶かのうに天山は嘲ちよう笑しようを返した。

「問題ないだろ？　おまえらはここで人生とおさらばなんだからな」

「この粘液並に臭いセリフだな」

　思わず北斗は失笑した。

「笑ってられるのは今のうちだけだぜ!?　投──《聖なる煌槍クリスタル・スピアー》!!」

　天山は腕うでを振り上げると、水晶のようにきらめく槍やりを中空に生み出す。

「食らうか、ボケ！」

　放たれた槍やりに向かって叶かのうが両りよう腕うでを振り上げる。

「粘×発──《ファッキンマッドマド》！」

　床から跳ね上がったなにかが槍を包み込み、天井に張りつかせた。泥どろだ。槍は動けないまま消滅する。

「その程度かよ」

　がっかりした叶の口調に天てん山ざんの眉み間けんに険しいシワが刻まれる。

「おまえらはこいつらに食い殺される程度でいいんだよ。食っちまえ！」

　言い放ち、天山はマザーに命令した。

　巨体が節のようになった胴体をうねらせ、鎌かまのような前まえ肢あしで地面をいら立たしげに叩たたいた。

　その時、北ほく斗とは他の誰にも見えていない事実に気づいてしまった。

「おまえ、自分が召喚したから自分は大丈夫だって思ってるだろ？」

「なにほざいてやがんだ？　当たり前だろうが。こいつはオレの操り人形だ」

「一応、注意しとくけど、鎖くさりが切れかかってる。注意しとけよ」

「下手なブラフしてんじゃねーよ」

「かなりマズい状況だって忠告したからな」

　北斗は身構えながら半歩退く。

　天山の背後に空いた穴からかさかさと音を立てながら、わっと吐き出されてきたのは無数の黒い虫。マザーを小型化し、腹を小さくしたせいで印象は鎌のような前肢を持ったゴキブリ……。

　叶がツバを吐き捨て、術を放つ。地面と言わず、天井と言わず、周囲からコンクリートの塊かたまりが飛び出し、アザーズたちを粉砕する。

　キイキイと軋きしるような声を上げながら潰つぶされていくアザーズ。マザーはその声に気を取られたのか、動きを止める。

「構うな。こいつらを殺やれ！」

　天山がいらだった声で命令した時、北斗には天山とマザーの間をつなぐ鎖が軋むのが聞こえた。

「マズい！」

　北斗が叫ぶと同時に、鎖が弾はじけ飛とぶのが見えた。ちょうど真ん中辺りで両側から思いっきり引っ張って切れたように。

「幼稚な脅おどしに引っかか──」

　解放されたマザーの甲かん高だかい咆ほう哮こうが天山の声をかき消した。黒板を爪つめでひっかくような耳に突き刺さる叫び。全員耳をふさいで歯を食いしばる。

「どうしたっ!?」

　叫んだ天山がマザーの巨大な鎌で薙なぎ払はらわれた。壁に背中から叩きつけられて天山は人形のように転がった。

「逃げるぞ！」

　北ほく斗とは燎りよう子こに声をかけて身を翻ひるがえした。

「……い……や……」

　これまで不自然に黙っていた燎子が切れ切れの声を発した。

「燎子様、早く」

　十じゆう三ぞうが手を差し出したが、燎子はその手を払いのける。

「イヤーッ！　こっ、来ないでーっ!!」

　燎子は真っ青な顔をして後じさろうとした。しかし、足が強こわばって動かない。

　鎌かまを振り上げて天てん山ざんに近づいていたマザーは燎子の悲鳴で注意を戻し、北斗たちに向かって突進してきた。

「十三、そっち持て」

　北斗はとっさに燎子の左ひだり腕うでをつかんだ。十三もすぐに右腕をつかんでふたりで燎子を引きずって後退。部屋から逃げ出す。

「障──《デッドウォール》！」

　最後に飛び出した叶かのうがいつもより切迫感のある叫びを放った。マザーと北斗たちの間に岩の壁がせり上がり、フタをする。

「へへっ、デカブツを閉じ込めてやったぜ！」

　叶が勝ち誇ほこって歓声を上げる。












「閉じ込めたらダメだろ！　その向こうにはＮＥＭＯに繋つながる道が──」

　北ほく斗とが言い終えるより早く、叶かのうが塞ふさいだその横のコンクリート壁にビシィッと亀き裂れつが走った。

　次の瞬間、マザーがコンクリートを突き崩し、破片をまき散らしながら駐車場に姿を現した。

「ハンパねぇな、このバケモン……」

　叶がひきつった顔で、それでも軽口を叩たたく。

　マザーは巨体から想像できないスピードで一直線に北斗たちの方に向かってきた。進路にある軽自動車を六本の肢あしで軽く蹴け散ちらし、鎌かまを水平に構えて向かってくる。これくらいでは障害にもならないと言うことか。

　軽自動車は北斗たちの頭上を跳とび越こえて、ボンネットから壁に突っ込んで横転した。へしゃげた車体からチョロチョロと液体が漏もれ出す。

「久く我がクン、燎りよう子こ様を頼みます」

　十じゆう三ぞうがそう言うと、氷の槍やりを放った。

　貫くはずの槍はマザーに達する寸前になにかに阻まれたように弾はじかれる。

「食らいやがれ、跳──《デスロック》！」

　叶の叫びと共にマザーの下からコンクリート片が垂直に跳び上がった。大きな下腹部に叩きつけられたコンクリートの飛礫つぶてはすべて弾かれた。マザーにはダメージがない。

「なんだよ、そいつはぁ!?　反則じゃねーかよ！」

　いらだった叶の叫び。

「結界です。まず、解除しないと──」

　色々な場所を狙ねらって氷の槍を放った末、十三が結論を下した。

「やかましいわぁっ！」

　叶は十三を遮さえぎり、再び攻撃を開始した。

　その間、北斗はガチガチに固まってしまった燎子を抱えて後退し続けていた。

「どうしたんだよ？　なんか魔術でもかけられたのか？」

　北斗は声を上げながら、燎子の頬ほおを叩いた。

「おい、燎子！　十三がヤバいぞ!!」

「……な……なによ!?」

　燎子のぼんやりした目が北斗をとらえ、頬の痛みに気づいてかみつかんばかりに吠ほえる。

「お？　目が覚めたか？　十三たちがマズい」

　北斗に言われて、燎子は顔を上げた。目の前で十三と叶がマザーと戦っているのを目にして、呻うめきを漏らす。

「……や、やるわよ！」

　エクスパイルを取り出した燎子の合図で、北斗は制服の上から背中に手を添えた。

「震ふるえてるぞ？」

「こ、これはそうじゃなくて……だ、ダメなのよ、ムシが……」

　消え入るような声の燎りよう子こ。

「意外だな。ゴキブリだって踏みつぶしそうなのに」

「じょ、冗談でも言わないで！　想像しただけで──」

　燎子はブルッと身み震ぶるいした。

「わかったよ。いつでもいいぞ」

　すでにエーテルを取り込んでいた北ほく斗とが合図を送ると、燎子は左ひだり腕うでをマザーに向けた。視線の先にはマザーの巨体。

「や、や、や、やっぱり無理！」

　燎子は悲鳴を上げると、北斗の腕を振りほどいて逃げ出そうとした。腕をつかんでいた北斗は強引に引き戻す。

「お、おいっ!?　待てって！　なに考えて──」

　説教しようとした北斗は涙目になっていた燎子を見て勢いを削そがれる。

「わかった！　おまえは目を閉じてりゃいいから、俺が合図したら撃て」

　こくりとうなずく燎子。

　妙に素直で、しかも、おどおどした燎子に、北斗は鼓こ動どうが跳ね上がるのを感じた。が、すぐに首を振って勘違いだと否定する。気の迷いだ。

　燎子はエクスパイルを突き立て、エーテルを導き出すと、ぎゅっと目を閉じた。

「さ、さっさと消えてーっ！　発──集──《バーニングポイント》!!」

　ヤケのように叫ぶと、燎子は術を放った。

「ちょ、待──」

　北斗が制止する間もなく、背中に当てた左腕からエーテルが抜けていく感覚。

「あう…っ」

　燎子がびくんとのけぞってあえぎ声を漏もらす。

　そして、燎子の左腕から炎の弾たまが放たれた途端、北斗の全身から力が抜けた。膝ひざがガクンと折れそうになるのをふんばる。

　炎の弾は一直線にマザーに向かっていく。

　が、マザーに当たる前にこれまでと同じように弾はじかれた。飛び散った炎が床や壁、車に当たる。結界は炎に対しても有効だった。

「効かない!?」

　北斗はぐったりした燎子を抱きとめた。

　しかし、のんびりしている時間はなかった。マザーが鎌かまを振りかぶって突進してきたのだ。

　北斗は燎子を抱えたまま、横っ飛びに転がった。

　振り下ろされた鎌がコンクリートの床に突き刺さる。突っ込んできたマザーはそのまま壁にぶち当たって動きが止まった。

「さっきから、なに、いちゃついてんだよ、てめえら!?」

　叶かのうがいらだった声を上げた。北ほく斗との力を燎りよう子こが利用していることなど知らないのだ。

「説明は後にしてくれ！」

　燎子を起こしながら北斗が叫ぶと、マザーは六本の肢あしをガシャガシャと動かして声の方を向いた。

「とにかくここで決着をつけないと外に行かれたらマズいだろ！」

　北斗は十じゆう三ぞうに叫ぶ。

「それはそうですが、術が効かないのでは手の打ちようがありません」

「こんな時も冷静に言うな」

「おい！　ぐだぐだしてる間に、別口が来やがったぜ」

　舌打ちと共に叶が言うまでもなく、全員気づいていた。整備室の方からザワザワと音が聞こえてくるのに……。

「どんだけいるんだよ……」

　茫ぼう然ぜんと北斗がつぶやき、かたわらでは燎子が蒼そう白はくな顔をして悲鳴を上げた。

「い、いや……」

　燎子が身を起こして逃げ出したその時、マザーが蹴け散ちらした軽自動車が派手な音を発して炎を上げた。穴の空いたガソリンタンクから漏もれたガソリンに燎子の放った炎が引火したのか。その炎が瞬く間に広がり、アザーズの群れを飲み込んでいく。

　マザーが甲かん高だかい叫びを放って燃え上がった軽自動車に向かって突進する。

「ヤバいぞ！」

　叶が叫んで一目散に駆け出した。北斗も階段ではなくスロープを駆け登ろうと身を翻ひるがえす。

　その瞬間、爆発音が轟とどろき、一瞬遅れて北斗は背中をもの凄すごい勢いで突き飛ばされた。
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「やっと片づいたか……」

　天あま吹ぶき焔ほむらは額にうっすらと汗を浮かべてつぶやいた。

　黒い犬と昆虫が混ざったようなアザーズは焼け焦げ、次々に消滅していく。

「さすがに数が多かったな」

　術を使うにはエーテルを取り込み、体内で力に変換して放出する作業が必要だ。それには精神力と体力を使う。華きや奢しやな焔には疲れる仕事だった。

「北斗クンの方は大丈夫かな」

　スロープに向かった焔は不意に足を止めたかと思うと、地を蹴って真横に飛びのき、一回転して体の向きを変えた。

　一瞬遅れて銀光が閃ひらめく。

　最前まで焔のいた場所には人影があった。

　黒いツーピースのドレスに白いレースをあしらい、結い上げた長い髪をこれも黒と白のリボンで飾った少女。シルバーのアクセサリーなど典型的なゴシック趣味だ。年格好からすると、中学生くらいだろうか。まだ、幼い顔立ちだ。

　シーカである。その手には焔ほむらを狙ねらった銀色の刃やいば。

　首を傾かしげて焔を見ている様子は、どこか違和感がある。手の込んだ衣装も着せられているというぎこちなさのせいだろうか。

「……よけた」

　シーカが感情のない声でつぶやいた。

「不意を突いたつもりだろうけど、ボクの周囲二メートル以内に近づくと、結界が知らせてくれるからね」

　焔は無駄だと笑い、エクスパイルをもう一度突き立てた。

「遅い」

　シーカはぎこちない声を発すると、真まっ直すぐに焔に向かって走った。

　その手には、鈍にぶくきらめく一五センチほどの金属。小さなナイフかと見えたそれは、五ご寸すん釘くぎを叩たたきつぶし、研いだ手製のナイフだ。

　焔の顔に向かって、シーカは無表情にナイフを突き出す。

「斬ざん──《ウェントゥス・ファルクス》！」

　後退してかわした焔はわずかに取り込んだエーテルで術を放った。












　シーカはふらっとよろけたような身のこなしで攻撃をかわす。代わりに背後のコンクリート壁に見えない刃やいばで斬きられた線が刻まれた。

　黒と白のフリルを翻ひるがえし、シーカが一気に間を詰める。

　ナイフが閃ひらめき、焔ほむらの顔に執しつ拗ように襲おそいかかる。

　至近距離でシーカの顔を見て、焔は違和感と同時になにかを思い出した。違和感の正体は感情がまったく表面に出ない能面のような顔。そして、誰かを思い出させる顔立ち。それが焔をいらだたせる。

「落──《イグニス・プルウィア》！」

　炎が横殴りの雨のように叩たたきつける。

　しかし、シーカは焔には予想もつかない動きでかわす。天井に飛びつくと、術の範囲から一瞬にして離脱してしまうのだ。

　術が見えてるのか？　なにを出すかわかっているのか？

　焔の一瞬の逡しゆん巡じゆん。

　シーカが動物的な勘でその隙すきを狙ねらって動く。

　天井から飛び降りた少女の指先には手製のナイフが三本挟まれている。それを横に払った。

　のけ反った焔の頬ほおに浅く三つの筋が走る。

「よくも……。ボクの顔に傷をつけたな、このゴスロリ！」

　焔は指で傷をなぞると、吐き捨てた。

「今度こそ焼き尽くしてやるっ！」

　術を放とうと焔が口の中で《特性》をつぶやく。

　その時、下の階から耳をふさぎたくなるような甲かん高だかい咆ほう哮こうが響いてきた。




　爆風に背中を蹴けり飛ばされた瞬間、北ほく斗とは肺の空気を一気に押し出され、一時的に酸欠状態になった。そのせいで朦もう朧ろうとなりながら、なんとか起き上がる。あちこちが痛いが、骨が折れた訳ではなさそうだ。

　いつの間にか頭上には煙が雨雲のように漂ただよっていた。まだ下には煙が降りてきていないが、照明が煙に遮さえぎられて暗い。

　災害時の対応マニュアルが頭をよぎった。煙を吸い込まないように体を低くして、ハンカチで口を覆おおってとかなんとか。

　膝ひざをついて周囲を見回す。視界は狭い。一メートル先も見えない。

　炎が燃える音、炎にあぶられてなにかが弾はじける音……。声や足音は聞こえない。

　爆発寸前のことを思い返してみる。叶かのうが真っ先に逃げ、燎りよう子こはその後。十じゆう三ぞうは北斗とほとんど同時だったはずだ。

　まだスロープにいるのは地面の傾斜でわかった。まずは壁がどこにあるか知らないとなと、北斗は中腰になった。

　と、音が接近してくるのが聞こえた。無数の小さいものが歩く音だ。スロープの下の方からゴキブリっぽいアザーズが接近してくる。

　地下一階まで退却するしかない。

　そう考えた時──。

「ホクちゃん、大丈夫～？」

　聞き違えようのない遊ゆう穂ほのほわんとした声が聞こえた。

「ユーホ!?」

　一瞬幻聴かと思ったが、また聞こえてきた。

「あ～、そっちか～。ちょっと待ってね～」

「じゃなくて、こっち来るな！　マズいから!!」

　その間にもアザーズの足音は不気味に大きくなってくる。

　こうなったら遊穂が来るまでに自分で追い払うしかない。

　北ほく斗とは制服の上着を脱いで、左ひだり腕うでに巻きつける。せめてバールとか棒でも欲しいが、そんなものはない。

　アザーズの姿が見えた時、北斗は自分の甘さを思い知った。ゴキブリ並みの子供ではなく、犬並の大きさのアザーズが数匹迫ってきたのだ。

「……マズ」

「ホクちゃん？　そこかな～？」

　思わず苦笑いを浮かべてしまう。そんな緊張感を削そぐ声。

「ちょ!?　待っ──」

　北斗が止めるのを聞かずに足音が駆け寄ってきた。

　遊穂はこの濃い煙の中、立って歩いていた。おかしなことに、その周囲だけ煙がない。まるで煙が避けているように流れていく。おかげで顔がはっきりと見える。

「ホクちゃん、見っけた～」

　遊穂が発した無邪気な声で、アザーズは遊穂に気づいた。猛然と駆け出す。

「逃げろ、ユーホ！」

　叫ぶ北斗。

「風よ、かの敵を押し返せ。彼方かなたへと！」

　遊穂は魔法使いの呪じゆ文もんのようなセリフを口走って右手を伸ばした。

　次の瞬間、アザーズたちは突風に吹き飛ばされて姿を消した。遠くの方で壁にぶつかるドンッという音が聞こえた。

「……お、おまえ、まさか……」

　狐きつねにつままれたような顔をする北斗には構わず、遊穂はエクスパイルを取り出してエーテルを補給し始めた。

「煙を出しちゃうね～」

　エクスパイルから流れ出たエーテルはゆっくりと遊穂の中に消えていく。燎りよう子ことはスピードが違うのは、まるで性格に比例しているようだ。

「風よ、流れよ。我が意の示す方へ！」

　これが遊ゆう穂ほの術の使い方なのだろう。ファンタジーのようなセリフに従って、空気が動き始めた。煙が流れに乗って上へと移動していく。徐々に薄くなっていく煙の中から遊穂が北ほく斗とに手を差し出す。

　その光景を見て、頭にチクッと痛みが走る。

　昔の記憶がおぼろげに思い出された。

　差し出された手にはビニール袋に入ったままのストラップ。フィギュアがついている。

『ホクちゃん、これ、珍しいんだって。あげるよ』

　男の子のようなハキハキしたしゃべり方だった。

「……そうだ。あれは、ユーホじゃない……」

　北斗は頭を押さえてつぶやいた。引越の時に誰かにもらったという記憶しかなかったが、少なくとも遊穂ではない。だったら誰だったのか。

　と、大きなため息。

「はあぁ～、思い出しちゃったか～。もうちょっとホクちゃんの幼おさな馴な染じみやってたかったんだけどな～」

「へ？」

「あたしはホクちゃんとは、この間会うまで一面識もなかったんだよ～」

「じゃあ、あの記憶は……」

「最初の夜に家に運ばれた時、ウソの記憶を入れちゃったんだよ～。ゴメンね～。あたし、ＮＥＭＯの処理班だから、特権行使しちゃったの～。あ、でも、幼馴染み役は誰かがしなきゃいけないから立候補したんだよ～」

　ぺろっと舌を出す遊穂。

「ユーホは俺の幼馴染みじゃない？」

「そ～で～す」

「じゃあ、本当の幼馴染みって誰だ？」

「それは自分で思い出さなくちゃダメですよ～」

　遊穂はほっこりと笑って首を振ってみせた。

「なんで、消したんだ？」

「ＮＥＭＯにとってもその人にとっても都合が悪いっていうか～、その人の精神のバランスが崩れるっていうか～、色々あったんだよね～。燎りよう子こちゃんも一緒だったんだけど、ちょっとだけ思い出しちゃったから、結局、そのままいくしかなくなって。ホクちゃんの記憶もそのせい。でも、幼馴染みの役は誰かが演じないとそれをきっかけに思い出すからって、あたしが志願したんだよ～」

「なんで？」

「ちょっと興味あったからかな～。この街を危うくした男の息子ってどんな子かなっとかね～」

　北ほく斗とをじいいっと見て、遊ゆう穂ほはひとつうなずいた。

「うん。それに、どんな力が隠されてるのか知りたいですよね～」

「それは俺もそうだけど……」

「だからぁ、一緒に頑張ろうね～」

　そう言うと、遊穂は拳こぶしを胸の前にそろえてぎゅっと握にぎって見せた。

　その仕草がこの状況とは似つかわしくなくて、北斗は笑みがこみ上げてきた。

「ユーホ、燎りよう子こたちを探すのを手伝ってくれ」

「了解～」

　遊穂は冗談っぽく敬礼をしてみせた。




　ゴキブリ型アザーズから逃げ出した燎子は爆発の衝撃で転がり、直後に充満した煙に巻かれて方向を見失っていた。

　視界は五〇センチ先がぼんやり見えるくらいだ。体を低くして、煙から逃れ、深呼吸する。

　落ち着け。こういう事態に備えてトレーニングは積んできたはずだ。

　そう言い聞かせながら、周囲を手探りする。

　と、左手が壁に触れた。

　壁に沿っていけば、スロープ側か、それとも階段かどちらかにたどり着ける。どっちに行けばいいのか。

　その時、視界の端になにかが見えた。

　燎子は手を伸ばしてつかむ。

「スマホ？」

　手に取ると、妙なフィギュアがぶら下がっていた。

「あ……北斗のか」

　イヤな顔をしてフィギュアをつまむ。

　そのプニュッとした感触に顔をしかめる。昔どこかでこんなものを手に乗せたような記憶があった。

「これって……わたしが……誰かにあげた？」

　こめかみを押さえ、燎子はぼんやりとした記憶を思い起こそうとする。

「ちょ、ちょっと待って……」

　軽いパニックになって燎子は混乱する記憶を整理しようとした。

　そうだ。どうして忘れてたんだろう。一〇年前の引越の際、隣りに住んでいた男の子にあげたものだということ。その子のことが好きで、当時キャンペーンでもらった限定ストラップをあげたのだ。

　そして、その子のことは『ホクちゃん』と呼んでいた。誰のことだか考えるまでもない。

「わたしの趣味って……最悪だ……」

　燎りよう子こは思わずつぶやいた。

「好きな子なんていったって、六歳だし……今はなんとも思ってないし。一〇年も前のことじゃない。だって今は──」

　そんなことを考えて北ほく斗との顔が浮かんできた。

　と、煙が急に動き出すのを感じた。視界が次第に晴れてくる。立ち上がったところで人の足が見えた。

　ほんの五メートルも離れていないところだ。それだけ煙が濃く、炎の燃える音や破裂音が大きかったということだろう。

「十じゆう三ぞう!?」

　燎子はスマホをポケットに突っ込むと、這はい寄よった。

　十三は爆風に飛ばされたのか壁に頭を打ったようだった。ぐったりとして動かないが、息はあった。

　胸をなで下ろす間もなく、スロープの下の方から大きなものが動く音が聞こえてきた。

「こんな時に……」

　燎子は歯をかみしめながら、音の方向に首を回す。

　軽自動車の爆発に巻き込まれて動きを止めていたマザーがスロープを登ろうとしていた。六本ある肢あしのうち、二本が爆発で折れているらしく、動きが鈍にぶい。それでも前まえ肢あしの鎌かまは健在だ。

　燎子は十三を起こそうとしたが反応はない。頭を打ったなら動かさない方がいいのかもしれないが、それどころではない。腕うでを肩に回して引っ張ろうとしたが、体重差がありすぎた。逆に燎子が潰つぶされそうになる。

「やるしかない」

　燎子は十三を降ろすと、エクスパイルを突き立てた。

　全力を振り絞った術を食らわせる。それしかなかった。制服を脱ぎ捨て、戦闘服エーテルスーツだけになる。その方がエーテルの吸収に無駄がない。

　エーテルが首筋や背中から入ってくるのが感じ取れた。

　燎子は左腕をマザーに向けて伸ばし、相手の姿を見ないようにして意識を集中する。

「発──集──放──」

　自分が使いこなせる中では最も強力な術。炎を発し、一点に集中させて放出し続ける。一点突破にはこれ以上ないはずだ。

「《インフレイムス》!!」

　取り込んだエーテルを体内で変換し、左腕に向かって移動させる。体の中を電気の蛇が走るような感覚。次の瞬間、炎が手のひらの先から現出した。一条の真紅のラインがマザーに向かって一直線に伸びる。

　マザーの鎌の付け根が赤熱する。しかし、体が赤くなっているわけではない。その周りの空間が赤くなっているだけだ。

「……これでも結界を破れないの？」

　絶望した顔で接近してくるマザーを見る。

　生徒会室で同じ術を放った時は北ほく斗とがいた。やはり、パワーが足りないのだ。

　距離は五メートルを切った。もう少し進めば鎌かまが届く。十じゆう三ぞうはまだ意識を失ったままだ。

　燎りよう子こは奥歯をかみしめた。

　こうなったら、上う手まく行くかどうかわからないけど、一度も成功してない術を試すしかない。

　そう考えて、再びエーテルを取り込もうとした時、

「燎子！」

　不意に背後から北斗の声が聞こえた。

　振り返るまでもなく、北斗が背後につく。

「やるぞ」

　一瞬で状況を把は握あくしたのか、北斗の声にはためらいはなかった。

　いつの間にこんな頼り甲が斐いのある声をするようになったのよ、ホクちゃん。

　そんなことを考えながら、燎子は背後の北斗に声をかける。

「でも、効く？」

「俺のを足してダメなら諦あきらめるしかないな。やるだけやってみるぞ」

「……そうね、ホクちゃん」

　思わず口走ってから、燎子は慌てて口を閉ざした。

「なんか言ったか？」

　北斗にはよく聞こえなかったようだ。ほっとして、燎子は首を振る。

「ううん、今度こそ殺やるわ」

　燎子はそう言って左ひだり腕うでを前に伸ばした。

「ユーホ、こっちにエクスパイルを突き刺せ」

　北斗の言葉に意表を突かれ、燎子は思わず首を回して背後を振り返った。

「遊ゆう穂ほ？　どうして？」

「それは後だ。ユーホ、エクスパイルを頼む」

「でも、あたし攻撃は──」

「俺が使うんだ」

「わかった～」

　とととっと駆け寄ってきた遊穂がエクスパイルを突き刺した。

　ふたつのエクスパイルから出たエーテルが北斗と燎子の周囲を包み込む。渦うずが一気に体になだれ込むと、北斗の体に入ったエーテルが腕を通して燎子の体に伝わってくるのを感じた。

　温かい。

　それまでは感じたことのなかった感覚。

　子供の頃に好きだった男の子に素肌を触れられてるなんて……。

　急に恥ずかしさがこみ上げてきて、燎りよう子こは頬ほおが熱くなるのを感じた。

　今はそれどころじゃない。十じゆう三ぞうを守らなければいけない。

「なにちんたらままごとやってんだ!?」

　いきなり叶かのうの叫びが背後から割って入った。

「叶、時間稼ぎして！」

　すかさず燎子が声を上げる。もう少しエーテルを取り込む時間が欲しかった。

「オレ様をなんだと思ってんだ？」

　不機嫌に吐き捨てた叶だが、状況を見てマザーに向き直る。

「てめえの歩みはそこまでだ！　障──《デッドウォール》!!」

　マザーの行く手を塞ふさぐ形で燎子の前三メートルに土の壁が盛り上がった。直後、マザーが障壁にぶつかる音が響く。二度三度とぶつかる度に崩れる瓦が礫れきの音が激しくなる。

「なんだか知らねーが、とっととやっちまえ！　そんなにもたねーぞ!!」

　叶の叫びに、燎子は意を決した。

「行くわっ！」

　燎子は背中に触れた北ほく斗とに合図を送る。

　その時、叶の作り出した障壁がマザーの巨体に突き崩された。












　複数の瓦が礫れきが燎りよう子こに向かって飛んでくる。小さな石が燎子の頬ほおをかすめていった。

　マザーが鎌かまを振りかざしてズズッと前に進み、その昆虫のような眼めが燎子に向けられる。

　燎子は背中に触れた手のひらを通して北ほく斗との激しい鼓こ動どうを感じ取る。北斗も恐怖を感じていると思うと、少しだけ自分の恐怖が和らいだ。そうだ。誰だって怖いはずだ、こんなでかいムシなんて。

　燎子は目と鼻の先まで来たマザーを見すえて、伸ばした左ひだり腕うでに力を込めた。

「燃やし尽くせぇっ！　発──集──放──《インフレイムス》！」

　燎子は裂れつ帛ぱくの気合いを放った。

　同時に今まで経験したことのない塊かたまりがへその辺りから腕に向かって動くのを感じた。そこに背中の北斗の手から伝わる力の流れが加わった。

　ドクンと鼓動が跳ねた。

「うわああああああ──っ！」

　恐怖と、それ以上に歓喜の叫びが燎子の口から迸ほとばしる。

　まるで腕を炉に突っ込まれたような錯覚。腕が赤熱した鋼になっていたとしても不思議はなかった。

　そして、全身が膨張したような錯覚。このタイトな戦闘服エーテルスーツが張り裂けるんじゃないかと燎子は緊張する。どこかでガチッと鍵かぎが外れたような感覚がした。

　そのタイミングで、高まった力を一気に解き放つ。

　ドンッと衝撃を発して、爆発的な力がマザーに向かって放たれ、耳をつんざく咆ほう哮こうが燎子の耳じ朶だを打った。





　　５






　地下二階からの咆哮が聞こえた瞬間、焔ほむらは思わず耳を押さえた。それほど金属質で耳をつんざくような高音だったのだ。

「アザーズのボスか!?」

　思わず反応した焔はシーカから注意をそらしてしまった。致命的な失態だ。

　しかし、シーカもその声に気を取られて動きを止めていた。

「助ける」

　ぎこちない声を上げると、シーカは身を翻ひるがえす。

「待て！」

　叫びながら、体内に残ったエーテルで攻撃を放つ。

「斬ざん──《ウェントゥス・ファルクス》！」

　目に見えぬ攻撃を、シーカは体をひねるだけでかわした。階段に通じるコンクリートの壁になにかに斬きられたような傷が走る。シーカはそのまま天井を這はうようにして階段を下りていった。

　破壊音と共に再び咆ほう哮こうが聞こえたのは、その時だった。

「北ほく斗とクン!?」

　焔ほむらは身を翻ひるがえしてスロープへと走った。




　燎りよう子こが術を放った瞬間、北斗はエーテルと一緒に意識まで持っていかれそうになった。ふっと気が遠くなったところを、かろうじて持ちこたえ、前を見る。

　そこで目にしたのは赤熱するアスファルトの中でもがくマザーの姿だった。

　いつもなら赤い光の筋が目標に向かって伸びていく。しかし、今回は違った。赤と黄の光条がまるでからみ合う蛇のようにマザーに突き刺さった後、一瞬にして溶岩のようにドロドロに溶けた。噴き上がった熱い空気の塊かたまりが天井の煙を吹き飛ばし、熱風が吹きつけてくる。そして、マザーの巨体を底なし沼のように飲み込んだのだ。

　マザーは聞くに堪たえない咆哮を上げながら悶もだえていた。

「これを燎子がやったのか……」

　茫ぼう然ぜんと北斗がつぶやく。

「なに言ってんの？　ふたりで、やったんでしょ……」

　胸にもたれかかっていた燎子が切れ切れにささやいた。

　汗ばんだ首筋にドキッとして、北斗は思わず視線をそらす。そこで初めて戦闘服エーテルスーツの前を見た。ぴったりした服で胸が強調されているだけでなく、大きく開いていた。おかげで、肩越しに谷間がはっきり見える。

　結構、大きいな。

　北斗は思わずゴクリと喉のどを鳴らす。

「……ちょっと？　おかしなこと考えてるんじゃないでしょうね？」

「おまえで？　まさかだよ！」

　慌てて否定し、北斗はもたれかかっていた燎子を押しやって立ち上がろうとした。が、思うように力が入らず、よろめいた。慌てて燎子の肩をつかむ。

「なにやってんのよ？」

　肩を支えにされた燎子はバカにした声を上げたが、すぐに顔色を変えた。

「……ゴメン。動けない」

　燎子は足を動かそうとするが、力が入らないのか、その場にくずおれてしまう。

　手を貸そうとした北斗の背中を叶かのうがドンと拳こぶしで叩たたいた。

「……おい、遊んでんじゃねぇぞ」

　叶が珍しく緊張した声を出し、踵きびすを返して駆け出した。

　声に促うながされるように、北斗は視線をスロープの下に向け、絶句した。

　マザーは溶岩の真まっ直ただ中なかで逃れようともがいていた。渦うず巻く溶岩に足を取られ、思うように動けない。それでも這はい上あがろうと、体を前へ進めていた。もう少しで前まえ肢あしの鎌かまが溶岩化していないアスファルトに届く。そうなれば体を引きずり上げるのも可能だろう。

「まだ、ダメなのかよ……。なんてヤツだ」

　北ほく斗とは愕がく然ぜんとした声を上げた。

　召しよう喚かん士しとの鎖くさりは切れている。それなのにこの執念はなんなんだ？　命令ではないとすればなにが突き動かしているのか。

　床に点々と転がる黒焦げのゴキブリのような小型アザーズを見て、ああ、そうかと北斗は納得した。勝手に召喚され、子供を産まされ、そして、目の前で無残にも殺されていく。だから、怒り狂っているんだろう。

　でもな、と北斗は思う。こっちも不幸なんだよ。

　親父おやじが失しつ踪そうし、お袋が死に、わけもわからないまま位相術士エクスフエイザーの戦いに巻き込まれてる。自分は充電池で、幼おさな馴な染じみは偽者で、生徒会長の両親の死と姉の失踪は半分親父の責任ときた。

　おまけに十じゆう三ぞうはまだ意識が戻らず、燎りよう子こは攻撃のダメージなのか満足に動けそうもない。遊ゆう穂ほは煙とマグマの熱を逃そうと風を送っていた。自分はといえば、燎子のサポートしかできない。殺やる気満々だった叶かのうはどこかへ駆けていった。

　こんな状態で怒り狂うおまえと戦えってのか？

　北斗は強張った笑いをマザーに向けた。

　と、叶の声が後方から聞こえた。

「おい、北斗！　手を貸せ!!」

　叶の叫びがスロープの上の地下一階から聞こえた。北斗が振り返ると、ＢＭＷの左ドアを開け、押してくる。

「どうするんだ？」

「こいつをぶち込んでやるんだよ」と、叶は得意そうに笑う。

「どうせこの辺りの車は爆発するか、消火されても使えねぇさ。それよりゃオレ様の役に立った方がいいだろうがよ」

　北斗は急いでぐったりしている燎子を担ぎ上げて十三の脇わきに置き、車に走る。後部から押すと、車は次第にスピードを増す。ハンドルをつかんだ叶がスロープに向かってコントロールし、目標を目の前にとらえたところで突き放した。

「くたばれっ！」

　ＢＭＷはマザーめがけて突っ込んでいった。

　鎌かまで止めようとしたマザーだが、さすがに一トンを越える質量が突進してくるのは止められなかった。ぶつかった衝撃でズズッとマグマの池に押し戻される。

「このまま沈めっ！」

　叶が罵ば声せいを浴びせるが、マザーはＢＭＷのボンネットを足場に這はい上あがろうともがく。

「しつけぇな！　おい、もう一発食らわすぞ!!」

　叶は吐き捨てて引き返していった。

　その間にもマザーはＢＭＷのボンネットに鎌を突き立て、巨きよ躯くを持ち上げた。もう少しでマグマから脱出できる。

　これ以上、俺たちでは打てる手がない。

　そう考えた時、キュウのセリフが思い浮かんだ。

「キュウ、いるんだろ？　手を貸してくれ」

「うむ。向こう側の者同士で決着をつけた方がよかろうな」

　まるでさっきからそこにいたかのように、すぐ近くからキュウの返答があった。

「って、なにしてるんだよ!?」

　キュウは北ほく斗とに抱きついて腹に頬ほおをこすりつけていた。

「匂におい付けじゃ」

　キュウはにっこりと邪気のない笑みを浮かべて北斗を見上げた。

「手を貸してもよいが、代わりに欲しいものがあるのじゃが？」

「交換条件か？」

　急に笑顔が邪悪なものに感じられて、北斗は警戒しながら訊きく。それを察したか、キュウは安心させるように笑った。

「なあに心配はいらぬ。簡単に手に入るものじゃ」

「もの？」

「そうじゃ。早く決めねば、こっちに来よるぞ？　相当怒っておるのう」

　背後からはマザーがＢＭＷの車体を叩たたく激しい音が聞こえる。

「わかった。頼む」

「そうかそうか。他ならぬホクトの頼みでは断れんのう」

　キュウは唇を横に伸ばして満足そうなにんまり笑いを浮かべると、すたすたとマザーに向かって行く。

「お主も不運じゃったのう。しかし、これも定めと思うて諦あきらめろ」

　不意にマザーが甲かん高だかい叫びを発した。まるで悲鳴のようにも聞こえる。

　その時にはキュウの姿が消えていた。

　溶鉱炉のようになったスロープの池でもがいていたマザーの巨体が宙に浮いた。いや、なにかにつかまれて持ち上げられたのだ。

　煙の中で悲鳴が響き、硬い物が砕かれるような音。それきり悲鳴は消えた。代わりに、ちぎれた肢あしが数本、バラバラと落ちてくるとマグマに飲み込まれる。

　呆あつ気けないほどの消滅だった。

「お？　なんだよ。くたばったのかよ」

　次の自動車──どこから見つけてきたのか大型ワゴン車をスロープの上まで運んできた叶かのうが拍子抜けしたような声を上げた。

「……ああ、やっと、な」

　北斗はキュウの気配を探すように周囲を見ながら応じた。

　赤熱した地面は急速に冷えて、色が黒ずんでいく。だが、熱気はまだ充分にあるのは、陽炎かげろうのように揺らめく空気でわかる。その中に飲み込まれたＢＭＷが後部だけ突き出しているのが冗談のようだ。

「しぶてぇヤツだったなぁ」

　叶かのうは流れる汗をぬぐってツバを吐き捨てた。

「どうなったの？」

　不思議そうに訊きく燎りよう子こ。

「見てたろ？」

　いくら煙が濃くてもキュウの姿や声はわかったはずだ。しかし、燎子はなんのことかわからないようだった。それで、キュウが結界を張っていたんだと北ほく斗とは気づいた。

「いや、溶鉱炉に沈んでいったよ」

　北斗は燎子に手を貸す。しかし、燎子はまだ足に力が入らないようだった。仕方なく肩を貸して起き上がらせる。

　ようやく意識を取り戻した十じゆう三ぞうを立たせ、北斗は反対の肩に十三の腕うでを回す。北斗を中心に燎子と十三を両側にして、ふらつきながら歩き出す。

「申し訳ありません、燎子様。肝心な時に……」

　頭を下げた十三が痛みに顔をしかめる。

「わたしもこんな状態だから気にしないの」

　燎子は苦笑する。

「待って。奥の通路が無事か確認しないと」

　燎子の言葉に北斗はここに来た目的を思い出した。

　まだ肝心のＮＥＭＯ本部への通路は安全確保されていない。天てん山ざんが本部に攻め込んでいるかもしれないのだ。

「あー、オレ様は遠慮──」

　面倒そうに手を振った叶に燎子はぴしりと言う。

「まだアザーズがいるかもしれないんだから、点数稼ぎすれば？」

「お説ごもっとも」

　叶は肩をすくめて後ろからついてくる。

「それじゃ、わたしは煙を外に出してるね～。気をつけてね～」

　遊ゆう穂ほは踊るように風を起こして煙を誘導し始めた。

　四人はスロープはまだ熱を持っているため、階段に向かう。

「ほら、これ」

　燎子は空いた手で素っ気なくスマホを差し出した。

　慌ててポケットを探る北斗。

「落としたのに気づいてなかった。助かったよ。悪かったな。悪趣味なストラップ持たせて」

「ホントにね！」

　怒ったように言う燎子に北斗はなだめるように言う。

「そんなに怒るなよ。ひどい趣味だって認めてんだから」

「わかってるから！」

　なにをそんなに怒ってるんだと思いながら、北ほく斗とはスマホをズボンのポケットに押し込んだ。

　三人は互いに支え合いながら階段から元の地下二階に戻る。

　階段からフロアに出た途端、北斗は足を止めた。

「おまえ──」

　腕うでを突き出した天てん山ざんが待ち構えていたのだ。

「発──《神々の爆拳ロツク・オブ・ゴツズ》！」

　これまでならあったはずの挑発的なセリフも一切なく、天山が叫ぶ。

　北斗はとっさに燎りよう子こを守ろうと脇わきに押しやった。が、腕から伸びた黄色い光は十じゆう三ぞうの胸を狙ねらっていた。

「今度こそ死ね、天てん明めい！」

　叫びざま、天山が術を放った。

　ほとんど本能的な動きだった。北斗は黄色い光の射線上に飛び出し、そして、胸に衝撃を食らった。息が出来なくなるほどの衝撃に、十三と共にもんどり打って吹っ飛ぶ。

「北斗!?」

　燎子はふたりが自分の腕をすり抜けて吹っ飛ぶのを見て叫びを上げた。

「自分から死にに来るとは酔狂なヤツだな。どのみち時間稼ぎにもならん」

「そうでもないぜぇ？」

　天山の嘲ちよう笑しように応じたのは三人の陰にいた叶かのう。

「時間は充分稼いでもらったぜ！　発──《デスロック》!!」

　叶はエクスパイルからのエーテル供給を続け、

「からの～、投×集──《フェイタルランサー》！」

　さらに石の槍やりを天山に向けて放った。

　強力な術ではない。しかし、地面から突き上がってくる石つぶてをかわすのに気を取られていた天山に槍をかわす余裕はなかった。

　が、天山を貫くかに見えた槍は途中で真っ二つに斬きられて消滅した。

「……シーカか」

　天井にぶら下がっていたゴスロリ少女を見上げた天山が安あん堵どの息を吐つく。

「北斗クン!?」

　ほとんど同時に小走りの足音と共に悲鳴が聞こえた。シーカを追い、危険を冒おかしてスロープを駆け降りてきた焔ほむらが駆けつけたのだ。

「許さない」

　焔はエクスパイルを突き立てると、天山に向けて指を突きつける。

「なんだ、てめぇ？」

　自分の術をシーカに邪魔された叶かのうが目つきを変えて階段から駆け下りる。

　そして、燎りよう子こが北ほく斗とを抱きかかえて叫びを上げた。

「ホクちゃんっ!?」




　この時、北斗は体を動かせないでいた。意識はある。目も見えている。しかし、意識と体がバラバラになったように連動しない。

　これが死んだってことか？

　ぼんやりと考えた。

　その間にも叶と天てん山ざんと焔ほむらの戦いは進んでいく。シーカと呼ばれた相手は北斗の視界には見えない。代わりにエーテルの流れがすべて見えていた。

　叶と天山が放つ黄色い光。その後を追うようにエーテルが流れ、そこに力の場を発生させ、岩を、飛礫つぶてを作り出す。焔の放つ赤と緑の光はもう少し複雑だ。からみ合ったり、ばらばらになったり。力の源はへその辺りだろうか。なるほど。そこでふたつの特質をコントロールしているのか。

　すぐ近くにもふたつ、力強い光がある。

　そのひとつが近づいてくるのを感じられた。

　大きくて、温かいなにか。

「ほくと……」

　声が聞こえる。

　ユーホかと思ったが、あいつは幼おさな馴な染じみじゃなかった。しかし、幼馴染みは確かにいた気がする。ホクちゃんと呼んでくれた同い年の子が。

「ホクちゃんっ!?」

　叫び声に呼応するように、北斗の視界は元に戻った。

「……生きてる？」

　目の前に燎子の真っ赤な目が見えた。

「大丈夫だ……」

　北斗は体を起こした。体に痛みはないし、力が入らないということもない。前に天山の術を食らった時とは段違いだ。

「十じゆう三ぞうと一緒にここにいた方がいい」

「え？　ちょっと、どうするの!?」

　北斗は燎子の声を背に階段を下りていった。

　天山の目が大きく見開かれ、動きが完全に止まった。が、それは焔も叶も同じだ。

「貴様、なぜ生きてる!?　アレを食らって死なないヤツがいるか!?」

「……さあな。おまえの下手くそな術を食らうのはこれで二度目だから、慣れたのかもな」

　北斗は全身の痛みを押し隠して、バカにするように肩をすくめてみせた。

「ふ、ふざけるなっ！　投×結──《聖なる煌槍クリスタル・スピアー》!!」

　天てん山ざんが水晶の槍やりを放つ。

「当たるかよっ！」

　北ほく斗とは余裕で飛び退のき、距離を詰める。天山が二撃三撃を放つがかすりもしない。そのはずだ、北斗には術が狙ねらっている方向が見えるのだから。

「なぜ、術をかわせる!?」

　天山がうろたえて術を放ち続け、一時に取り込んだエーテルを使い果たした。慌ててエクスパイルをもう一度刺し直そうとする。

　北斗は一気に距離を詰め、後退する天山を壁際まで追い詰めた。

「て、てめえ、何者だ？」

　天山が怯おびえた目で北斗を見、急になにか思い出したようにつぶやく。

「まさか、親父おやじが言ってた最後の駒こまってのは、てめえか？」

「宗そう玄げんがなんだって？」

　思わず聞き返した北斗。

「北斗クン、もういい。ここからはボクがやる」

　焔ほむらがいつでも術を放てるように身構えながら天山に近づいた。

「宗玄たちについて話してもらうよ」

　一いつ旦たんは引き結ばれた天山の唇がニヤリと歪ゆがむ。

「ふたりまとめてくたばるがいい！」

　いつの間にエーテルを吸収していたのか、天山は術を放とうとした。

　北斗は一旦動きを止め、術の方向を見定めようとする。が、光が見えない。

「フェイント!?」

　北斗は天山を振り向いた。

「おい、そっち行ったぞ！」

　そこへ背後から叶かのうの叫び。

「天あま吹ぶき！」

　北斗は叫びを上げ、焔を押し倒した。

　天井付近を漂ただよう煙に身を隠して接近してきたシーカが背後から焔に襲おそいかかってきた。

　シーカのナイフが空を切る。

　さらに攻撃が来るのを予期して、北斗は焔と一緒に転がって逃れた。

　一瞬、焔の胸に北斗の手のひらが触れた。そのふわっとした感触に違和感を感じ、北斗は動きを止める。

　焔の顔が瞬間的に真っ赤になったが、ふたりともそこで止まっている場合ではなかった。シーカと天山の反撃が来る。

「今度こそ、食らえ、発──《神々のロツク・オブ──」

　エーテルを吸収した天山が腕うでを伸ばして叫ぶ。

　しかし、天山は最後まで叫べなかった。伸ばした腕は氷の槍によって壁に縫い付けられていた。

「そこまでです」

　十じゆう三ぞうは階段に膝ひざ立だちの体勢で腕うでを突き出し、微動だにせず言った。次の攻撃も準備できている。

　身を起こした焔ほむらも術を放つ体勢になっていたが、なぜか顔が真っ赤だ。

　四人がにらみ合い、北ほく斗とが立ち上がって天てん山ざんのエクスパイルを奪うばおうと歩み寄る。

　動いたのはシーカだった。一瞬で天井から飛び降り、天山の腰のベルトをつかむと、小さな体で有無を言わせず天山を抱え上げ、跳び上がった。

「待てっ！」

　北斗が声を上げ、十三が氷の槍やりを、焔が空気の刃やいばを放つ。

　しかし、シーカはナイフで槍を粉砕し、目に見えぬ刃を避よけ、壁面を駆け上がって十三たちのいる階段の方へと向かった。

　十三は自分のいる方に向かって来るとは考えていなかった。意表を突かれて反応が遅れる。

　天山を片腕でつかんだシーカはその十三の頭上を難なく跳とび越こえて踊り場に着地する。目の前の燎りよう子こにナイフを投げ、隙すきを作って駆け去ろうとした。

　が、燎子は術を用意していた。ナイフをかわし、術を放つ。

「発──集──《バーニングポイント》！」

　炎の弾たまがシーカの背中に向かって放たれる。

　シーカは動物的な勘で身をひねり、攻撃をかわそうとした。炎はかろうじて首元を焼いただけだった。

　シュンッとなにかが焼けて蒸発する音。シーカの体から外れたチェーンが落ち、階段を転がり落ちてくる。

　何気なくそれを手に取った燎子だが、見た瞬間、目を見開いた。切れた銀のチェーンに通されたペンダントヘッドには安っぽい赤いガラスがはまっている。どう見ても子供の玩具おもちやだ。価値のある物ではない。しかし、燎子の顔は強こわばっていた。

「……まさか、今のは──!?」

　立ち上がろうとした燎子はよろけて壁にもたれかかった。そのまま、シーカが駆け去った方向を茫ぼう然ぜんと見つめていた。

「燎子様、大丈夫ですか!?」

　十三が燎子の体を支える。珍しく動揺が声に出ている。

「大丈夫、十三」

　燎子が安心させるように応こたえると、十三は安あん堵どのあまり吐息を漏もらした。

「よかった……」

　そこに北斗と焔がやってきた。

「不様だね。生きてる？」

　焔ほむらのトゲトゲした言葉に、少しだけ心配しているような調子を感じ取り、燎りよう子こは苦笑を浮かべる。

「珍しいこと言うじゃない」

「別にキミの心配をしたわけじゃない」

　焔は素っ気なく言うと、身を翻ひるがえした。

「叶かのう、来い。通路の確認をする」

「へいへい、お偉い上司様」

　叶は上司にへつらうような声を上げ、へこへことマザーが潜ひそんでいた機械室に向かっていった。

「アウトサイダー気取りのくせに権力に弱いんだから」

　燎子は呆あきれ顔がおをすると、北ほく斗とと十じゆう三ぞうを振り返る。

「さあ、出ましょ」





　　６






「空気がうまいな」

　駐車場入り口に出ると、北斗は思いっきり深呼吸した。

　遊ゆう穂ほのおかげで駐車場の煙はかなり薄くなっていた。それでも外の空気とは違う。

「さっき、どうして遊穂がいたの？」

　燎子が尋ねる。

「遊穂は処理班だって言ってた。知らなかったのか？」

「そんな話、誰からも聞いたことないわ。ＮＥＭＯは下っ端に秘密にしてることが多いのよ、ホントにね」

　うんざりしたように燎子は肩をすくめる。だから出世して上に行く必要があると言いたいのだろう。

　周囲は完全に陽ひが落ち、街灯が白っぽい光を落としている。まだ消防車もなにも来ていない。数人の野や次じ馬うまが立ち上る煙を見上げているくらいだ。恐らく、火事だってことになってしまうんだろうと北斗は思った。

　と、真紅のスポーツタイプの車が突っ込んでくると、タイヤを軋きしませて北斗たちの前に横付けされた。

　ドアを開けて出てきたのは房ぼう島じま摩ま耶やだった。

「脱出できたんだ」

　ほっとした声を上げる北斗に摩耶は笑みを浮かべた。

「さすがの宗そう玄げんの攻撃も、本部の隔壁には歯が立たなかったよ」

「隔壁って、攻撃されるって予想してたのか？」

「なんでも備えるに越したことはないだろう？」

「で、なんでここに？」

「指揮官が直接出てきてはいけないのか？」

「指揮官？　研究所の所長じゃないのか？」

「ＮＥＭＯ長官よ」

　燎りよう子こが口を挟むと、北ほく斗とは摩ま耶やを凝視した。

「長官だって!?　魔術は使えないんじゃ？」

「使えないと長官にはなれないのか？」

「あ、いや、使えないと不便というか、敵が出るんじゃ……」

　極めて真っ当なことを言ったつもりの北斗が口ごもってしまったのは、摩耶の妙な迫力に圧おされてしまったからだ。

「指揮官は戦力を把は握あくして的確な判断が出来ればいいのさ。それにボディーガードもいる。で？　無事ということは、始末したんだな？」

「昆虫型とその幼虫の群れと巣を処理しました。天あま吹ぶきと叶かのうが確認作業をしています」

　摩耶の問いに十じゆう三ぞうが淡々と答えた。

「なるほど。中に入っても問題なさそうだな」

　摩耶がそう言って駐車場へと歩き出すと、後ろから若い女が駆けてきた。ＯＬと言われても違和感がないほど普通の姿は、白衣の摩耶と対照的だ。

「摩耶様、まだ危険かと。私が先に──」

「部下を信じろ、いずみ」

「そんないい話っぽいこと言っても無駄ですよ。面倒なことになったら処理するのはこっちなんですからね」

　いずみと呼ばれたボディーガードは一足先に駐車場に向かう。摩耶は振り返って十三たちの顔を見回した。

「そのくたびれ果てた様子ではこれ以上現場にいるのも難しそうだな。帰っていいぞ。それとも送らせた方がいいか？」

「大丈夫です」

　北斗の手から離れて自力で立った燎子がそう答える。

「ふむ。では、詳しい報告は明日。楽しみに待っているぞ。よし、処理開始」

　歩き出した摩耶が足を止め、振り向いて北斗に指を突きつける。

「ああ、そうだ。北斗。女に上着を貸すくらいした方がもてるぞ」

「いりません」

　燎子が破れた上着の胸元を隠すのを見て、摩耶は笑って地下に降りていった。

「なんだ、これは!?」

　摩耶の叫びがしたのは一分もたたない頃。ＢＭＷが後部だけ出して路面に埋まっているのを凝視する摩耶の姿を想像して、北斗は笑った。




　北ほく斗とと燎りよう子こ、一歩下がって十じゆう三ぞう。三人で夜道を歩く。全員ススだらけで制服はボロボロだ。

「ひどい目にあったな」

　北斗は苦笑する。

「そうね。こんなのは初めてだったわ」

　なにか思い出したのか、燎子はブルッと身み震ぶるいした。

「燎子があんなにムシが嫌いだったなんてな」

「もう言わないで！」

　燎子は叫ぶと、両耳を押さえた。

　北斗は笑いを抑えると、燎子に尋ねる。

「あのさ」

「なによ？」

　恐る恐る耳を押さえた手を離す燎子。

「変なこと訊きくけど、天あま吹ぶきって……女……なのか？」

　イヤな名前を聞いたと言わんばかりに眉み間けんにシワを寄せる燎子。

「どうして？」

「あんな格好だし、ボクなんて言ってるから……」

「そうよ。名門には男子が後継者になるって古くさいしきたりがあってね。その点は同情するけど。それより、どうしてわかったの？　わたしに訊くってことは、あいつが言ったんじゃないんでしょ？」

「……そ、それは……つまり……」

　無意識のうちに北斗は手のひらでこんもりとしたカップを形作ってしまった。

「──なっ!?　こっ、このヘンタイッ！」

　顔を赤くした燎子は北斗に平手打ちを見舞うと、猛スピードで歩いていった。気がつくと、北斗は十三とふたりになってしまった。

「ありがとうございました」

　いきなり十三が頭を下げた。

「なっ、なんだよ？　気味悪いな。まあ、あんたを運ぶのはきつかったぞ」

　驚きながらも、北斗は皮肉めかして言う。が、十三はかぶりを振り、前方を歩く燎子の背中を見た。

「いえ、私ではなく燎子様を助けてくださったことです」

「別におまえのために助けたわけじゃないぞ」

「それはわかっていますが、礼を言いたいのです」

　十三はもう一度頭を下げた。居心地が悪くなって、北斗は視線をそらした。

「肝心なところで気を失ってしまうとは不覚をとりました」

　よほど気に病んでいたのか、十三の口調は重い。

「最後にはちゃんと活躍したんだからいいだろ」

「いえ、久く我がクンは私以上のことをやってくれましたよ」

　十じゆう三ぞうはかすかに口元に笑みを浮かべて北ほく斗とを見た。

「その久我クンってのはやめろ」

「では、北斗クン」

「北斗でいいって。あいつも呼び捨てなんだから。その代わり、俺も十三でいくぞ」

「かまいません」

　十三の返事に北斗はほっとしたような笑みを浮かべ、続ける。

「前に訊きいたけど、本当に鎖くさりは切らなくていいのか？」

「ええ」と答えた後、十三はためらった末、口を開いた。

「怖いんですよ」

「怖い？」

　そんな言葉が十三から出るとは思わなかった北斗は驚いた。

「燎りよう子こ様との結びつきを断ち切れば、なにが起こるかわかりません。過去に同じことをした人間がいないのですから」

「それはキュウで実験済みだろ？」

「別位相界の住人、それも、自らこちらに来られるような力の持ち主と人間を同列に考えるのは危険です。私のように記憶をなくすほどの経験を、彼らは平然とやってのけてしまえるのですから」

「……それはそうだな」

「それに、その話を聞く前に、天てん山ざんが現れました」

「ああ、あいつ、驚いてたな。十三のこと天てん明めいとか呼んでなかったか？」

「天山が知っている人物となると、宗そう玄げんの側でしょう」

「ＮＥＭＯの側かもしれないじゃないか」

「それなら、ＮＥＭＯの誰かが知っているはずです」

「そうか……。いや、子供の頃に別位相界に行ったならわからないだろ？　それじゃ、もし、おまえが燎子と敵対する側だったら？」

「そんな記憶は不要です。私は燎子様を守る側に立ちます」

　十三は一瞬の躊ちゆう躇ちよもなくそう返答した。しかし、わずかに逡しゆん巡じゆんした後、つぶやく。

「……私にとって、鎖は束縛ではなく、その時のための保険なのかもしれません」

「絆きずなって言っとけ」

「そこまでロマンティストになれません」

　ニヤッと笑った北斗に、十三は真剣な顔で首を振る。そして、付け加えた。

「これは燎子様には内密に願います」

「じゃ、なんで俺に話したんだ？」

「あなたは燎子様を傷つける人間ではない。そう判断しました」

　十じゆう三ぞうのまじめくさった声に、北ほく斗とは思わず笑い出す。

「俺が？　これだけあいつに振り回されて、いつか仕返しするかもしれないってのに？」

「それはありえません」

　感情をまったく表さなかった十三がかすかに笑った。まるでなにか知っていると言わんばかりの態度に北斗は狼ろう狽ばいする。脳のう裏りをよぎったのは、昨夜のことだ。眠る燎りよう子こに手を握にぎられて、一夜を過ごしてしまった。

「まさか、あれ、見てたとか言うなよ!?」

「あれ、ですか？　なにかありましたか？」

　十三は表情を変えずに聞き返す。

「い、いや、やっぱりなんでもない！」

　カマかけられたのかと、北斗が慌てて前言撤回した時、

「どうしたのよ？」

　いつの間にか立ち止まってふたりを待っていた燎子が不思議そうな顔をしていた。

「なんでもない！　ええと、あ！　そういや、言おうと思ってたんだ。あの術使った時、赤と黄の光が出てたぞ」

　北斗は話題を変えようと慌てて早口で言う。

「どの？」

　意味がわからないときょとんとした顔をする燎子。

「ほら、地面をマグマみたいに溶かしてマザーを飲み込んだろ」

「燎子様が火と地を使われたのですか？」

　気絶していた十三はあのマグマが生まれる瞬間を目にしていない。北斗が説明すると、少し悔しそうに答えた。

「それは見てみたかったですね。確かにマグマとなると、火だけではなく、地の特質が考えられます」

「……わたしが……地の魔術を使った……？」

「火と地、デュアルの魔術士ってことか。出世できるんじゃないか？」

　北斗はわざと明るく言う。

「わからないわ。自分でもどうやったのかもわからないし……」

「調べてもらやいいだろ」

「そうだけど……」

　燎子はそれきり黙り込んでしまった。ポケットに入れた手はペンダントをぎゅっと握りしめていた。

「そういや、俺の能力ってのも調べたけど、まだ結果が出てなっ──」

　北斗は最後まで言い終えることが出来なかった。

　いきなり足が崩れ落ちて尻もちをつく。いや、全身が重くなったように地面に這はいつくばるしかなくなったのだ。視界が急に黒く染まって、意識が飛びそうになる。燎子の叫びが聞こえたような気がしたが、聴覚もまともに機能していない。

　地面から突きだした石の柱に跳ね上げられたんだと気づいたのは、宙に飛び出してからだった。八階建てのビルの屋上がすぐ隣りにある。ということは三〇メートルも飛んだのだ。落ちれば即死だ。

　と同時に屋上に人影があるのにも気づいていた。

　その影が腕うでを動かすと、風が吹きつけてきて屋上に投げ出されるように運ばれた。

　転がった北ほく斗とは受け身を取って起き上がる。

「少々乱暴だったのは謝罪しよう。ふたりきりで話すには他の方法が思い浮かばなくてね」

「雁かり屋や宗そう玄げん……」

　黒のスーツに黒いネクタイ。ＮＥＭＯ本部で見た相手が目の前に立っていた。

「なんのつもりだ!?」

　北斗は詰きつ問もんした。殺すつもりなら簡単に殺せたはずだ。それをしなかったということは、なにか意図があるはずだ。そうは思っても、相手の容赦ないところはすでに目にしている。恐怖でツバも出なかった。

「君とふたりきりで話したくてね」

「やめろよ。気色悪い」

　北斗は吐き捨てる。

「ＮＥＭＯの連中が色々と吹き込んだようだが、それを素直に信じているかね？」

「俺は公平な人間だからな。言い分があったら聞くぞ」

「それはなによりだ。君の父親とは途中までは良い関係だった。ＮＥＭＯのやり方に反対する立場だったということだ。しかし、最後の最後で私のやり方を否定した。その結果が不幸な事故だ」

「事故？　あの巨大な穴か？」

「そうではない。取るに足らない家族の事故だ」

「燎りよう子このか……」

　北斗は呻うめいた。燎子の家族に起きた悲劇の責任の一端は、やはり父にあったのだ。

「そう。あの戦いで蒼そう空くうは私の腕を奪うばっていった」

　宗そう玄げんは左の袖そでをめくり上げてみせた。ひと目でわかる機械の腕が肘ひじから先に伸びていた。

「で、腕を取り戻しにきたってのか？　おまえは酒しゆ呑てん童どう子じか」

「なるほど。渡辺わたなべの綱つなが蒼空か。では、君はなんだね？　さしずめ天てん狗ぐに育てられた義よし経つねクンかな？」

「ふざけるな！」

　北斗の鋭い声に、宗玄は冗談ではないと言いたげに肩をすくめてみせた。

「親父おやじはどこにいる？」

「知ってどうする？」

「母さんの葬儀に顔も出さなかった訳を聞いて、それから一発殴って、詳しい話を聞き出す」

「母親か……」

　宗そう玄げんは意味ありげに口元をゆがめた。

「蒼そう空くうとはあれから一度も会っていないし、消息も知らぬ。が、おまえの近くにいる。必ずな」

　そう答えて、宗玄は階段の方を振り返り、かすかに笑みを浮かべた。

「迎えが来たようだな。予想より早い。想おもわれているのだな」

　確かに足音が聞こえてくる。

「嵐あらしが来る。覚悟しておくがいい」

「嵐だって？　おまえが呼んだんだろ？」

「いや……呼んだのは、ＮＥＭＯだよ。私はそれを止めようとしただけだ」

　宗玄は口元を歪ゆがめた。

「待て、宗玄っ！」

　階段のドアが勢いよく押し開けられ、駆け出してきた燎りよう子こが叫びを上げた。途中でエーテルを取り込んできたのか、すぐさま術を解き放つ。

「発──集──放──《インフレイムス》！」

　放たれた炎は大きな塊かたまりとなって宗玄に向かい、そして、手前で霧む散さんした。

「そんな技では私どころか来たるべき戦いにも通用せんぞ」

　宗玄の声が闇やみの中から聞こえ、そして、消え去った。

「待てっ！」

　燎子は駆け出し、フェンスにつかみかかって虚こ空くうをにらみつける。

　本当はシーカという少女のことを問いただしたかった。しかし、それを口にすればいいように利用されてしまう。だから、それは問うわけにはいかなかった。

「逃げるな、宗玄ーっ!!」

　燎子の喉のども裂けんばかりの絶叫は暗い空に虚むなしく飲み込まれて消える。

　北ほく斗とは震ふるえるその背中をただ距離を置いて見ているしかなかった。





エピローグ




「あー、私は今、非常に困惑しているのだ」

　ＮＥＭＯ長官にして研究所所長・房ぼう島じま摩ま耶やは困惑という言葉を表現するのにこれ以上はないという顔で唸うなっていた。腕うでを組んで眉み間けんにシワを寄せてディスプレイに表示された数字や表をにらんでいる。この状態が二〇分も続いた後、出てきたのが最初のセリフだ。

　ここはＮＥＭＯ本部の地下研究所だ。事件の翌日、北ほく斗とは先日受けた検査結果を伝えると言われて赴いた。

「データが取れなかったとか？」

　北斗が問うと、摩耶はかぶりを振った。

「いや、データは取れた。完かん璧ぺきだ」

「じゃ、それを見せて、特質はなんとかだって言えば──」

「ないっ！」

「え？」

「特質がない。キミはね、真っ白なキャンバスなんだよ」

　摩耶はにこやかにポンと北斗の肩を叩たたいた。

「青春は真っ白なページ！　みたいなノリは勘弁してください」

「ノリが悪いな」

「それで、それは能力がないってことですか？」

　摩耶は考えをまとめるように一拍おいてから話し始めた。

「最初にここに来たとき、プリズムの話はしたな？」

「エーテルを取り込んで体のどこかにあるプリズムみたいなもので屈折させて術を使うとかなんとか」

「そう。普通はどんなに小さくてもプリズムがあるものだ。能力がなくても、プリズムはある。だが、キミの場合、あるのかないのかもわからない」

「ないなら術は使えない」

「もうひとつ可能性はある。エーテルを溜ためて燎りよう子こに渡したと言ったな？」

「ああ、乾電池ね」

「通常、エーテルは短時間しか体内に留とどめておけない。しかし、キミはある程度まで溜めておける回路のようなものがあると考えられる」

　そう言うと、摩耶はプリズムをテーブルに置いた。

「一つなら光は九〇度曲がって分光」

　もうひとつ。

「二つならその光をまたひとつに戻して九〇度曲がる」

　さらにひとつ。

「三つならまた分光して九〇度曲がる」

　最後にひとつ。

「四つ置くと、また元に戻って九〇度曲がる。永遠に繰り返しだ」

「どういうことだ？」

　言わんとすることがわからなくて北ほく斗とは眉まゆを寄せる。

「キミの中にはプリズムが四つあって、エーテルはその中を循環するように閉じ込められているのかもしれないってことだ。そう考えると、エーテルを長時間蓄たくわえておける理屈がつく」

　意味が理解出来ると、今度は言わんとすることがわかって、北斗は思わず声を出していた。

「ちょっと待て。プリズムが四つってことは──」

「クアッドの位相術士エクスフエイザーってことだよ」

「……ちょ、ちょっと待て！　まだ誰もいないクアッドが俺なんてことはないだろ!?」

「キミの父親が加か茂も蒼そう空くうでなければ冗談で済ませてるんだけどね」

　摩ま耶やは真剣な顔で言うと、北斗をまじまじと見つめた。

「クアッドかぁ。生きてる間にこの目で見られるとはねぇ」

「俺を珍ちん獣じゆうみたいな目で見るのはやめろっ！」

　ムッとした顔をした北斗はさらに続ける。

「だいたい、クアッドだとして、術も使えないなら意味ないだろ」

「そうでもない。天てん山ざんの術を食らったのに無事だったのだろう？　これは推測だが、術をエーテルに還元して無効にしたのかもしれない。だとすれば、キミは術で倒されることはない」

　摩耶はそう言うと、付け加えた。

「そうだな。キミのあざなは《最弱無敵の位相術士エクスフエイザー》ってところだね」

「……そのネーミング、イヤだ」

　北斗はガックリと肩を落とした。




「で、どうだった？」

　北斗が所長室を出ると、燎りよう子こが声をかけてきた。

「そっちは？」

「地の特質が大きくなってるって。訓練することになったわ」

「そうか。めでたいな」

「あんたは？」

「俺は真っ白だそうだ」

「もう燃え尽きたの？」

　北斗は自分がクアッドかも知れないというのを教えるべきかどうか迷った。

　と、ドアが開いて、摩耶が顔を出す。

「南みなみ、ちょうどよかった。こいつの護衛、引き続き頼むぞ。今、こっちは術士が足りなくてね。貴重なクアッドなんでな」

　摩ま耶やはそれだけ言うと、ドアを閉めてしまった。北ほく斗とは居心地悪くなって燎りよう子この方を見られない。

「クアッド？　あんたが？」

「あいつが勝手に言ってるだけだ」

「へー、お偉いクアッド様かぁー」

　首を傾かしげた燎子は斜め下から北斗を見上げた。

「だから、珍ちん獣じゆうを見るような目で見るな！」

　北斗が目をそらすと、燎子は小さく笑って答えた。

「気を遣ってもらわなくても大丈夫。こっちはデュアルのトレーニングをどうするかで頭がいっぱいだから」

「そ、そうか」

「まあ、あんたがクアッドっていうのは驚いたけど、ホクちゃんのお父さんはあの加か茂も蒼そう空くうだもんね」

「え？」

　北斗は驚いて思わず声を上げ、燎子は珍しく慌てた様子で言い返す。

「ちょ、ちょっとからかって遊ゆう穂ほのマネしただけよ！」

　からかったはずの燎子の方が赤くなって逃げるように足を速めた。

　今の『ホクちゃん』に聞き覚えがあった。遊穂の発音に違和感を覚えたのは、遊穂が本当の幼おさな馴な染じみじゃなかったせいだ。しかし、今の燎子の発音はすとんと心に落ちた。とすると──。

「もうこんな時間か」

　北斗はフィギュアを燎子に見せつけるようにしてスマホで時間を確かめた。

「もう悪趣味だとか言わないんだな」

「い、いつまでも言ってられないでしょ。子供じゃあるまいし」

　燎子は揺れるフィギュアから目をそらした。

　この反応で北斗は確信を持った。幼馴染みだったのは燎子だ。そして、燎子もそのことに気がついてるかもしれない。

　北斗は口を開きかけ、思い直して話題を変えた。

「食い物買って帰るか。食べるだろ？」

「料理はあんたよ」

「燎子にやらせたら自分の身が危ないもんな」

「そこまでひどくないっ！」

　拳こぶしで背中を軽く叩たたかれながら、北斗は笑ってＮＥＭＯ本部を出た。しかし、と北斗は笑っていられない現実に向き合う。

　宗そう玄げんと蒼そう空くうの戦いに巻き込まれた燎りよう子この家族を考えると、俺にはなにが出来るのだろうか。幼おさな馴な染じみだよな、などと能天気なことを言えるだろうか。

「ほら、行くよ！」

　燎子がぱあんっと平手で背中を叩たたいて追い抜いていった。

　悩んでいたのを燎子に軽やかに振り払われたような気がして、北ほく斗とはひとつうなずく。

　今は一緒に行くしかないか。

　北斗は真っ赤なレザージャケットを追いかけた。




　買い物を終えて家に戻ると、誰もいないはずの部屋にちょこんと正座してお茶を飲んでいる小さな姿があった。

「おお、遅かったではないか。茶を飲ませてもらっておるぞ」

　キッチンに買い物を置きに行った燎子を確認して、北斗は小声で話した。

「昨日は助かったよ」

「気にすることはないぞ。もらう物をもらうと約やく定じようを結んだしのう」

「なんのことだ？」

「もう忘れたのか？　助力する代わりに欲しい物があると言うたであろうが」

「ああ、そうだった。なにが欲しいんだ？　キツネそばでも作ろうか？」

「北斗の飯も嬉うれしいが、それではない。欲しいものは他にある」

　そう言うと、キュウは北斗の首筋に手を回してきた。その手つきが妙に艶なまめかしくて、北斗はドキッとした。

「ど、どうしたんだ？」

「なにを照れておる？　これからワシとまぐわおうというのに」

「まぐ……なんだって？」

「欲しいと言ったであろう？　お主の子こ種だねを」

「……は？」

「お主の子種をもらい受けたい」

「こだねって……え？　ええっ!?」

　意味を理解して、北斗は自分の股こ間かんにチラッと目をやる。

「それは、つまり、俺がキュウと、その……」

「そうじゃ。まぐわうのじゃ」

　キュウは明るく言う。

「無理無理！」

　北斗は燎子に聞かれてなかったかドアの方を見て確認しながら、首を振り、手を振り、全力で拒否した。

　その様子にキュウはムウッと頬ほおを膨らませて、猫耳フードつきスウェットの襟えり首くびを広げて、胸元をちらっと見せる。

「このワシの体では不満かえ？」

「だから、その格好で言うな！　犯罪だから!!」

　どう見ても小学生にしか見えないキュウは北ほく斗とにじゃれついているようにしか見えない。

「ふむ、そうか……。人間のオスは難しいのう。まあ、他の方法もあることだし……」

「今なんか気になること言わなかったか？」

「気にするでない。では、お主の覚悟が固まるまで、もう少しここで厄介になることにしよう。よろしゅう頼むぞ」

「ちょっと！　なに勝手に決めてるのよ」

　キッチンにいた燎りよう子こがドアの外に仁王立ちしていた。

「なんじゃ？　姉を探すのにワシが必要なのではなかったのか？」

　キュウは小首を傾かしげて燎子を見た。

「そうだけど……」

「なるほどな。ワシがいてはつがいの営みができぬか？」

「つがいの営みって……」

「若いつがいの営みは激しいからのう。さすがにワシも居心地が悪いかもしれんのう。そうなったら出ていくかもしれぬが」

「しません！」

　北斗を見て顔を赤くした燎子はきっちりと否定した。

「そうか。では、邪魔にはならぬであろ？」

　キュウは楽しげに笑って、見せつけるように北斗に抱きついた。

「それとこれとは別！」

　燎子はキュウをつかもうとしたが、すばしこく北斗の後ろに逃げられてしまう。

「ホクトには訊きかねばならぬことがあるしのう」

「なにを？　俺はなにも知らないぞ」

「知らぬのであれば、体に訊くしかないのう」

　キュウは背後から北斗の首に腕うでを回した。

「離れなさい、このエロ狐きつね！」

「つがいでないのに悋りん気きかえ？」

　キュウはひょいっと燎子の手から逃れて笑う。

「だいたい、あなたアザーズでしょ！」

「これは異なことを言うのう。この国には古来から世界を超えて結ばれたつがいの話がいくらでもあるであろうが。のう、北斗？」

「いや、俺に訊かれても……」

　北斗が困惑した顔をすると、キュウはいきなり話を変えた。

「ところで今日の飯はなにかのう？」

「麻婆豆腐マーボードーフと炒いため物ものかな」

「それは初めて聞く料理だのう。愉たのしみにしておるぞ」

「もう食う気満々か。やっぱり色気より食い気じゃないのか？」

　仕方ないなと北ほく斗とは立ち上がってキッチンに向かう。

「ご機嫌とっておかないと知りたいことが訊きけなくなるぞ？」

　買い物袋から食材を取り出しながら燎りよう子こに言う。

「……そうね」

　あれだけ執心していたというのに、生返事をする燎子に違和感を覚えながら、北斗は挽ひき肉にくを炒いため始めた。

「太平じゃ」

　キュウは漂ただよってくる薫りをかぎながらつぶやいた。

「しかし、いつまで続くかのう……」

　キュウの目には迫り来る嵐あらしが見えているかのようだった。






　　　あとがき






　どもー、神かみ代しろです。

　ＭＦ文庫Ｊさんでは久しぶりすぎる登場です。その上、オリジナルとしては六年ぶりの新作となります。その間、色々あったのですが、時間（ページ）もないことですので、さらっと飛ばしましょう。




　さて、今回のテーマはずばり！　ヘヴィメタルと日本酒!!




　あ、退ひきましたね？　半分冗談です。ご安心ください。

　ヘヴィメタルについてはヒロインである燎子の姿と心を表現する重要アイテムとして設定しています。が、別にヘヴィメタルを知らなくったって構いません。紙面から重低音は響いてきませんから！

　これまで、あとがきＢＧＭの半分くらいはヘヴィメタル（残りは映画音楽）というくらい好きなんですが、実はヘヴィメタルにはまったのは大学生になってから。それまではそっち系には興味なかったんですよね。ずっと映画音楽でしたから。おかげで音楽の話では友人と話が合うことなどなかったですよ。まあ、ヘヴィメタルでも話が合う人は少ないんですが……。マイナージャンルばっかりの嗜し好こうって孤独だわ。

　ついでに、今流れているあとがきＢＧＭのバンドはWITHIN TEMPTATIONといって、女性ヴォーカルのとてもメロディアスなバンドです。ヘヴィですが、言われなければメタルとわからないかも。初心者にもお勧めですよ。




　燎りよう子こが聴いている曲について詳しく書いていませんが、ジューダス・プリーストの六枚目のスタジオアルバム『ブリティッシュ・スティール』収録の名曲です。ジューダス・プリーストはヘヴィメタルの音と形を作ったといわれるバンドで、レザーにスタッドというファッションを取り入れたのも彼らです。

　そんなわけで、燎子の親父おやじには作者の想おもいを投とう影えいしてみました。もっともハードディスクタイプのiPodは買ったことないんですが、販売終了した今でも一部では人気ですね。燎子の父親は若い頃に最後の新品を買ったのか、それとも、中古を手に入れたのか。どっちでしょうね。




　魔法といえば呪じゆ文もんということで、本作における魔法──位い相そう術じゆつの命名をヘヴィメタルバンドの名前というのも当然ながら考えました。が、それは某ファンタジーコミックが大々的にやってますので、燎子だけはそのパターン。それ以外の命名はキャラに合わせてみました。ひとりだけお花畑な人がいますが（笑）。




　最後になりましたが、この原稿を仕上げるまでに関かかわった全ての方──三人の編集さん、そして、イラストを描いてくださった曽そ我が部べ修しゆう司じさんとＦｉＦＳの方々に感謝。表紙の燎子には惚ほれました！

　願わくば、この物語と登場人物たちの行く末に読者の皆さんが興味を抱いていただけますように。もっと派手な展開が待ってますよ。応援よろしくお願いします。





二〇一五年七月二〇日




"HYDRA / WITHIN TEMPTATION"を聴きながら──


















　著者

　神代　創（かみしろ・そう）

　　ＳＦやファンタジー、ノベライズ、ゲームシナリオなど書いて生きながらえてます。心の糧は映画音楽とヘヴィーメタル、それに日本酒。そのうちふたつ放り込みました。

　　ブログ：http://fictory.txt-nifty.com/diary/

　　ツイッター：@sowkami




　イラスト

　FiFS（フィフス）

　　漫画やキャラクターデザイン、企画原作等を手掛ける作家集団として発足。代表作品に

　　『ペルソナ３』『ペルソナ４』（ともにコミカライズ）

　　『GOD EATER』（主人公キャラクターデザイン）

　　『アイドルマスターSideM』（キャラクターデザイン）

　　『プリンス・オブ・ストライド』（企画・原作・各種デザイン）

　　『夢色キャスト』（キャラクターデザイン）

　　『バンドやろうぜ！』（キャラクターデザイン）等。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／FiFS
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